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  第１章 受肉


  



  この黙想を始めるにあたって、注意の言葉を短く述べることにします。私たちは「真理の系統」――主題や題目――に取り組もうとしているのではありません。実を言うと、主イエスご自身以外にいかなる「真理」もありません。真理とは主の中にあるものであり、主に関する何かではありません。したがって、真理を正しく理解するには、主ご自身との命における個人的関係が必要不可欠です。生ける方法で主イエスと結合される以外に、真理を知ることはできません。次に、これには私たちの上における聖霊の働きと私たちの内における聖霊の働きとが必要です。これが意味するのは、真理を理解感得するには私たちは霊的でなければならない、ということです。「真理はイエスの中にあるからです」（エペソ四・二一）。私たちの生涯――私たちの全生涯――私たちの希望、私たちの救い、私たちの道、私たちの保証――私たちのすべて――の中心は主イエスご自身です。真理の断面や解釈が中心ではありません。主ご自身が中心です。ですから、すべては主を知ること、「神の御子を知る全き知識に至ること」（エペソ四・十三）に帰着します。主が後の頁で私たちに語られることがどれだけ価値を持つかは、主に対する私たちの生ける関係に全くかかっています。主は真理であり、真理の総計であり、真理の力です。


  



  序論


  



  この一連の学びのタイトルは「贖いの八階調」です。「八階調」（octave）という言葉はラテン語のoctavusに由来し、「八番目」を意味します。音楽では、音階を成す八つの主要な音符の最初と最後の間の音程を意味します。八番目の音符はいっそう高い（あるいはいっそう低い）音階で一番目の音符を繰り返します。また同じようにタイトルを「贖いの虹」としてもよかったでしょう。なぜなら、虹には七つの主立った色があり、八番目の色は一番目の色に戻るので、音階とよく似ているからです。このような「八階調」により、一つの組、段階、動きが完結し、新しいものが始まります。七つの音符の組は決して完結しているとは見なせません――音階を完成させるには次の音符が必要です。楽器で試してみるなら、「八番目」の音符がいかに必要か――八番目の音符が無い七つの音符ではいかに不完全か――わかります。


  この「七たす一」の特徴は特にキリスト教の印です。キリスト教は安息日の翌日、週の始まりの八日目の日に基づきます。ユダヤ教は七日目の日の宗教のままです。ユダヤ教がいかに不完全か私たちは知っています。ユダヤ教は目標に達しておらず、決して前進したことがなく、最初の日である八日目の日に入ったことがありません。キリスト教はこの八日目の日に基づいており、八日目の日が週の初めの日になりました――八日目の日は神の働きの一つの段階の終わりであり、新しい段階の始まりです。しかし、「安息日（Sabbath）」という言葉は「七日目」という意味ではなく、「安息」という意味です。七で完成されます。八の意味は、神は完成されたものに基づいて再び開始されるということです。完成されたものから、神の新しい始まりが生じます――完成されたものから神は前進されます。これがキリスト教です。キリスト教は完成されたものに基づいており、この完成されたものとは神の安息、神の満足です。神はすべてをここから開始されるのです。


  ご存じのように、ヘブル語のアルファベットは表音記号であるだけでなく、表数記号でもあります。つまり、一つ一つの文字は数を表すのです。これはヘブル語だけではありません。新約聖書中の「イエス」という名前はギリシャ語では六つの文字から成っており、一つ一つの文字は数を表しています。そのすべての数を足し合わせると八八八になります。「イエス」＝八八八。私はこれを強調するつもりも、空想を膨らませるつもりもありません。しかし、これは印象的だと思います――これが偶然だとは私は思いません。主は「八日目の」人であり、贖いの働きを完成してその先に行かれた方です。


  



  贖いの八つの面


  



  さて、贖いには八つの主要な音符、面があると言えるでしょう。もちろん、贖いには多くの副次的な特徴がありますが、八つの主要な特徴があります。それは


  
    １．受肉

    ２．地上生活

    ３．十字架と復活

    ４．復活後の四十日

    ５．昇天と栄化

    ６．聖霊降臨

    ７．教会の誕生、使命、完成

    ８．再来

  


  です。


  この八つに他のすべては集約され、この外には何もありません。この八つで音階は完成します。一番目と八番目は主の二回の来臨であることがわかるでしょう。原則として、八番目は完全な円を描いて最初に戻ります。主の来臨は二回の完成を意味します。一番目の来臨である受肉は一つの段階の完成でした。「律法はモーセによって与えられたが、恵みと真理はイエス・キリストによって来た」（ヨハネ一・十七）。取り立てて言うまでもなく、主の再来は同じように一つの段階を完成させるでしょう。しかし、どちらも全く新しい段階の始まりなのです。「その時が来ます。それは今です……」と主イエスは言われ（ヨハネ四・二三）、その新しい段階を開始されました。神に感謝すべきことに、主が再来される時もそうでしょう。


  ところで、他にもう一つ語学上のささやかな要点があります。ヘブル語の「七」はまさに「満足」「完成」を意味します。これについて解説する必要はほとんどありません。神が万物をご覧になった時、すべては「はなはだ良かった」のです（創世記一・三一）。そして、御業を完成された神は満足のうちに安息されました。しかし、ここでもまたヘブル語の「八」はとても興味深い言葉です。その言葉は語根の「シャマ（shammah）」から派生しており、この語根は主の御名の一つである「エホバ・シャマ（Jehovah Shammah）」（エゼキエル四八・三五）の中に現れます。「エホバ・シャマ」は「超越して豊かな主」、十分な御方という意味です。こうして八が七に続きます。七は完成を意味しますが、なおも主はそこにとどまられません――主は超越して豊かなのです。


  さて、「なぜ？」という質問をもってこの八つの異なる面――贖いの音階を成す八つの「音符」――に取り組みましょう。まず、この質問を受肉に当てはめて、「なぜ受肉なのか？」と問うことにしましょう。なぜ神の御子は人の形と人の性質を取る必要があったのでしょう？


  



  なぜ受肉なのか？


  



  もちろん、この質問に十分に答えるには、人の創造における神の御思いと構想を全体的に考慮せざるをえません。神の御思いにおける人の起源、人の使命、人の運命――これはみな神の御思いの中でとても重要です。しかし先に進むには、ここでそれらについて見る必要があります。「全聖書は神についてである」と言えるでしょう――こう言うのは正しいです。これは真実です。さらに進んで、「全聖書は御子に対する神の関心についてである」と言えるでしょう。これは大いに真実です。しかし、この二つの事実を十分に考慮する時、そのどちらも人から切り離せないことがわかります。全聖書は神についてです――そうです、しかし聖書は神、神の人との関係、人の神との関係についてなのです。全聖書は神の御子についてです――しかしそれでも、全聖書は人に対する神の御子の配慮についてなのです。つまるところ、あなたは人に到達します。私たちは人間生活の領域外におられる遠い神に関心を寄せるべきではありません。実を言うと、すべては人に焦点づけられなければならないのです。そうするなら、聖書は人に対する神の関心についての書であることがわかります。どういうわけか不思議なことに、神の関心は人に結びついています――人の使命と人の運命に結びついています。これとこれが意味するところはすべて、受肉についてこれから述べようとしている事の中に集約されます。


  なぜ受肉なのでしょう？その答えは三つあります。第一に、人の贖い、再生のためです。第二に、人の再建、再構成のためです。第三に、人を完成して栄化するためです。


  



  （１）人の再生のため


  



  第一に、人の贖い、再生のためです。贖いに関する一般的思想は奴隷市場と関係しています――奴隷市場に行って奴隷を売ること、また市場に売った奴隷を買い戻して贖うことと関係しています。事実、聖書の中にこの思想にぴったりの節があります。それは「罪の下に売られていた」（ローマ七・十四）という御言葉です。これは聖書の御言葉ですが、これをさらにはっきりさせる必要があります。「贖いとは人を奴隷市場から『買い戻すこと』を意味する。その人は売られて何らかの奴隷束縛状態にあったのである」と人は言います。そのとおりです。しかし、誰がその人を売ったのでしょう？この質問を調べてそれに答えない限り、贖いの真意を理解したことにはなりません。誰がその人を売ったのでしょう？その人は自分で自分を売り払ったのです。これにより状況は新たな様相を帯びることになります。人は「自分自身を悪魔に売り払い」ました。しかし、人はどのようにそうしたのでしょう？家財や何かを他人に売り払うように、人は自分自身を客観的に売り払ったのではありません。人は自分自身を主観的に売り払ったのです――人は自分自身の魂を売ったのです。人は実際に自分の魂を悪魔に売りました。


  しかし、一体なにが起きたのでしょう？たとえ話をしましょう。ある日のこと、だれかが家の玄関を叩き、家人はドアを開けます。すると、その見知らぬ人は話し始めます。上品な言葉使いで説得力のある言葉を語りますが、その言葉の裏には嘘が隠されています。家人は訪問者の前でドアを閉める代わりに、さらに少しドアを開けて話を聞きます。覚えておいてください――これが常に束縛への第一歩であり、贖いが必要になる状況への第一歩です――その第一歩とは悪魔に耳を傾けることであり、そして、「これは本当に神からだろうか？あるいはこれは神に関して間違っていないだろうか？神はそのような御方だろうか？それともそうではないのだろうか？」と直ちに質問をもって応答しないことです。すべてのクリスチャンが悪魔の提案や示唆に対してこのように応答していれば、多くのクリスチャンの生活はどれほど様変わりしていたことでしょう！恐ろしい束縛の中にいる人が大勢います。それは彼らが耳を傾けてドアを開けたからであり、「あなたは本当に神がそのような御方だと信じているのですか？」と質問して立ち向かわなかったからなのです。この質問をあなたの現在の問題――状況や状態、あなたを束縛するために敵が絶えずあなたに向けて放っている非難や罪定め――に当てはめてみてください。そして、「神は本当にそんな御方だろうか？」と問いかけてみてください。


  



  罪の根幹である不信仰


  



  人が敵に対して自分の魂のドアを開け、敵に耳を傾けた時、人は不信仰への門戸を開きました。覚えておいてください――不信仰は罪の根幹です。これについてよくよくはっきりさせましょう。背後に何らかの動機があるかもしれませんが、大本の罪は不信仰です。不信仰は神が許容されない唯一のものであり、神を後退させ、手放し、関わらせない唯一のものです。不信仰が少しでもある限り、神は距離を置かれます。不信仰がある限り、この隔たりは大きくなります。不信仰のある所に神は決してご自身を委ねられません。これは初歩的なことに聞こえるでしょうか？私たちは最後までこれから逃れられません。この神に対する信仰の問題は、私たちが学ぶべきすべての学課の基礎です。率直に言って、神がどれだけご自身を委ねられるのか、またどれだけ委ねようとされるのかは、神に対する私たちの信仰の度量にかかっています。人が不信仰に対してドアを開いた時、悪魔は人の魂の中に足を踏み入れました。悪魔は決してその足を外に出そうとしません。悪魔はそれ以来ずっと人の魂の中に自分の足場を保ち続けています。ですから今や、人の魂は生まれつき悪の勢力と結びついており、その結びつきの力は不信仰です。この不信仰が完全に砕かれて粉微塵にされることが可能にならない限り、天然の人とサタンとの結合は続きます。


  贖い、再生は信仰と共に始まります。これは単純な福音と言うべきものです。信仰はまさに贖いの始まりです。しかし、信仰はまた継続的な贖い、継続的な回復あるいは再生の基礎でもあります。贖いはキリストにあって成就された完全なものですが、他方、贖いは継続中でもあります。私たちは「私たちの信仰の目的、すなわち私たちの魂の救いを受けつつあります」（一ペテロ一・九）。この贖いは継続的に進行しています。贖いは漸次的です。贖いはキリストの完成された働きですが、私たちが初めて信仰を活用する時――神を信じる時――私たちの内で始まります。そして、この基礎に基づいて最後まで進み続けます。私たちが神を信じることに失敗する時、神を信じることをやめる時、神に関して疑問を持つ時、私たちは直ちに何らかの束縛の中に落ち込み、サタンが何らかの拠点や益を得ます。これは何と確かなことでしょう。主に対する疑問が入り込むやいなや、私たちは直ちに閉じ込められてしまいます。脱出する唯一の道は、神に対する信仰を再び回復することです。


  さて、不信仰のゆえにアダムは人類全体に対して悪の勢力との魂の結びつきを生じさせ、確立しました。これが人の束縛の性質です。人は他者に売られています。これが贖いの実際の真実な意味の基礎です。なぜ受肉なのでしょう？「最後のアダムが戦いと救出のために来られた」。別の方が人を贖うために来られました。しかし、ああ、この先で見ることになるように、これは決してたんなる客観的な活動ではなかったのです――主がなさったのはたんなる働きではありませんでした。主はその存在そのものが贖い主だったのです。別の言い方をすると、主こそ贖いでした。主は何か働きを行われただけでなく、主ご自身が贖いでした。これは後でいっそう明らかになります。しかしここで、アダムに属さない一人の人が救出しに来なければならないことがわかります。その方はアダムの罪の結果とは個人的に関係がないので、確固たる比類ない強みを持っておられます。受肉は人に贖いを提供するためでした。一人の方によって（by）人に贖いを提供するためだけでなく、一人の方にあって（in）人に贖いを提供するためでもあったのです。この意義を理解してくださるよう私は望みます。イエスが行われたことだけでなく、彼がこの状況に応じるためにいかなる方だったのかを見るのは、とても素晴らしいことです。


  



  （２）人の再構成のため


  



  すでに見たように、アダムの行為により、人はその存在自体が不正常になり、駄目にされ、破壊され、神が創造された者、神がそうなるよう意図された者とは別種の存在になりはてました。人は略奪されたがゆえに欠けています。人は欺かれたがゆえに騙し取られています。人は自分が持っていたもの――無罪性――を失いました。人は神が人に持たせようとされたもの、また神がすでに人のために備えておられたものを失いました。それらのものは神に対する信仰に基づいていました。人は罪ある者となりました。聖書を手にとってその完全な啓示を読み返すなら、人が持つはずだったものを見ることができます。今やそれはすべて明らかです。人は二つのものを持つはずでした。


  第一に、人は内住する神の霊を持つはずでした。人は神の宮になるはずでした。全聖書が完全に明らかにしているように、神が人の内に住むこと、神の霊が内なる住者となることが神の当初の意図でした。第二に、人は自分の内側に新約聖書が「永遠の命」と呼んでいるもの――代々の命、神の命、非受造の命――を持つはずでした。しかし、人は神が意図されたこの二つとも失いました。受肉は「新創造」の人を生み出すという特別な目的のためでした。新創造の人において、この二つは実現されます。人には今や神の霊が内住し、人は永遠の命を持っています。これが質問に対する答えです。なぜ受肉なのでしょう？もう一度繰り返すと、主イエスは新創造を成就、遂行、達成してそれをもたらされただけでなく、彼ご自身が新創造の第一の者となり、ご自身の種類にしたがって別の種族を生み出されたのです。


  



  （３）人の完成と栄化のため


  



  最後に、人を完成して栄化するためです。もちろん、この二つは人の子なるイエスにはっきりと見ることができます。これに関連してさらに重大なことが神の御言葉に述べられています。「彼は御子であったのに、苦難によって従順を学ばれました」（ヘブル二・十）。彼は「苦難を通して完成」されました。これについての神学や教理でやめるつもりはありません。これを一語に要約できます。その言葉はすでに用いてきましたし、強調してきました。彼はどのように完成、成就されたのでしょう？


  私は、彼は人として信仰の原則を自主的に受け入れたのである、と信じています――彼は父なる神に対する信仰の原則に基づいて生活されたのです。これは「すべての苦難、試み、試練には意味がある」ということと関係していました――敵が最初のアダムを罠にかけることができたように、最後のアダムをも罠にかけるおそれがあったのです。敵が最初の種族に対して成功を収めたのはただ一点においてであり、その一点とは不信仰でした。策略は大成功だったので、「これに優るものはない」と人は信じました。「これこそ役に立つものである――これこそ専念すべきものである」とアダムが言うのが聞こえてきそうです。これにより主イエスの生涯がさらに詳しくはっきりと開かれます。主が受けたすべての苦難、試み、悪魔の攻撃、主に逆らって働いていた考えうるあらゆる事柄――そのすべての物語を述べることは到底できません――の主な目的は、御父に関して疑念を生じさせることだったのです。この一点を突けば新創造を荒廃させられることを敵は知っていました。今日、あなたや私も荒廃させられることを敵は知っています。ですから、人の子は苦難を通して完成されたのです。いかなる方法によってでしょうか？彼の苦難とは何だったのでしょう？肉体的な苦しみではありません。肉体的な苦しみは、敵が主の魂を得ようとする方法、手段にすぎませんでした。神の御子であり人の子でもある方が受けた真の苦難とは、あらゆる方面から絶えず加えられるこの苦しみと攻撃であり、ご自身と御父との間に絶えず割り込もうとする敵の試みだったのです。これが「なぜわたしを見捨てられたのですか！」と叫ばれた時の、主の究極的苦しみの本質でした。ゲッセマネの園で主が「できることなら、この杯をわたしから過ぎ去らせてください」と叫ばれた時、主はご自身が直面している死に対して備えができていなかった、とは私は信じませんし、きっとあなたもそうでしょう。もちろん、この種の事柄は完全に間違った教理や神学を生み出しました。イエスは罪とされることによって何に直面しなければならないのかをご存じでした。御父は自分から顔を背け、荒野に送り出された贖罪の山羊のように一人だけ残されるでしょう。全く一人っきりです――十字架の恐るべき時、神から捨てられるのです。その時の悲惨な究極的結果を主はご存じでした。これが主の苦難の核心であり、主の苦難の総計だったのです。


  しかし、このすべてを通して、あらゆる苦難を通して、彼は完成されました――信仰において完成されました。「私が今肉体にあって生きているその命を、私は神の御子の信仰によって生きます。この方は私を愛して、私のためにご自身を与えてくださいました」（ガラテヤ二・二〇、欽定訳）――私たちはこの御言葉に慣れ親しんでおり、あまりにも軽々しく使っていますが、これはこの御言葉に何という意味を与えることでしょう。何という信仰によって生きるのでしょう！この信仰が私たちに伝達されさえすれば――この信仰が聖霊の力によって私たちの内に与えられさえすれば！そうすれば、私たちは万事順調に乗り越えるでしょう。「私は神の御子の信仰によって生きます」――この信仰は徹底的に試され、試みられ、攻撃されて、勝利した信仰です。この物語が神に見捨てられた悲しい記録で終わるのではなく、勝利の記録で終わっているのを私は嬉しく思います。「父よ、あなたの御手にわたしの霊を委ねます」。すべて終わりました――勝利です！これが苦難を通して完成され、従順によって完全なものとなった信仰です――なぜなら従順は常に信仰の証しだからです。従順を伴わない信仰なるものはありません。


  



  なぜ変容なのか？


  



  ここで追加の質問をしてもいいでしょう。なぜ変容なのでしょう？変容は彼ご自身の行程、彼ご自身の道の終わりを表していました。彼は試練と試みの道、御父に対する徹底的献身の道を旅しておられました。彼個人に関する限り、彼はもはやそれ以上進む必要はありませんでした。彼は従順であり続けました――これが彼にとって道の終わりでした。それゆえ、そこに栄光が到来できたのです。彼に対して栄光――変容――が臨みます。信仰の従順により神と共に歩み通した人なる方は栄光を受けられました。しかし、その他の者たちのために、すなわち私たちのために、彼はその栄光から出て、「ご自身の前に置かれた喜びのゆえに十字架を忍ばれた」（ヘブル十二・二）のです。彼は私たちを彼の地位――栄光――にもたらすために、「多くの子たちを栄光に」（ヘブル二・十）もたらすために、私たちの地位を取られました。そしてそれにより彼は「苦難を通して完成」されました。人なる方は信仰を通して栄化されました。それは人のためであり――彼は決して私たちとは別に栄化されたのではありません。


  後で見るように、彼の栄化は贖いの一部です。栄化は再構成の一部であり、すべて完成した結果です。それゆえ、贖いと再構成はキリストにあって私たちのためですから、栄化もまた彼にあって私たちのためです。「彼と共に栄光を受けました」（ローマ八・十七）。彼は最後に、「父よ、わたしは地上であなたの栄光を現しました」と言うことができました。それゆえ彼はまた、「父よ、世が造られる前にわたしがあなたと共に持っていた栄光で、わたしの栄光を現してください」（ヨハネ十七・四～五）と言うことができました。これが意味するのは、この地上で主イエスは信仰の生活を送られ、あなたや私のようにすべてのことで完全に神に拠り頼まれたということです。彼の生活は全く信仰の生活であり、あなたや私もそのような生活に召されています。そしてこの信仰の原則に基づいて、彼は人として神を完全に満足させて歩み通されたので、栄光を受けることができたのです。しかし覚えておいてください、受肉は彼ご自身のためではなく私たちのためであり、受肉に関係するものはみな私たちのためです。受肉は私たちの贖いのためであり、私たちの再構成のためであり、私たちが彼にあって完成されて栄化されるためなのです。


  



  キリストは私たちにとっていかなる御方か


  



  さて、これはみな信じるための基礎を据えます――残念なことに正確な訳がないのですが――信じるとは「信じて主イエスに至ること、主イエスの中へと信じること」です。「主イエス・キリストについて信じる」と言うだけでは意味が弱く、願わしい点が多々残ります。これは地位上のことであり、地位の変化や動きを意味します。「信じて主イエス・キリストに至る」。この真意は次のとおりです。すなわち、真実な信仰により彼が私たちの中にもたらされ、私たちが彼の中にもたらされるのです。どうか誤解しないでください。私は神格について述べているのではありません――人の子なる方について述べているのです。主の食卓における「わたしの体、それはあなたたちのためです」という御言葉には何か深い霊的意味があります。化体説の極端な誤った観念を排除すると、この御言葉の背後には主が再来されるまでの今の時代に理解すべき何かがあります。この御言葉の背後には次のような原則があります。すなわち、主イエスを信仰によって自分のものとするとき、主ご自身が私たちの内に実体化されるのです。私たちは主を信じる信仰を通して贖われます。私たちは主を信じる信仰を通して再構成されます。私たちは主を信じる信仰を通して完成されます。私たちは主を信じる信仰を通して栄化されます。しかし、これはたんに客観的なものであるだけではありません――「主にあてはまることはすべて私たちのためである」という立場を私たちが取ることでもあるのです。


  これを説明するのは到底不可能です！しかし、あなたと私はその真の意味を理解し、「イエス・キリストはいかなる御方か」という立場の上に信仰によって立たなければなりません――なぜなら、そのとき何かが起きるからです。私たちの問題は、「自分はいかなる者か」という立場の上に立つことから、あるいは何か客観的な外観や議論の上に立つことから生じます。それは私たちが「神の御子が受肉された」という立場の上に立たないからです。神の御子が受肉されたのは私の贖いを成就するためだけでなく、ご自身が私の贖いとなるためでした。彼を信じることにより、贖われます。彼が来られたのは私の再構成となるためです。そして、彼を信じる信仰により、聖霊の活動を通して、何かが起きて、私は再構成されます。彼が来られたのは私の完成となるためです。そして彼を信じる信仰を通して、聖霊は私を完成する働きを開始されます。彼が来られたのは私の栄化となるためです。そして、信仰は聖霊になくてはならない必要不可欠な立場――私たちをもキリストの栄光にもたらし、私たちが彼と共に栄化される立場――を与えます。


  私たちが主イエスを信じて彼に至らない限り、聖霊は距離を置かれます。あなたは自分を欺くことはおそらくできても、聖霊を欺くことはできません。あなたは片方の足を一つの立場の上に置き、もう片方の足を別の立場の上に置くことはできません。もしあなたが片足を「自分はいかなる者か」という立場の上に置き、もう片足を「キリストはいかなる御方か」という立場の上に置いているつもりなら、あなたは分裂しています。聖霊はご自身をお委ねになりません。聖霊は距離を置いて待たれます。聖霊は言われます、「両足をキリストの上に置きなさい。そうするならわたしは何事かを行い始めましょう」。


  



  第２章 主イエスの地上生活


  



  「主イエスの地上生活はなぜか？」と問う時、この質問は他の質問を暗示・内包していることが明らかになります。たとえば、「なぜ主は地上におよそ三十三年半とどまる必要があったのか？」「その期間の大半を人目に触れずに、また私たちに対して秘密裏に過ごすことがなぜ必要だったのか？」といった質問です。先に進むにつれて、こうした副次的な質問にもある程度答えるよう努めたいと思います。


  キリストの地上生活を題材として多くの作品が生み出されてきました――たいていの場合その目的は、過去にナザレのイエスという人物がいたこと、イエスはたいそう善良な人物だったこと、イエスは教師として他の教師たちよりも遙かに偉大だったことを示すことです。あるいはせいぜい良くても、イエスはたんなる人以上の存在だったことを示すことです。イエスの生涯について本を書く目的は他にもあるかもしれませんが、たいていはこうした理由によります。もちろん、イエスは世界の歴史的偉人ですから、彼がどこで生まれたのか、彼はどこでどのように育てられたのか、彼は国内のどこに行かれたのか、彼はどのようなことを教え、どのような奇跡を行われたのか、といったことを知るのは興味深いことです。こうしたことはどれも多くの議論や論争の題材となってきました。彼の奇跡は心理学者に多くの題材を提供してきましたし、彼の教えは神学者や教理学者に多くの題材を提供してきました。しかしこうした事柄についてすっかり述べ尽くし、書き尽くしてみたところで、人間的物語を越えてあまり進むことはできません。そのような人間的物語は感情や想像力には大いに訴えますが、性格を変えることはありません。たとえそれがどれほど魅力的で、印象的で、感動的だったとしても、そこで止まってしまうなら、主イエスの地上生活の真の意義に達したことにはなりません。


  私たちの主の地上生活はこうした目的のためではありませんでした。主の伝記の目的は、ある一人の人――たとえその人がどれほど偉大で素晴らしかったとしても――に関するデータや情報や興味深い題材を私たちに与えることだけではありません。「大昔に世界のある所に住んでいた人で、こういうことを言い、ああいうことを行った」というようなことを示すだけではないのです。主が来られたのはそのような目的のためではありません。主はそのような目的のために地上で三十数年過ごされたわけでは全くありません。主の生涯の目的は、主は多くの面で他の人々と異なっているだけでなく、他の全人類とは異なる秩序に属していることを示すためだったのです。これをはっきりと理解しない限り、主イエスの地上生活に対する鍵を見いだしたことにはなりません。主は当時最高の部類の人々の何人かと会われましたが、主と彼らとの間には大きな隔たりがありました――一方から他方に渡ることはできませんでした。


  



  人類の別の秩序


  



  イエスは奥義でした。彼は奥義的だっただけでなく――奥義だったのです。彼はたんに理解されなかっただけではありません。多くの人が彼について、「彼は全く誤解されている人だ」と言ってきました。そうではありません。彼は誤解されてきただけでなく――理解不能だったのです。この違いは大きいです。イエスはこの世の運行の基礎になっている原理や方法のどれにも適応されませんでした。彼はこの世や友人たちの期待に沿うことを行われませんでした。しばしば彼は期待を拒絶しました。彼は何かをするよう求められても、あるいは人から何かを期待されても、すぐには行われませんでした。彼は人々の期待と自分の行動との間に合間を設けられました。そしてこの合間にこそ、彼のこの独自性が存します。彼は人の一つの秩序に属す方であり――他の人々とは「異なって」おられるのです。もし彼を確立された人の秩序の中に押し込んでその一部にしようとするなら、また彼はとても優しかったから優しい方法で様々なことを行われたのだと示そうとするなら、あなたは完全に的を外しています。


  例えば、ガリラヤのカナの婚宴で困った状況が生じた時、その状況は彼にとって好機だったにもかかわらず、なぜ彼はぶっきらぼうに聞こえる答え方で拒否されたのでしょう？人々の期待に応えるようなことは何も起きませんでした――しかし、彼は全く別の領域に属する何事かのために事を行われたのです。私たちは他にもこれと同じような事が繰り返されるのを見ます。彼は人々が期待していることを行われませんでした――彼は人々が全然期待していなかったことを大いに行われました。彼は想定外のことを行われました――人々を全く不意打ちにしただけでなく、人々の度肝を抜いたのです。彼が行われたいくつかのことでは、人々は彼に従えませんでした。彼は人々が期待する所に行かず、人々の秩序や予定に適応されませんでした。また、彼は人々が期待する言葉を語ることを確かにされませんでした――それどころではありません。逆に、彼は人々が期待していないこと――難しいこと、衝撃的なこと、怒りを招くこと――を多く話されたのです。


  さて、イエスは異なる者、厄介者、特異な者だっただけではありません。そのように振る舞う人々もいますが、イエスは全く異なる立場に立っておられたのです。数年前、世界的に有名になったあるクリスチャンの男性がいました。その人は大いに評判になったため、自意識過剰になりました。ある時、私は庭で彼と話していました。少しして、私は「家に入りましょう」と提案しました。私は彼と一緒に家に入るために彼の腕を取りました。すると、彼はすぐに身を引き、足をふんばって、決して動こうとしなかったのです！「なんと！これはなんだろう？」と私は思いました。動いても良いと彼がよく納得するまで、私は一、二分待たなければなりませんでした。それから彼は緊張を解いて、私たちは一緒に家に歩いて行きました――しかし、腕は組まなかったのです！私は教訓を学びました。彼がこのような流儀に従っていることを私は知りました。彼は他の人から影響を受けたり、動かされたり、導かれたりするのを、決してよしとしようとはしなかったのです。彼はこのような「超越的」立場に立っていたので、主がそうするよう自分に語られない限り、クリスチャンの兄弟と腕を組んで歩くことすらしようとしませんでした。もちろん、これは最終的にきわめて深刻な厄介事に発展しました。しかし、私が何を言いたいのか、おわかりになるでしょう。完全に間違った立場に基づいてこのように行動することも可能なのです。


  イエスはそうではありませんでした。そのように振る舞っているように見えることもしばしばありましたが、その行動はこの立場に基づくものではありませんでした。私たちはこれについてよくよくはっきりしていなければなりません――彼が取られたこの奇妙で不可解な道は、しばしば人をとまどわせ、不思議がらせました。時には人を失望させたり、悩ませたり、怒らせたりすることもありました。しかし、これらは事実であり、主イエスの地上生活のきわめて明瞭な特徴です。これらは前に述べた慣習――過剰な自意識、意図的に孤高を守ること、他人とは違う者になろうとすること、拘束服を着ること、屈しないこと、譲らないこと――から出たものではありませんでした。彼はそのような特徴を帯びていませんでした。私たちはこれを説明しなければなりません。なぜなら、これはまぎれもない事実だからです。彼はこのような御方です――不可解な人なのです。


  



  消極的な面：「心の割礼」


  



  当時、人なる方が地上で、他のすべての人々とは異なる原則に基づいて人間生活を送っておられました。この事実には消極的な面と積極的な面がありました。消極的な面とは、彼は「心に割礼を受けていた」ということです。ここで「心の割礼」という表現を用いました。彼の知性、心、意志は、あらゆる点で自己の原則から完全に分離されていました。彼は自己の原則に基づいて自分の知性を用いたり、自分の思いを抱いたり、自分の判断を下したりすることを決してなさいませんでした。また、自分の感情や意志の中に入り込む隙を決して自己に与えませんでした。この人なる方には魂――知性、心、意志――があり、この魂が彼を真の人間とします。しかし、この方の魂の中に自己の原則は全くありません。


  通常の人の理屈では、たとえそれがどんなに良く思えても、彼を動かすことはできません。「ぶどう酒が尽きてしまいました――ですから……」。ここで議論や理屈が入り込みます。「ですから……このことやあのこと、他のことをしてください」。これは彼が介入して何かを行うための良い口実となります。彼にはそうする義務がある、という観点から論ずることも可能です。人間的な優しさの観点から、彼の務めと彼の神聖なパースンを正当化する観点から論ずることも可能です。そうです、ありとあらゆる観点から論ずることができます。しかし、どんな議論も彼の知性に影響を及ぼしませんし、彼は知性に基づいて進まれません。彼が考慮されるのは、「わたしの父はこれを望まれるだろうか？わたしの父は今それを望んでおられるだろうか？わたしの父はこれをこのような方法で行うことを望んでおられるだろうか？」ということだけです。これが彼の知性、彼の心、彼の意志――彼の魂――に影響を及ぼします。これを確信しない限り、この地上やこの世界の何物も彼を動かせませんし、どんな議論、要求、事情も彼を動かせません。彼は何かを行っておられます。彼が行っておられるその何かを今から見ることにします。


  すでに述べたように、彼は完全に「心に割礼を受けて」おられました。これは聖書の用語です（ローマ二・二九を見よ）。私たちはその意味を理解する必要があります。その意味するところは、心の中で二つのものの間に完全な分離がなされた、ということです。ご所望なら、「心」という言葉を「魂」に置き換えることもできます。これは内なる人です。主の内側で何かがなされました。そして、主は最後まで堅くその立場を守られます。主はこの立場に立って、主の生涯で最も激しい戦いを戦われました。時には、最も親しい友人や弟子を通して攻撃が来ることもありました。「主よ、とんでもないことです。そんなことがあなたに起きるはずはありません」。「下がれ、サタン。あなたは人のことを思っている」（マタイ十六・二二～二三）。「あなたの見方は人の見方です――人間の水準の見方にすぎません。あなたがその中で活動している人の領域に私は属しません。他の人々はあなたの議論に耳を傾け、影響を受け、説得されるかもしれません。しかし私については――否です！」。これは最後までそうです。主は堅くこの立場を守られました――この立場を「内なる心の割礼の立場」と呼ぶことにして、それでよしとしましょう。


  すでに述べたように、サタンの執拗な試みの焦点は、あることを行うことの是非についての理屈や議論でした。それは議論の対象であり、時として絶対に必要なものに関する議論ですらあります。「あなたの体はパンを必要としています。さもないとあなたは死ぬでしょう。この必要を満たすために、あなたはこれらの石をパンに変えなければなりません」。人々はこう言いますが、神の神聖な御子であり人の子である方はそうではありません。イエスはこの議論を断固として拒絶されました。


  そうです、サタンのあらゆる攻撃の焦点はまさにこれでした――人間的水準にしたがって主に何かを行わせ、活動させ、動くようにさせ、決定を下させることであり、私たちと同じように人間生活の一般的規則の影響を受けるようにさせることだったのです。主はこれを拒否されました。これがサタンのあらゆる攻撃や試みの焦点であり、主はこの領域でサタンとこの世に完全に勝利されました。「この世の君が来ます。彼はわたしの内に何も持っていません」（ヨハネ十四・三〇）。サタンは主の内に何を探していたのでしょう？――自己の原則です。知性、心、意志を通して、この自己の原則を活動させることができさえすれば、それを掻き立てて活動させることができさえすれば、最初のアダムに起きたのと同じことが最後のアダムにも起きて、王国は悪魔の手に渡っていたでしょう。しかし、悪魔は異なる種類の人に遭遇しました。この方はこの自己の原則に基づいて悪魔に対することを全くなさいません。イエスは「悪魔がわたしのところに来ようとしています…」「サタンが私のところに来ようとしています…」と言われただけでなく、「この世の君が来ます」と言われました――これはサタンの王国であるこの世の原則全体、この世の君の自己の原則を暗示しています。しかし――「彼はわたしの内に何も持っていません」。


  



  積極的な面：御父の御旨に委ねること


  



  主の生涯の消極的な面は以上です。積極的な面は、主は完全に御父の御旨に委ねておられたということです。主はただ拒否し、抵抗し、制止し、抑制し、放棄されただけではありません。主がそうされた動機は、御父の御旨に完全に委ねておられたことです。最初から最後まで、御父の御旨が支配的要因であり、主の生涯における最も積極的な現実でした。そして、この御父の御旨が生活の細部全体にきめこまやかに行き渡っていました。主の地上生涯全体にわたって、御父の御旨が確立されました。


  これが最初に確立されたのは、いわゆる主の個人生活の三十年においてでした。この三十年は二つの期間に分かれます。この区分はルカによる福音書の第二章に見られます。第一の期間は、宮での奉献から十二歳になるまでです。この期間に関して次のように述べられています、「子供は成長して強くなり、知恵に満たされていった。神の恵みがその上にあった」（四〇節）。次の期間は十二歳以降です。「イエスは知恵においても身の丈においても成長し、神と人々から恵みを得た」（五二節）。今は立ち止まってこれを調べることはしません。この主題を調べるなら、とても益になります。主が成長された領域――肉体的、精神的、霊的領域――がわかります。そしてその総括は神の恵みです。神の恵み、神の是認、神の満足が、彼の生涯の上にありました。彼は主の御前で御旨に適う者として成長しました。どうしてでしょう？心が正しかったからです。「わたしは父の働きに携わらなければならないのを、あなたたちは知らないのですか？」――あるいは別の訳がよければ、「わたしは父の家にいなければならないのを、あなたたちは知らないのですか？」（四九節）。この御言葉の意味が何であれ、これは主が通常の自然の関係以上に御父を意識しておられたことを意味します。肉による彼の両親は大いに心配して悩みましたが、そのような状況のただ中でこれが語られたことに注意してください。


  そうです、主は御父の御旨に完全に委ねておられました。そしてそれは三十年に及ぶ普段の日常生活の中で確立されました。これはとても素晴らしいことだと思います。私たちに対して隠されているこの沈黙の三十年はなぜだったのでしょう？これに関する光があまりにも不足しています。どうしてでしょう？まさにこの同じ理由によります。もし説明が欲しければ、旧約聖書に戻りなさい。レビ人が奉仕を始めたのは三十歳からであることを思い出すでしょう。ルカはイエスが務めを開始されたことについて私たちに告げています。「務めを開始された時、イエスはおよそ三十歳だった」（ルカ三・二三）。主イエスはユダ族出身でしたが、予型としてはレビ人でした（ヘブル七・十三～十四と比較せよ）。しかし、レビ人が三十歳で公に職について務めを開始するのは無条件ではありませんでした。その背後には、レビ人としての経歴、生涯、振る舞いがあったのです。聖書に何も述べられていないので確証は何もありませんが、あえて言うことにすると、旧約の時代、もしレビ族の若者が放蕩な生活を送っていたら、その若者は三十歳になっても決してレビの祭司職に就けなかったでしょう。そうです、その人が神と共に歩んだという証印がこの三十年の上に押されなければなりませんでした。この同じ原則がイエスの生涯にも適用されました。神は日常生活の中で彼を試み、彼を証明されたのです。


  私たちはこれを神の是認の原則として、とても深刻に受け止めるべきです。あなたは務めに出て行くことを願っているかもしれません。神はあなたが務めにふさわしい者となることを願っておられます！あなたが過ごす日常生活全般にわたって、あなたは試されています。神はあなたをご覧になっています。三十歳のイエスがヨルダン川に来られた時、天が開かれ、「これはわたしの喜ぶ者である」という声があったのを思い出してください（マルコ一・十一）。これは三十年間を網羅していると思います。この声は三十年の日常生活に及ぶ神の恵みについて語ったものであり、それにより主は務めを始めることができたのです。おそらく、「日常生活」という言い方はあまり適切ではないでしょう。悪魔はその最初の時から主を殺そうとしていたからです（マタイ二・十三～十八）。


  しかし、この三十年が何を意味するにせよ、主は何も保留せずに御父の御旨に委ねておられたことは、火のように激しい試みを経た三年半の公の務めから明らかです。この三年半は最も激しい試みの期間でしたが、主は個人の私的な都合で御父の御旨を行うことから少しも逸れたりされませんでした。サタンは「この世の王国とその栄光」という賄賂によって、また十字架の屈辱という脅かしによって、主を神の御旨から逸らそうとしました。イエスはこれに対して最後まで戦い抜かれたのです。


  



  主の人性の現実性


  



  この地上生活はなぜでしょう？まず第一に、主の人性の現実性を確立するためです。ご存じのように、旧約の時代、神は何度も人の姿で現れました。これについてあえて異論を唱える人はいません。しかし、神の御子ご自身がこれらのいわゆる「顕現」で現れたこともあったのかもしれません。神は人の姿で来られました。この訪問を受けた人々は、初め訪問者を人だと思いますが、次に「私は神を見た――神がここにおられたのだ！」という現実に目覚めます。しかし、この三十三年の地上生活は顕現ではなく、本物の人でした。これは束の間の見せかけや、かりそめの姿や、一度限りの訪問ではありませんでした。この方は人であり、本物の人間であって、この地上で三十三年過ごされたのです。この方は天使のような訪問者ではありませんでした。人だったのです。とりわけこの理由により、主はこの世界に来るにあたって、赤ん坊として生まれて初めから開始されたのだと思います。彼は完全に成熟した訪問者として来られたのではありません。彼はまさに最初から開始され――違いが一つあるものの――他の人々と同じ扉を通ってやって来られました。彼は地上で生活し、幼児、小児、若者、成人と成長し、神に対する絶対的信頼という原則に基づく生活を他の人々と同じように受け入れました。


  これを思い巡らすなら、これから多くのことがわかります。彼が赤ん坊の時、その命を狙う者たちがいたため、ヨセフとマリヤは急いで国外に逃亡しなければなりませんでしたが、これはどうしてでしょう？どうして天は介入して奇跡的な方法で赤ん坊の安全を完全に守り、赤ん坊を保護して敵対者たちに立ち向かわなかったのでしょう？彼は他の子供たちと同じように親に連れられて逃亡し、そこから離れなければなりませんでした！実際、彼は私たちの人間生活を送られ、私たちの人間経験の制約下にありました。背後で奇跡的な要素が働くこともありましたが、状況を外から眺めると、彼は飢え、渇き、試みられ、付け狙われ、命を狙われました――彼はあなたや私と同じようにそれらを「経過された」のです。彼は人間生活を送られました。彼は御父への絶対的信頼という原則を自発的に受け入れました。御父は奇跡を立て続けには行われませんでした――しかし実際のところ、すべてが奇跡だったのです。


  



  信仰の生活


  



  こういうわけで、他の人々と同じように、主は信仰の原則によって勝利しなければなりませんでした。原則として、主はあなたや私の生活とは異なる生活を送られたのではありません。信仰の生活を送られたのです。主がご自身で信仰を活用する前に、他の人が主のために信仰を活用しなければなりませんでした。このことでヨセフとマリヤが大いに信仰を活用したであろうことは疑う余地がありません。彼らはこの問題に正面から取り組んで、「よし、神がこの子の世話をしてくださると信じよう。私たちは何もせず、ただ神を信じよう」、あるいは「私たちは行って、神を信じよう」と言わなければなりませんでした。どう言ったにせよ、これは信仰を意味しました――主のために信じたのです。次に、主がご自身で信仰を活用する時が来ました。彼にとってすべては、あなたや私と同じように、信仰の原則に基づいていなければなりませんでした。


  「主の神性についてはどうでしょう？主の奇跡的な知識や行動の力についてはどうでしょう？確かに主は超自然的な方法で物事をご存じでした。主はきわめて超自然的な力を用いられました。これは人性ではありません！」と疑問に思われるかもしれません。この気になる問題をきれいさっぱり解決することにしましょう。これは私が述べたことと何ら矛盾しません。イエスは神の奇跡的力をご自身のために使われたことは一度もありませんでした。その反例と思われる事例はただ一つしかありません。税金を払うお金がなくて、主がペテロを海に遣わされた事例です。ペテロが魚を捕ると、その口に硬貨がありました（マタイ十七・二四～二七）。「料金を払うこのような力があればいいのに！」とあなたは言うかもしれません。ああ、しかし注意してください――この事例はそういうことではないのです。この事例は私が述べたことと実際のところ矛盾しません。主は超自然的な神の力をご自身のために用いたことは一度もありませんでしたし、主は状況によって神に対する信頼の立場と信仰の立場から引き離されたことは一度もありませんでした。この事例では創造的な働きはなされなかったことに注意してください。主は予め知っておられたのです。一匹の魚がいて、その口に硬貨があることを、主は何らかの方法でご存じでした。


  



  奇跡でも変わらない不信仰


  



  しかし、この問題を追うことにしましょう。奇跡について考えてください。奇跡は一面において主の神性と関係していました。しかしそれにもかかわらず、奇跡を見た人々や奇跡にあずかった人々の性格は奇跡によって変わらなかったのです。奇跡は主に対する証しにすぎませんでした。この意義がおわかりになったでしょうか？主の奇跡をもってしても、不信仰の原則を根こそぎにされる人は一人もいなかったのです！これは全く悲劇です。これはとても酷いことです。人々は主の御業をすべて見たのに、根深い不信仰は変わりませんでした。驚くべきことに――弟子たち自身ですら――依然として根深い不信仰を抱きえたのです。「ああ、愚かで心が鈍いため信じられない者たちよ……」（ルカ二四・二五）。「主は彼らの不信仰を責められた」（マルコ十六・十四）。弟子たちは主の御業を見たにもかかわらず、彼らの性格は変わらず、彼らの性質も変わりませんでした。


  ですから、奇跡はただ証しのために行われたのです――主がどのような方かを示すための証しとして行われたのです。これが一つの面です。ご存じのように、これには二つの面があります。主には神性の面があり、ヨハネはこれを「これらのことが書かれたのは、イエスはキリスト、神の御子であることをあなたたちが信じるため、そして信じてあなたたちが彼の御名の中で命を得るためです」という文章に要約しています。奇跡が行われたのは、主が本質的にどのような方かを示す証しのためでした。しかしそれにもかかわらず、奇跡のゆえに不信仰を取り除かれて性質が変化することはありませんでした。そうです――しばしの間、人々は主を信じたかもしれませんが、不信仰を根本的かつ劇的に対処されたわけではなかったのです。奇跡はそのような働きをしませんでしたし、イエスもそのようなことは期待されませんでした。主は奇跡の上に望みを築いているわけではないことを完全に明らかにされました。主は依然として実際の効力について御父に信頼されたのです。


  ここでついでに述べることにすると――これは考慮すべきことです――主が私たちのために行われるのは外面的事柄ではなく、人の子の生活の大いなる効能、力、原則を私たちの内に働かせることであり、これが違いを生じさせるのです。主は慢性的な病や通常ならほぼ間違いなく死に至る病からあなたの体を癒されるかもしれません。しかし、これは必ずしもあなたの心の中に深く根を下ろしている不信仰が対処されることを意味しません。数年後、あなたは心理学や他の方法を用いて癒しを説明し、異論を唱えるようになるかもしれません。そうなると、癒しの真の効果は失われてしまいます。私たちのためになされる事柄は、それがいかなる領域においてであれ、またたとえそれが奇跡のように思われたとしても、私たちの真の性質には触れません。思い違いをしてはいけません。しるしや不思議は究極的証拠ではありません――違います。究極的証拠は私たちの奥深くの根本的存在が変わることであり、これをなさないものは何であれ主の来臨の究極的目的に達しません。大事なのは、主が外面的事柄によって私たちのために何を奇跡的に行われるかではなく、主は私たちの内でいかなる方かということです。主は私たちの内に別の種類の人として住んでおられます。重要なのは「あなたたちの内におられるキリスト、栄光の望み」であって、あなたたちのために奇跡を行われるキリストではありません。


  



  神の御旨に適う人が持つ優れた力


  



  しかし、さらに言うべきことがあります。主は行動するための優れた力、また知識を得るための優れた力を持っておられました。さしあたって私は「これは主の神性、主の神聖な性質とは関係なかった」と言うつもりはありません。しかし、この優れた――いわゆる超自然的な――力と知性は、いわばイエスのような方が人として持つべき「正常な」ものだった、と言えるでしょう。神性にあずかる問題を除くと、イエスが御父に対して持っておられたような関係の中に人々がもたらされるとき、その人々もこの優れた知性を持つようになり、世界中で起きている出来事に関して普通の人よりも多くのことを知ることができるようになるでしょう。これは魂的な力によるだけでなく、神との霊的つながりによる直感にもよります。あえて言いますが――魂的なものをすべて脇に置くことにすると――クリスチャンはこのような力を全く知らないわけではありません。ペテロは死人を甦らせました。使徒たちは病人を癒し、奇跡を行いました。彼らは神だったのでしょうか？いいえ、しかしイエス・キリストの霊により彼らは彼とのこのような関係の中にもたらされ、彼の力を委ねられたのです。「これよりも偉大な働きを行うでしょう。わたしが父のもとに行くからです」（ヨハネ十四・十二）。


  ヨハネ五・二六～二七に記されている主の御言葉には深い意義があります。おそらくこれはあまりにも深くて私たちの理解を超えているため、私はあえてこの深みには踏み込みません。「父は子に裁きを行う権威をお与えになりました。なぜなら子は人の子だからです」。神の子だからではなく――「人の子だからです」。この御言葉は探求を要する広大な領域を拓きますが、今はそれには立ち入りません。しかし、要点は次のとおりです。すなわち、神性は別として――さしあたって私は、知識、力、超自然的能力におけるキリストの神性について論じるつもりはありません――神の当初の御旨にしたがって神とこのような関係にある人、このように神が内住している人には、いわゆる「超自然的な」このような力が備わっているのではないでしょうか？この力は知識を得たり行動したりするための「別世界の知性」をまさに意味します。これが意味するのは、人は通常知られている普通の水準よりも高い能力と理解力の水準に上げられうるということです。これは教会に与えられた聖霊の賜物について言えるのではないでしょうか？


  では、この地上生活はなぜでしょう？それは神がどのような人を望んでおられるのかを明らかにするためであり、神ご自身の御心に適う人がどのような者なのかを人間生活を通して示すためです。これが答えだと私は信じます。主の人間生活は三十三年半でしたが、これは何を意味するのでしょう？数世紀にわたって預言者が発してきた声が聞こえます、「彼は生ける者の地から絶たれた」（イザヤ五三・八）、「彼の命は地から取り去られた」（使徒八・三三）。主の命は人生半ばで絶たれました。人々は主に人生を全うさせませんでした。人々は主が人生を全うしないように行動したのです。人々は――ある観点から見ると――まだその時ではないのに主の人生を終わらせたのです。ああ、サタンはこのような人が地上でできるだけながらえないようにします。


  しかし、このような人が完成されうるのはただ天においてです。主は人でなくなったわけではありませんし、人性を脱ぎ捨てられたわけでもありません。主は天でも人のままです。これを少し考えるだけで、「八階調」の必要性がわかります。しかし、主は必要なことをすべて地上で行われました。主は神の御心にしたがった人がどのような者なのかを示されました。そして、主は預言の残りの部分が成就されるように行動されました、「彼は自分の子孫を見、自分の日を長くする」（イザヤ五三・十）。主は断ち切られましたが、ご自身の日を長くします。主の人性の日は彼の教会によって長くされます。このために私たちは召されています。主は私たちをご自身の種類にしたがった男女とするために働いておられますが、その過程は私たちの肉の弱さのせいで痛ましいほど遅々としています。この働き全体の核心は、自己の命の原則から完全に切り離すことなのです。


  



  第３章 十字架


  



  すでに述べたように、贖いの音階のこの八つの面または「音符」は、調和のとれた順番で次から次へと続き、一つの音符が他の音符に続いて次の音符に移ります。「なぜ受肉か？」という最初の質問に対する答えは三つありました。人を贖うため、人を再構成するため、人を完成して栄化するためです。「なぜ地上生活か？」という二番目の質問に対する答えを探るにあたっては、この贖いの過程全体の結果を示そうとしました。人の子なる私たちの主は――模範として――この地上生活でこの結果を身をもって示されました。主の地上生活はあらゆる試みに満ちていましたが、神が目指しておられる別の種類の人を明らかにする目的がありました。この別の種類の人は贖い・再構成・成就を通して最終的に栄化されます。私たちは一つの段階が次の段階とどうつながっているのかを見ると同時に、各段階が何を意味するのかをも見て、これらの段階全体の包括的結果を考慮する必要があります。


  しかし、先に進む前に言わせてください。大切なのは、神は新しい種類の人をこの世のただ中に、人類のただ中に置かれたということです。この方は他の人々よりも実際に優れていただけでなく、他の人々とは全く異なっておられました。神は事実上、「これこそわたしが目指している人です。この形に同形化することがわたしの永遠の目的です」と言われました。ですから、私たちの主イエスがこの地上で送られた生活の真の性質と意義を理解することは何と重要でしょう。主の生活はたんなるうるわしい物語ではありません。大昔にどこかの国にいた人の生活、働き、教えについての物語ではありません。そうではなく、今日に至るまで、この人なる方が私たちに賜物として与えられているのです。この方は私たちとは構成において全く異なっておられますが、それにもかかわらず神はこの模範にしたがって私たちの内に働いておられます。


  



  十字架における悪の勢力


  



  ですから、この二つの点は「なぜ十字架か？」という三番目の点に私たちを導きます。とりあえず、十字架の記録を見るところから始めましょう。そして、聖金曜日として記念されているあの日の邪悪な雰囲気の中に入り込むよう努めましょう。ペンテコステの日のペテロの話から二節取り上げることにします。


  
    「あなたたち、イスラエルの人々よ。私の言葉を聞いてください。あなたたちが知っているように、ナザレのイエスは、神が彼によってあなたたちの間で行われた数々の力ある働きと不思議としるしとにより、神があなたたちに証しされた人です。このイエスが渡されたのは神の定めた計画と予知によりますが、あなたたちは彼を不法な人々の手で十字架につけて殺したのです。」（使徒二・二二～二三、アメリカ標準訳）

  


  この御言葉の中に入り込んでその意味を真に理解することができれば、「なぜ十字架か？」という問いに対する答えがわかるにちがいありません。


  何が起きていたのかを理解するよう努めましょう。福音書に記されている十字架に至る出来事の記事を最近読んだばかりなら、その光景を思い出せるでしょう。一面において、すべてを考慮するなら、イエスの十字架というこの事件全体の上にとてつもない勢力が働いていたことは見過ごせません。この勢力はたんなる人間ではありません。ここには何か強制的な勢力――強制的な悪の力――が背後にありました。どんな議論もこの勢力を除けず、どんな訴えもそれを弱められません。この勢力はいかなる考慮にも影響を受けません。人々が「彼の血は私たちと私たちの子供たちの上に降りかかれ」（マタイ二七・二五）と叫んだ時、そこにはまるで執念深い意志の力が働いていて――たとえそれが何を意味していたにせよ――これを最後まで徹底的にやり遂げようとしているかのようでした。この面から見ると、獰猛で恐ろしい残酷な悪の勢力が主を死に追いやろうとしており、何ものもこの悪の津波を静められないかのように見えました。


  他方、ピラトがいます――ピラトは考えうるあらゆる手段を用いて、個人的にこの件から逃れようとしましたし、公的にもこの件を退けようとしました。彼はこれをくい止めようとしたのです。ピラトを正当化して、その立場を強める出来事がどれほど割り込んできたかご覧なさい。彼の妻から「この義人とは関わらないでください」（マタイ二七・十九）という知らせさえ来たのです。しかし、隠れた声がまるでこう言っているかのようでした、「ピラトよ、無駄なことだ。もがき、論じ、語り、やりたいようにやるがよい――無駄なことだ。なるようにしかならない。一面お前には責任があるが、お前にはどうしようもないのだ」。悪の勢力の攻撃と、人や役人や世俗的権力の無力さと、それに他の多くの要素が割り込んできて、この件に介入したかのようでした。


  



  「神の定めた計画と予知」


  



  しかし、これらすべての背後には別の要素があります。悪魔はひたすら侵攻し、人は虚しくそれに抵抗しようとするかもしれませんが、悪魔や人の背後には「神の定めた計画と予知」（使徒二・二三）があります。十字架は神の転換点であり、このとき神はこう言われます、「わたしたちはこの計画を成し遂げ、ついには一度限り永遠にこの問題を片付けてしまいましょう。何ものもこの計画を曲げたり、妨げたりすることはできません。悪魔は殺意を抱くかもしれませんが、それはわたしの計画の内です。悪魔はひたすら押し迫って彼を殺すかもしれませんが、それはわたしの計画の内です。わたしは永遠の計画と予知にしたがってこの機会を用います。人はこの計画を阻止し、妨げようとするかもしれません。しかし、うまくいきません――その時が来れば、わたしたちはこの問題に決着をつけます。十字架は諸々の時代の転換点です。今日、この問題はすべて解決します」。


  しかし、その結果は何でしょう？その全体像はあまりにも大きくて多くの面があるので、網羅することはできません。その結果は遙か上方と遙か下方、遙か昔と遙か未来に及びます。十字架について私たちが知っていることは、永遠にわたって私たちが学ぶであろうものと比べると、非常に微々たるものにすぎません。十字架の結果を一、二点に要約して、「なぜ十字架か？」という問いに答えることにすると、その答えはすでに述べたように使徒行伝の第二章で読んだ御言葉の中に含まれています。


  その結果は何でしょう？この転換点とは何でしょう？なぜ十字架なのでしょう？十字架は旧約聖書では祭壇、いけにえの供え物、火などで予表されており、新約聖書にはその実際がありますが、予表にせよ、実際にせよ、私たちが十字架に直面する時、私たちは常に三つのものに直面します。その三つのものとは、罪と義と裁きです。


  



  （１）罪


  



  罪とは何を意味するのでしょう？聖書で罪とは何を意味するのでしょう？――罪はタコのように遠くまで身を伸ばすものであり、無数の足と吸盤があります――これが「罪」と呼ばれています。聖書において罪とは何を意味するのでしょう？主イエスの十字架は転換点であり、神はこの問題を一度限り永遠に解決しようとされました。だとすると、この転換点に及んだものとは何だったのでしょう？また、神が解決しようとされた問題とは何だったのでしょう？ここでは複数形の罪（sins）については取り扱わないことにします――複数形の罪については述べません。複数形の罪は単数形の罪（sin）の実、現れにすぎません。私たちの行いの有無に関わらず、単数形の罪は存在します。単数形の罪は私たちの悪行――私たちの作為や無作為――より遙かに深いものです。複数形の罪の場合、赦しを受けることができますし、免れることができます。しかし、単数形の罪は違います。


  さて、この単数形の罪についてできるだけ追うことにしましょう。旧約聖書を見ると、アダムが罪を犯す前から、罪は神と神に代わるものとを焦点としていました。神か、それとも神に代わるものか――これが罪の焦点です。旧約聖書には一つの包括的な言葉があり、この言葉は罪を表す他のすべての言葉を網羅しています。その言葉とは「不法（iniquity）」です。この言葉は「違反」、「逸脱」等の言葉を網羅します。罪を表す包括的かつ総合的な言葉は「不法」であり、この言葉を理解しない限り、私たちは罪の何たるかを真に理解することはできません。この「不法」という言葉の語根は「強情」、「無法」を意味します。不法とはたんにある律法を破ることではなく、無法と反逆の精神です。聖書によると、それが最初に表れたのはアダムが罪を犯す前のことでした。アダムはすでに始まっていたものに捕らわれたにすぎません。この反逆は神がおられる所から生じ、神の御旨と関係していました――神の御旨は「万物の相続者として定められた」御子イエス・キリストに関するものでした。これには信ずべき根拠があります。高く上げられたひとりの者の心の中に反逆が芽生え、次にこの者によって天使たちの間に反逆が広まりました。こうして反逆的な階層組織の一体系が生じましたが、追放されました。聖書によると、彼らは裁きのために永遠に鎖でつながれています。


  ですから、不法とは反逆であり、無法です。「あなたたちは不法な人々の手で…」。私たちは核心に達したことがおわかりになるでしょう。不法の原動力は地獄そのものです。律法、理性、議論、熟慮、同情などに対して訴えがなされたわけではなく――子供の福祉に対して訴えがなされたのでもありません。いいえ、不法が荒れ狂い、解き放たれ、ついに姿を現したのです。地上の人間生活の舞台の中央に、この問題全体の焦点である方がやって来て、不法を暴かれました。もはや不法は隠れることも、密かに働くこともできません。不法は暴かれます。主が不法を暴かれたのであり、主が不法の働くきっかけとなったのです。悪の勢力が主のまわりに押し寄せました。詩篇の預言の言葉を用いると、「彼らは蜂のようにわたしを囲んだ」（詩篇一一八・十二）。使徒は「彼は主権者たちや権力者たちを剥ぎ取られました」（コロサイ二・十五）と述べています。主は彼らを暴かれたのです。


  そうです、神の定めた計画と予知によると、罪は解決されることになっていました――この根本的反逆という問題はすべてサタンから始まり、サタンに組した御使いたちに広がり、この世界に入り込みました。前に見たように、人が自分の魂の扉を開けたことにより、罪が人の中に入り込みました。今や、アダムのすべての子孫の性質の中にこの罪――神に対する反逆――が深く根を下ろしています。まだ神に反逆したことがなくても、遅かれ早かれあなたは罪を発見するでしょう。神は御子を試みの中に置かれましたが、その試みのいくつかを神から与えてもらいなさい。そして、あなたの心の中に、あなたの性質の中に、神に対する反逆がないかどうかを見てみなさい。試み、試練、反対、苦難の下で、私たちは罪が存在していていつでも現れようとしていることを見いだすでしょう。罪は私たちの内にあるのです。


  いいでしょう。罪を神は考慮されました。神は「わたしたちはこれを解決する」と言われました。これが十字架の意味です。第一に、この無法と反逆の精神の醜さ、邪悪さ、どす黒い性格がすべて引きずり出されて公にされました。次に、抽象的な悪だけでなくその張本人も十字架によって対処されました。


  



  サタンのための立場


  



  決して罪を何か抽象的なものと見なしてはいけません。罪は常に人格的なものです――罪は常にサタンに属するものです。「サタンが益を得ているのだろうか？サタンが立場を得ているのだろうか？」ということが常に大問題です。私たちはあまりにもこの問題を軽視しがちです。私たちは「失敗」について考え、「弱さ」や「不完全さ」について口にします。私たちは腹を立てたり、驚いたりします。私たちは愛を失い、おそらく怒り出すこともあるでしょう。そして次に、「これは私たちの弱さ、失敗、至らなさ、過ちです」と言うかもしれません。なるほど、そうかもしれません。しかし神は常に「それはサタンに立場を与えることです」と仰せられます。サタンに立場を与えることはこの問題を大いに凶悪で邪悪なものにします。なぜなら、サタンは常に私たちの「弱さ」につけ込んで働こうとしており、自分の拠点を築こうとしているからです。また、次にサタンはその立場に乗じてこれを利用しようとしているからです――サタンは私たちを訴えて、私たちをそこから贖われた束縛に連れ戻そうとするだけでなく、神をも訴えようとしています。不法の本質、罪を構成するものはこの人格的なものであることを常に覚えておいてください。神は罪をサタンとは別にご覧になることはありません。神がご覧になるのは常にこの者です。神は私たちに言われるでしょう、「さて、忘れてはいけません。あなたが失敗する時、それはただの失敗ではありません――その失敗はサタンのつけいる隙となるのです。もしあなたがその失敗をサタンから遠ざけ、清算して覆わなければ、サタンはその失敗を大きくし、確立し、堅固なものにするでしょう。そして、その失敗を解決することはあなたにとってとても困難になるでしょう。その失敗はたんなる出来事、過ち、災難ではありません。ある者がそこにおり、それに関連して悪の体系がこぞって働いているのです」。


  さて、サタンはどのような影響を及ぼそうとしているのでしょう？神への敵対――反逆と無法――です。主イエスは私たちの罪（複数形）を十字架の木の上でご自身の身に負われましたが、世の罪（単数形）を取り除く神の小羊でもありました（一ペテロ二・二四、ヨハネ一・二九）。罪は不法、反逆、無法であり、これは常に神に背き、反乱を起こそうとしていますが――小羊はこれを対処されました。これはとても素晴らしいことだと思わないでしょうか？小羊はまさに服従の象徴ではないでしょうか？「彼は小羊のように屠る者の所に引いて行かれた」（イザヤ五三・七）。そこには反逆も無法もありませんでした。「彼は小羊のように屠る者の所に引いて行かれた」。これはまさに無法や反逆の正反対です。神の小羊は神に完全に従うことによって、罪（単数形）を取り去られました。彼はサタンの不服従を無効にされました。これは印象的だと思います。二つの原則が働いており、これらの強力な原則を二人の者が体現しているのがわかります――サタンの無法の原則と、キリストの服従の原則です。この二者が熾烈な戦いをしていますが、小羊が勝利されます。


  これは十字架の働き、十字架の効力を大いに説明しているのではないでしょうか？なぜ十字架なのか、なぜあなたや私の内に十字架が必要なのか、おわかりでしょうか？私たちは十字架から何を受け継いでいるのでしょう――十字架は私たちの内にいつまでも働き続ける原則ですが、この十字架は何を意味するのでしょう？もし十字架が私たちの内に本当に働くなら、私たちはますます神に服従するようになり、小羊の精神に抵抗せずに従うようになります。これは何という戦いだったことか！これは二つの性質の間の戦いでした。一方は罪であり、この罪は特に反逆と無法を意味します。他方は「見よ、わたしはあなたの御旨を行うために来ました、おお、神よ」「あなたはわたしのために体を備えてくださいました」（ヘブル十・七、五）という精神です。この体により十字架の木の上で彼は罪を――サタンの化身であるこの宇宙の不法と共に――対処されました。「今はこの世が裁かれる時、今はこの世の君が追い出される時です」（ヨハネ十二・三一）。


  この十字架の問題を取り扱おうとするとき、私たちは自分の無力さを感じます。当時起きたのは、とてつもないことだったのです。私は十字架に戻ります。神は言われました、「わたしたちはこの問題を今ここで、一度限り永遠に解決します」。これまで述べてきた意味の罪（単数形）は十字架で満潮に達しましたが、そこで対処されました。ヨルダン川は岸辺に溢れ流れました。それは何という大波だったことか！罪は完全かつ徹底的に注ぎ出されました。


  



  （２）義


  



  義とは罪の正反対です。こう言えば、もちろん、義について一言でほぼ言い尽くしたことになります。しかし、義についてもっと詳しく見ることにしましょう。まずはこの言葉を調べるところから始めます。義という言葉は包括的な言葉です。「不法」という言葉が罪の他の面を含んでいるように、「義」という言葉も他の概念を含んでいます。例えば「聖」、「聖化」、「献身」という言葉がありますが、これらの言葉は「義」というこの言葉にまとめられます。これは何を意味するのでしょう？


  私は確信していますが、私たちは罪を忘れることはないでしょう。罪は今、濃い漆黒の文字で書き記されています。罪は反逆です。罪は無法です。罪は神の統治を投げ捨て、神を御座から追放し、神とは別のものを選ぶことです。もちろん、私たちが罪を犯す時、私たちにそのつもりはありません――よく考え抜いてわざとそうしたわけではありません。しかし、実際にはこれを意味しており、内包しているのです。


  では「義」というこの言葉の本質は何でしょう？義は神の性質であり、完全に首尾一貫しており、完全に純粋であり、完全に透明なものです。聖書では神の性質を示す別の象徴が使われています。例えば、水晶や碧玉です。その中に混ざりものは全くなく、互いに矛盾するものはありません。なぜなら聖書が完全に明らかにしているように、混ぜものや矛盾は神が最も忌み嫌われるものだからです。他のなにものにもまして、神は混ぜものを忌み嫌われます――二つの反対のものを一緒にすること、二つの異なる領域を組み合わせること、構成の異なる二人の者を一つにすることを、神は忌み嫌われます。これについて旧約聖書の中にいくつか予型があるのを思い出します。「牛とろばとを組み合わせて耕してはならない。羊毛と亜麻糸を混ぜて織った着物を着てはならない」（申命記二二・十～十一）。これらは二つの別の領域です。亜麻糸は体温を奪い去り、羊毛は体温を保ちます。ですから、この二つの物は競合するのです。


  これは何かとても深遠なものを示す絵図、象徴にほかなりません。神は混ぜものを憎まれます。神の性質は相反する要素に反対します。神の性質は絶対的に透明であり、首尾一貫しており、純粋です。これが義です。預言者たちは常に神の義に訴えました。数々の取り引きの中に不義が見つかりました。すなわち、人々は詐欺的な方法で奪い取られていたのです。彼らは公平でも、厳格でも、真っ直ぐでもありませんでした。サタンは大いに混合し、欺き、腐敗させ、汚染する者です。サタンには透明な所は何もなく、真っ直ぐな所も何もありません。サタンはいつもぶらりとやって来て、不公平な手段や卑怯な手段を用いて何とかして利益を得ようとします。


  さて、主イエスの十字架はこの義の問題の転換点でした。義は十字架の他の面でした。主は「しみのないご自身を神にささげられました」（ヘブル九・十四）。主は純粋です。主には混ぜ物や、しみや、相反するものは何もありません。主は完全に首尾一貫しており、全くまっすぐであり、全く澄み渡っており、全く完全に純粋で透明です。主の中に傷や腐敗を見つけることはできません。主には暗い影を落とすもやはなく、暗闇もありません。主はバプテスマされに出て行かれましたが、バプテスマは十字架を予示する型であり、それにより主はこの義の問題をご自身の心身により解決し、永遠に義を確立されました。主は言われました、「今は受けさせてください。このようにすべての義を成就することは、わたしたちにふさわしいからです」（マタイ三・十五）。主はこの問題に関して、絶対的に純粋なご自身の性質により神を満足させました。イエスが「このようにすべての義を成就することは、わたしたちにふさわしいからです」と言われた時、神はすぐに応答して言われました、「これはわたしの愛する子、わたしの喜ぶ者である」。「これこそわたしが欲するささげ物、わたしが求めるささげ物です。このささげ物によってわたしは満足します」。主は「しみのないご自身を神にささげられました」。義の問題は主によって、十字架によって解決されています。


  



  （３）裁き


  



  罪と義の次は裁きです。裁きとは何でしょう？通常、私たちは裁きというと刑罰を思い浮かべます。「裁き」という言葉は聖書の中の「裁き」という言葉よりも広い意味を持っています。裁きには三段階ある、と言えるでしょう。ダニエル書から例をあげると、ベルシャザルの饗宴があります。その時、壁に文字が記され、それを解き明かすためにダニエルが呼ばれました（五・一～二八）。まず第一に、裁きとはある事柄について、その真相について決定を下すことを意味します。その第一段階は「あなたは量りではかられる」です。これが裁きの第一段階であり、量りにかけられることです。第二に、適切に分類することです。「その量の足りないことがあらわれた」。真相が明らかになったら、次にそれをあるべき所に置きます。第三段階は判決の宣告と執行です。


  これが裁きの三つの意味です。これは重要な言葉です。十字架は裁きでした。神は言われました、「わたしたちは罪の性質を明らかにし、罪をあるべき適切な所に置いて、罪を完全かつ決定的に対処します」。罪とは何か決定が下されました。罪は他の名で呼ばれることはありません。罪は適切な名――無法、反逆――で呼ばれます。なぜなら、罪はそういうものだからです。罪は神に敵対します。罪は神から離れた領域に属します――荒野、荒廃、贖罪の山羊の場所、追放された被造物の場所に属します。被造物は元々神の臨在の中にありましたが、そこから追放されました。主が私たちの罪を担われた時、主が私たちのために罪とされた時、あの悲惨な時に主が私たちのために呪いとされた時、主はあなたや私がいるべき場所に置かれました。罪の何たるかが明らかにされ、神の御前から追放されました。罪に対して扉が閉ざされ、神は永遠に罪から顔を背けられます。裁きがなされました。


  そうです。十字架には二つの面がありますが、これは裁きの面でした。何が裁かれたのでしょう？私たちの罪（複数形）が裁かれたのではなく――それも含まれるかもしれませんが――私たちの罪（単数形）が裁かれたのです。「神は罪（単数形）を知らない方を私たちのために罪（単数形）とされました。それは私たちがこの方にあって神の義となるためです」（二コリント五・二一）。すなわち、相争う二つのものや互いに矛盾する二つの要素のない所に私たちがもたらされるためです。そしてこれは――馴染み深い素朴な言い方をすると――私たちが十字架のもとに来る日から始まります。私たちが主イエスのもとに来て、私たちのための主の十字架の御業を受け入れる時、主イエスの透明で、純粋で、聖なる、義の命が私たちに与えられ、私たちの中にもたらされます。この命に混ぜものはありません。私たちは完全に混ざりものですが、この命に混ぜものはありません。


  



  水晶のように透明


  



  そして次に、私たちがこの命によって生きる時――これは事実を述べているだけでなく、私たちを深く探る試金石でもあります――もしあなたや私が神の御子のこの命によって生きるなら、私たちはますます透明な民となり、全く正直で、全く率直で、全く公正になります。もし私たちがそうでない何らかの性格を帯びているとするなら、それは私たちがどこかでこの命に逆らっていること、この命と共に進んでいないことを意味します。十字架は私たちをそのような性質の中にもたらします。ですから、聖書は最後に教会の象徴の一つである都の絵図を私たちに与えます。聖書によると、この都を構成しているものは純金、ガラス、碧玉のようであり（黙示録二一・十一、十八）、都を流れる川は命の水で、自由に流れ、水晶のように透明です（二二・一）。この都はすべて透明です――これが御業の終点です。これは真に実際的です。真のクリスチャン――キリストと共に真に十字架につけられたクリスチャン――は透明さという点で絶えず前進し続けるべきであり、二枚舌、欺き、陰湿さ、その類の一切のものからますます遠ざからなければなりません。


  はなはだ不十分ではありますが、これが「なぜ十字架なのか？」という問いに対する答えです。罪と、義と、真相の究明――真相を解明して適切に位置づける裁き――のためです。「あなたは量りではかられます」――これが第一段階です。「その量の足りないことがあらわれた」――これが第二段階です。「あなたの王国は分かたれます」――これが第三段階です。これはみな裁きです。十字架において主イエスはこれをすべて達成されたのです。


  これはおそらく暗い面です。しかし、主イエスは十字架で私たちのために素晴らしい解放を成し遂げてくださいました。私たちが何の中にいたのか、少し考えてご覧なさい！私たちはサタンの罪の中に、サタンの反逆の中にいたのであり、私たちの性質もその中にあったのです。しかし、十字架によって主は私たちを救ってくださいました――「私たちを暗闇の権威から救い出し、愛する御子の王国の中に移してくださいました」（コロサイ一・十三）――私たちを自由にし、別の性質を私たちに与えて、神の都への道の上に私たちを置いてくださったのです。ご存じのように、これは地理的なことではなく霊的状態に関するものであり、客観的なことではなく内側の主観的状態に関するものです。私たちの人間性の中からサタンの最後の爪痕、この蛇の接触の痕跡が完全になくなる時――それは何と素晴らしい日でしょう！それは何と大いなる日でしょう！しかし、私たちが十字架のもとに来たその日、主は私たちをこの道の上に置いてくださったのです。そして「あなたたちの内で良い働きを始められた方は、イエス・キリストの日までにその働きを完成してくださいます」（ピリピ一・六、アメリカ標準訳）。


  



  第４章 四十日


  



  「わたしは地上に火を投じるために来ました。その火がすでに燃え上がっていたなら、わたしはどうするでしょう？わたしには受けるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど苦しむことでしょう！」（ルカ十二・四九～五〇）（最初の節の真意はアメリカ改訂標準訳の方がおそらく良いでしょう。「わたしは地上に火を投じるために来ました。その火がすでに燃え上がっていたなら、どれほどよかったことでしょう！」）


  「イエスは苦難の後、多くの証拠によって、ご自身が生きておられることを彼らに示し、四十日にわたって現れ、神の王国についての事柄を語られた。」（使徒一・三）


  「私は彼を見た時、彼の足下に倒れて死人のようになった。すると、彼は右手を私の上に置いて言われた、『恐れてはいけません。わたしは最初の者、また最後の者、また生きている者です。わたしは死にましたが、見よ、永遠にわたって生きます。そして、死とハデスの鍵を持っています』。」（黙示録一・十七～十八）。


  他の面について、私たちは問いかけをもって話を始めましたが、この特別な面についても同じように「なぜ四十日なのか？」と問うことにします。この問いに対する答えは三つにまとめられます。とはいえ、ここで取り扱えることより、さらに多くの詳細があります。


  この四十日は記録が示す以上にとても充実した期間だったことは明らかです。記録によると、この四十日の間、主の顕現は十回しかありませんでした。そのうちの五回は最初の日にあり、残りの五回は三十九日の間にありました（主の出現の回数が十回だとした場合）。しかしヨハネは復活後の主の現れについて述べて言いました、「イエスは弟子たちの前で、この書に記されていない他の多くのしるしを行われた」（ヨハネ二〇・三〇）。文脈によると、この「他の多くのしるし」は主の復活後になされたと結論できると思います。これはルカの文書からも支持されます。なぜならルカによると、この四十日には「多くの証拠」があったからです。ですから、この四十日は明らかにとても充実した日々であり、そうである以上、この期間はとても重要な期間だったのです。この様々な顕現について扱うつもりはありませんが、その全体的意義を理解するよう努めることにします。


  さて、贖いの八階調におけるこの音符は、強い確かな印象を残してしかるべきものなのに、これまでそうではありませんでした。ピアノでは時々、ハンマーが少し擦り切れたり痛んだりすることがあり、音階を順に鳴らしていくと、その特定の音が他の音より弱いことがわかります。同じように、この四十日という音符はその力強さの大部分を失ってしまったか、あるいは、鳴らすべき力強いはっきりした大きな音で鳴らされてこなかったと思います。先に進むにつれて、これがわかるようになると私は信じます。なぜなら、これは大いなる転換点だったからであり、キリスト教のすべては贖いの計画のこの面に基づいているからです。


  私たちはこの四十日に基づくわずかな点しか述べることできませんが、この四十日がいかに驚異的な期間だったのかを示すにはそれで十分です。しかし、まず、この期間が聖書に出てくる大いなる「四十」の一つであることに注意しましょう。主の復活後に四十日あったのは偶然ではありません。聖書の中には八つの大いなる「四十」があります――それを調べるのはあなたにお任せします――私はその中のいくつかについて述べます。


  エジプトにおけるモーセの生活は四十年でした。これは大いなる四十年であり、周到な準備と試みの時であり、特に彼の心が試される時でした。歴史上最大の帝国の富と宝と知識がすべてあなたの前にあって、あなたの思いのままだとしましょう。これはあなたの心がどこにあるのかを試す絶好の機会ではないでしょうか！モーセはまさにそのような試みを通ったのです。この四十年の後、彼の心はエジプトにはなく、神とその権益のためであることが判明しました。四十は常に試験を表す数であり、試みと立証と決定を表す数です。この四十年の終わりの時、モーセについては十分明らかになったのではないでしょうか。


  しかし、次にメディヤの地で別の四十年がモーセに始まりました。最初の四十が彼の心を試すものだったとするなら、二番目の四十は彼の信仰を試すものでした。これはなんと恐ろしい試みだったことか――失望に終わった事業、失望に終わった希望と期待、そうなった責任はおもに自分の愚かさにあるという自覚。これは恐ろしい信仰の試みでした。しかし彼はくぐり抜けたのです。


  次に、四十日四十夜、モーセはシナイ山で過ごしました。これは麓にいるイスラエルにとって何という試みの時だったことでしょう！そうです、この四十日四十夜はそのためだったと思います。イスラエル人を調べるためだったのです。彼らがその時をどうくぐり抜けたのか、私たちは知っています。彼らは試され、いかなる疑問も払拭されました。この件はきっぱりと決着がつき、そこから神はレビ人に関する重大な行動を起こさなければなりませんでした。これは示唆に富むテーマですが、これくらいにします。


  次に、荒野におけるイスラエルの四十年がありました。それは何という試み、試験、判決の時だったことでしょう！


  他にも四十がありますが、新約聖書に移って、主が荒野で受けた四十日の試みに進むことにします――これは比類ない試みの時でした。最後に、復活後の四十日に進みます。四十という数の性格、性質、意義がおわかりになったでしょう。それは試みと立証の期間、確立し、決定し、決着をつける期間なのです。この四十日に集約されたすべてのものについて、今から考えることにします。


  しかし、この期間が内包するいくつかの要素を見てください。それらの要素はキリスト教、教会、将来に影響を及ぼすものです。これから見るように、使徒たちの働きはすべてこれにかかっていました。これは明々白々です。この四十日が始まる前、彼らには何の良いところがあったでしょう？主が墓の中におられた時、彼らはありのままの状態で何ができたでしょう？主は彼らに目撃されることなく復活して天に昇ることもできました。そして、ご自身が天にいることを何らかの方法で彼らに知らせることもできました――ああ、しかしもしそうだったなら、何かとても大切なものが欠けていたでしょう！あらゆる種類のものが侵入する扉が開かれていたでしょう。しかし、主はそのままにしておかれませんでした。使徒たちの将来の働きはこの四十日に基づいていました。主はこの期間の間、彼ら全員のために基礎を据えておられたのです。


  また、教会の存立もこの基盤によりました。教会が存立するにはこの四十日が必要でした。今、これについて再びさらに詳しく見ることにします。クリスチャンが苦しみ、耐え忍び、征服することができるようになるには、この四十日が必要でした。主が生きておられることを示す多くの証拠――健全な確固たる基盤――が、将来待ち構えている苦難の中で信者たちが堅く立って勝利するために必要不可欠でした。


  さらに、信者に対する永遠の未来の保証もこれにかかっていました。死で終わりではなく、死に打ち勝った命があります。そして、この命は信者たちのためであり、永遠の未来が保証されています――これはすべてこの四十日にかかっていました。


  また、信者の復活の体の性質もこの四十日によって明らかになりました。使徒パウロはこれを大いにはっきりさせています。第一コリント十五章で、この死すべき朽ちるものは死なない朽ちないものを着せられます（五三～五四節）。信者の体は「主の栄光の体に同形化」されます（ピリピ三・二一）。しかし、その体はどのようなものなのでしょう？何か判断材料はあるのでしょうか？復活後に体を持つと信ずべき確かな根拠が何かあるのでしょうか？主は自分は幽霊ではなく、体のない霊でもないことを十分はっきりとさせるのに、たいへん苦労されました。「わたしに触れて、見てみなさい。霊には肉や骨はありません。しかし、このとおりわたしにはあります」（ルカ二四・三九）。復活の体と、その特徴や性質に関する私たちの知識は、この四十日の間に確立されたのです。


  また、眠った者たちについてはどのような希望があるのでしょう？この希望はこの期間によって確立されました。まだ他の要素についても述べることができます。しかしこれだけ述べれば、この四十日は大いなる贖いの八階調の中で決して些細なものではなかったことを示すのに十分でしょう。この期間の焦点はまさに贖いです。すべては「多くの証拠」によって十分に基礎づけられ、確立されなければなりませんでした。前に述べたように、ルカはきわめて注意深い歴史家でした。彼は、自分の記録を確実不動のものとするために労苦した、と述べています。そして彼は、主イエスは弟子たちに「多くの証拠」をもって「ご自身が生きていることを示された」と述べています。すでに見たように、主は「弟子たちの前で多くのしるしを行われた」とヨハネは言いました。その目的は何でしょう？証拠を確立し、数々の事実を残して、あらゆる疑問を除き去るためです。いや、むしろ一つの事実を明らかにするためです。その事実とは何でしょう？イエスは生きておられるという事実です――イエスは死なれましたが再び生きておられます！言い換えると、主は復活されたのです！


  この問題の一般的な面については以上です。今から、さらに特別な三つの点について見ることにします。この三つの点は、多かれ少なかれ、「なぜ四十日なのか」という問いに対する答えを総括するものです。これまで見てきたことは、もちろん、良い答えではあるのですが、それがすべてではありません。


  



  主の解放


  



  第一に、主イエスご自身は、復活がご自身にとっていかなる特別な価値を持つと考えておられたのでしょう？その答えはルカ十二・四九～五〇で読んだ御言葉の中にあります。「わたしは地上に火を投じるために来ました。……ああ、その火がすでに燃えていたら！……わたしには受けるべきバプテスマがあります。それが成し遂げられるまで、わたしはどれほど苦しむことでしょう！」。主が十字架と苦難のバプテスマについて述べておられることに疑問の余地はありません。主はこのバプテスマを経た向こう側を見ておられ、解放されるあちら側について考えておられます。ですから、この四十日の第一の要点は、それが主の解放を意味したということです。「どれほどわたしは困窮し、閉じ込められ、制限されることか！わたしは火を撒き散らすために来ました――火を全地に広めるためです。しかしわたしはここにいて、小国の数マイルという空間に縛られ、時間に縛られ、地上の生活条件全般に縛られています」。ああ、主は何と制限されていたことか！行動を制限され、弟子たちの間で制限され、あらゆる点で制限されていたのです。主は自由になること、外に出ること、解放されることを願っておられました。主は復活を解放と見なし、十字架をその道と見なされました。


  さて、主は務めを始めるにあたって、偉大な宣言をされました。最初に書き記された主の務めはナザレにおいてであったことは覚えておられるでしょう。その時、主はイザヤ書六一章を取り上げて、彼の務めの七重の意義について話されました。「主の御霊がわたしの上におられる。（中略）主はわたしを遣わして捕らわれ人に解放を告げさせ（中略）主の受け入れる年を告げ知らせるのである」（ルカ四・十六～十九）。さて、主は心の中でヨベルの年について考えておられたことに疑いはほとんどありません。なぜなら、イザヤ書のこの御言葉はヨベルの年に関するレビ記二五・十の反響だからです。ヨベルの年は五十年目の年、解放の年であり、束縛に陥ったものはみな――男も、女も、子供も、家も、土地も、他のいかなるものも――解放されなければなりませんでした。ですから、主はまさに務めの開始にあたって、「わたしが来たのは神のヨベル、神の五十年目の年、主の解放の年のためです」と言われたのです。


  イスラエルの出エジプトから主イエスの務めの開始まで三十回ヨベルがありました――もしよければ、これはあなたにとって聖書研究の興味深い題材になるでしょう！ここで三十回目のヨベルが始まります。さて、主イエスが聖書の御言葉――「捕らわれ人には解放を、盲人には視力の回復を、打ちひしがれている者には自由を告げ知らせ」――を用いてこの宣言をなさった時、主はその意味をご存じでした。「わたしが来たのは最大のヨベルをもたらすためです」と主は宣言されたのです。このヨベルの実現、実際の成就は今しばらく先のことでした――おそらく三年半先のことでした――しかしこの四十日の間に、この四十日の結果として、ヨベルが有効になったのです。


  ヨベルは、まず第一に、主ご自身に対して有効になりました。復活により主は解放され、全く自由にされました。主は解放されました。今、主をご覧なさい。主を地理的に制約することはできません――主は地理的制約の外側におられます。主を時間的に制約することはできません。このような昔ながらの制約や制限を受けることはもはやありません。時間も距離も関係ありません。主はその外におられます。主が復活された日、主は二人の弟子と共にエマオへ歩いて行き、彼らとパンを裂き、そして……姿を消されたのです！常にこのような具合でした。これは四十日間に及ぶ教育的訓練であり、主の解放のしるしをすべて示すためでした。


  さて、主がこの弟子たち、主の教会の核となるべきさらに大きな一団に対して何をしておられるのかを見ることにしましょう。主は五百人以上の兄弟たちに同時に現れた、とパウロは言います（一コリント十五・六）。主は何をしておられるのでしょう？今や主には何の制限もなく、限界や束縛は何もありません――主は自由です！――この事実を証明する証拠を主は確立しておられるのです。これは教会に対する、私たちに対する驚異的な遺産です。今日、私たちはこれをどれほど喜んでいることか！――五十マイル、五百マイル、五千マイルあろうと、地理は関係ありません。時間も関係ありません――これらのものはもはや関係なく、主は自由です！これを理解するのは何と喜ばしいことでしょう。教会がこれを「多くの証拠」によって確立することは非常に素晴らしいことです。欽定訳では別の言葉を付け加えて、「多くの確かな証拠」と訳しています。たとえ原文にこの語がなくても、この形容詞を入れることは十分可能です。


  



  主の民の解放


  



  これは主の側のことでした。しかし、主が来られたのはご自身の解放を告げ知らせ、十字架を通してこの解放を確保するためだけではありませんでした。主の民を解放するという他の面があったのです。これは人々を解放することであり、教会を解放することでした。以前の人々をご覧なさい。彼らはひどい自縄自縛の中にあったのではないでしょうか？人々は明らかにあらゆる点で制限されていました。霊的事柄に対する容量、理解力、霊的知性は制限されていました。コリント人へのパウロの言葉が彼らにもよくあてはまったでしょう。「あなたたちは自分自身の情緒によって心を狭められているのです」（二コリント六・十二）。しかし、この四十日の間、彼らの解放された様子をご覧なさい！まぎれもなく解放が起きたのです――そして、この解放は常に起きています。ますます解放が広がっていくのを見ることができます。人々はこれまで解放されてきました。あなたは裁きの間のペテロとペンテコステの日のペテロの違いしか思い浮かばないかもしれません。前者は制限され、束縛され、狭められ、敗北していました。後者はその状態から抜け出した――解放された人でした。


  彼らはみなこのようです。これは彼らにとってヨベルの年だったのです！主イエスはヨベルの年を告げ知らせ、復活によってそれをもたらし、ヨベルの日すなわち五十番目の日（「ペンテコステ」は「五十番目」を意味します）に最終的にそれを確定されました。五十番目の年はヨベルの年であり、ペンテコステは五十番目の日です。そうです、ペンテコステはヨベルであり、解放です。すべてがその証印を帯びます。ペンテコステはこの四十日の頂点であり、特にこの四十日の目的を成し遂げるものでした。ペンテコステは彼らの解放の日だったのです！


  もしあなたや私がこの四十日の恩恵に浴しているなら、私たちもまた解放されて自由にされた男女です。トマスについて考えてご覧なさい。トマスほど束縛されていた人がかつていたでしょうか？彼は自分自身に束縛され、自分自身の気質に束縛されていました。ご存じのとおり、彼は絶対的証拠がない限り何事も信じようとしない気質の持ち主でした。だれが何を言っても受け入れられません――すべてを確かめて実証しなければなりません。彼は何と不幸な輩だったことか！「私は見ない限り……信じません」（ヨハネ二〇・二五）。これが彼を自分自身の魂という狭い牢獄に閉じ込めていました。どんな福音、良い知らせ、最高の知らせも、このような人には全く無益です。なぜなら、彼らはそれを受け入れようとせず、信じることができないからです。「たしかに。でも結局、それはあなたがそう言っているにすぎません」――これが彼らの反応です。「あなたはそう言い、そう信じているかもしれません。しかし、本当にそのとおりだという証拠が何もありません」。哀れなトマスはこのような気質の持ち主の代表格です。


  しかし、数日後のこの人を見てください。主は直ちにトマスのためにこの問題を全く解決されました――主はこの問題を徹底的に解決するために、八日後に彼を招いて「あなたの手をこちらに伸ばしなさい…」と言われました。それは彼が自分で証拠を検討して検証するためでした。しかし、彼が手を伸ばしたとは記録されていません。彼は「わが主、わが神」としか言えませんでした。彼は圧倒されました――しかし、彼は解放された人になったのです。同じ事が彼ら全員に言えます。彼らは各自解放を必要としていました――この解放はこの四十日の間に実現されました。こうして彼らは束縛を脱した人となったのです！彼らはペンテコステの日に共に立ち上がりました――自由にされた人として立ったのです！主イエスの復活はあなたや私にこのような効力を及ぼすべきものです。私たちを自分自身や自分の狭い世界から解放すべきものです――神に感謝すべき事に、私たちが絶対的にその中に入るなら、そうなります。もしあなたがこれを経験していないなら、これはまだあなたの嗣業になっていないのです。この四十日はたんなる歴史の一こまではありません。その真価はあなたの嗣業です。それはあなたのためであり――私たち全員のためです。これはクリスチャン教理の一項目ではなく、各人の生活のための最新の力です。私たちは自分自身から解放されるために、これを信仰によって握る必要があります。これは彼らの解放の年だっただけでなく、私たちの解放の年、教会の解放の年でもあります。ヨベルはまだ終わっていません。


  



  散らされた群れを一つにすること


  



  さて、三番目の点に来ます。主イエスは十字架にかかる前、受難の前の最後の時間、人々と共にオリーブ山にいた時、「今晩、あなたたちはみなわたしにつまずきます。なぜなら、『わたしは牧者を撃つ。すると、群れの羊は散らされる』と記されているからです」（マタイ二六・三一）と人々に言われました。人々は何と散らされたことか！人々は一人残らず主を見捨て、散り散りになりました。砕かれた器のように「あたり一面」バラバラになった、と言っていいでしょう。彼らは団体として外面的に散り散りになり、人として内面的に砕かれました。主の「散らされる」という御言葉はまさに実現しました。さて、この四十日を見てみましょう。主は何をしておられるのでしょう？彼はすべての断片を再び一つにしておられ、すべての破片を集めておられます。あちこちで主は破片を捜しておられます。この方向に破片が二つ飛んで行きました。一つはここに、もう一つはあそこにあります。それらが一体である形跡は見あたりません。しかし今、この四十日の間、主は破片をすべて見つけ、掻き集め、みな一つにされます。ついに主はすべての破片を一つにし、人々はかつてない「一体感」の中に、かつて経験したことのない一つの中にもたらされます。これがこの四十日の意義です。


  しかし、覚えておいてください。そうなるしかなかったのです。以前、人々の中には分散する要素しかありませんでした。ですから、人々は必然的に散り散りになりました――そうなるしかなかったのです。さて、これについて考慮する必要があります。なぜなら、この十一人は教会を表しているからです。彼らは分裂した教会の絵図であり、みな散り散りバラバラで、信頼関係は全くありません――疑いあい、嫌疑をかけあい、相互不信です――バラバラな教会、分裂した教会、散らされた教会です。これが十一人の状態であり、十字架以前の彼らの内面の状態のためにほかなりません。そうなる理由がすでにそこにあったのです。しかし少し考えてみてください。彼らは三年半主と交わりを持ち、その間主と同行し、主の影響を受け、主に魅了されました。彼らは主の教えを聞き、主の御業を見ました――彼らは主の弟子でした。それなのに、それなのに、分裂、疑い、疑問を生じさせるものが潜在的に存在していたのです。


  もし主イエスに対する私たちの関係が何か客観的で外面的なものにすぎないなら、もしそれが主の教えを知るかどうかの問題なら――もちろん、主の教えを信じるのは正しいことです――そして主にある程度献身することにすぎないなら、そのような主イエスに対する教理的、神学的、歴史的関係は、内側に造り込まれた何か深遠で劇的なものに欠けており、天然の人を砕いて天からの別のもののために道を拓く十字架の素晴らしい働きに欠けています。そのような時、このような状態がはびこるおそれがあり、実際にはびこるでしょう。私がこれを言う時、おそらく言外に多くのことが伝わるでしょう。しかし、これがあらゆる分散、分裂、けんか、疑い、疑念などの原因であることがあまりにも多いのです。十字架が天然の人を砕く働きをしていないのです――キリストに対する関係においてすら十字架が働いておらず、キリストに属する事柄を理解することでも十字架が働いていません。十字架は天然の命をすべて砕き、いわば人を真っ二つにして天からのものに対して広く開かせる働きをするべきなのに、その働きをしていません。このような話には長い、長い物語、恐ろしい物語がつきものです。こういうわけで、「彼らが失望して散らされたのは、たんにキリストが十字架につけられたからではない」と私は言うのです。彼らを散らす種が彼らの内にあったからなのです――その理由がすでにそこにあったからなのです。


  しかし今、何が起きたのでしょう？彼らは砕かれ、散らされました。今、新しい土台が据えられつつあります。別の命、主を知る別の種類の知識という土台です。これがこの四十日に関する偉大な事実です。彼らはかつてそのように主を知っていませんでした。実に、これが主であるとは全く信じがたい、と彼らは感じました。「彼らが主を見た時（中略）疑う者もいた」（マタイ二八・十七）。「これが主なのだろうか？」。主が墓から出て最初に彼らと会われた時、主は「恐れてはいけません……」（十節）と言わなければなりませんでした。いいえ、彼らはまだ定かではなかったのです。これは主を知る別の種類の知識です。これは別の観点に立って主を知ることです。パウロは言いました、「かつてはキリストを肉にしたがって知っていたとしても、今はもはやそのように彼を知ろうとはしません」（二コリント五・十六）。このように、もはやそうしないのです！これは主を知る別の種類の知識であり、真の一に欠かせない土台です。この知識は一方において、天然の知識をことごとく恐ろしい方法で散らされることを通して来るものであり、他方において、散らされた者たちの所に主が個人的に訪れることを通して来るものです。常にそうです。私たちが砕かれない限り、私たちは主の訪れと啓示を受ける地点にはいません。主は来て、私たちに最も大いなる事柄、最も深遠な事柄、最も真実な事柄を見せてくださいます。これが永続的な原則です。


  こうして主は彼らを結集されました――主は彼らを再結集された、とも言えるでしょう――次に、新しい種類の命に基づいて、主を知る新しい種類の知識に基づいて、主は彼らの間に全く新しい一つを確立されました。彼らは今や自分自身の命の基盤を離れ、主の命の基盤の上にあります。彼らの命は分裂の命でしたが、主の命は結合する命です。「私たちはみなキリストにあって一つ」と言うのは大いに結構なことです。私たちはみな一つ命にあずかっているからです。もちろん、これは真実なのですが、きわめて皮相的な発言かもしれません。私たちがこの一つ命の意義の中に実際に入ることができるのは、十字架が私たちの内で何らかの御業をなした時だけです。この命の一つが実際に現されるには、十字架の深い働きが必要です。私たちは主の一つ命、主から賜った永遠の命にあずかっているので、私たちはみなキリストにあって一つです。しかし、これは地位的には正しいかもしれませんが、それが表現されるのはまだ先のことかもしれないのです。


  これは今日もそうではないでしょうか？「主イエス・キリストを信じて永遠の命の賜物を受けた真の信者はみな一つである」と言うことはできます――主と共に、主にあって共有している一つ命のゆえに一つです。しかし、クリスチャンたちの間でその命がどう表現されているのかをご覧なさい！この命の一つの現れはどこにあるのでしょう？悲劇的なことに、この命の現れに欠けているのです。弟子たちの場合、この命が現れたのは、十字架が彼らの天然の命を砕く深い働きを行い、彼らを別の基盤の上に移した時でした。この基盤に基づいて、弟子たちは主に関する霊的な理解力と知識を得ました。弟子たちの内に起きていたことは、この何か途方もないものに基づいていました。この四十日の間、外面的な出来事が弟子たちに臨んだだけでなく、それと同時に彼らの内側で何かが常に起きていたことがわかります。以前、主が去って行くことを主が弟子たちに少しでもほのめかしたり、暗示された時には、弟子たちは驚き恐れました。今、弟子たちは「主が自分たちから離れていってしまう」と恐怖を感じることからほど遠い地点に向かって猛スピードで進んでいます。弟子たちはとても幸いであり――喜びに満ちてさえいます。恐れはすべて過ぎ去りました。もう大丈夫です。この四十日の間、主が現れるたびに、何かが弟子たちの内に起きました。


  



  新たに散らされること


  



  ここには他の要素もあります。これは私にとって非常に意義深く、大いなる慰めです。この後まもなくステパノに対する迫害が起こり、人々が再び散らされたことは覚えておられるでしょう（使徒八・一、四、十一・十九）。人々はみな散らされました――しかし今では散らされても全く大丈夫です。前に散らされた時は惨憺たるものであり、すべてが損失であり、弱さであり――間違っていました。しかし今では世界中どこに散らされても大丈夫であり、永遠に安全です。一度内側で事が成った以上、全く大丈夫であり、すべてが益となります。エチオピヤの宦官はもはやピリポに頼る必要はありません。内側で事が成るなら、ピリポや他の人がいなくても、喜びつつ自分の道を行くことができます。これが起きるなら、「人々は前進する」と確信できます。そうであることを神に感謝します！迫害、追放、投獄があるかもしれませんが、人々は進み続けます。


  ですから、この人々や他の多くの人々は、この四十日から生じた産物と言えます。しかし、この聖書の御言葉は私たちに向けられていること、私たちに渡されていることを思い出しましょう。これは大昔の出来事に関するたんなる歴史、キリスト教史ではありません。この使徒行伝は前にも述べたように「主の解放の書」と呼ぶことができますが――教会生活のまさに根本として教会に与えられています。この書は私たちのためであり、この四十日には途方もない遺産があります。私たちがその意義の上に真に確立されさえするなら、何という変化が生じることでしょう！


  新しい交わりの中に再結集されて統合されるというこの要素について、もう一度強調することにしましょう。これが必要です。今日、クリスチャンたちの間の状況は嘆かわしいものであり、あらゆる破片や分裂、あらゆる疑問や疑い等に満ちているのではないでしょうか？また、これは十字架が達成した恩恵の中に信者が実際には立っていない証拠なのではないでしょうか？十字架は天然の立場や天然の命を滅ぼし、霊的で天的なものに対して道を開きます。すべてはここに集約されます。十字架が私たちの内に深く働いて、私たちの天然の命のあらゆる形態を対処すればするほど、そして私たちが天の命に対して開けば開くほど、ますます私たちは互いに引き寄せられて確立されるでしょう。これは事実を述べたものですが、これはまた私たち自身の立場に関する真の試金石でもあります。


  この四十日はとてもとても重要であり、また、この四十日は代々にわたって教会の命にとって最も意義深い期間として立ち続けるでしょう。私の話はこれを十分に示すものだったと私は信じます。


  



  第５章 主イエスの昇天と栄化


  



  「テオピロよ、私が著した前書では、イエスが行い、また教え始めてから、お選びになった使徒たちに聖霊によって命じた後、天に上げられた日までのことを、ことごとく記しました。」（使徒一・一～二）


  「御使いたちよりも少し低い者とされたイエスが、死の苦しみのゆえに、栄光と誉れを冠として受けたのを、私たちは見ています。」（ヘブル二・九）


  「それゆえに神もまた彼を高く上げて、すべての名にまさる名を彼に賜りました。」（ピリピ二・九）


  私たちはこれまで昇天を十分に重視してきませんでした。私たちは主イエスの誕生を重視し、主の復活を大いに強調し、ペンテコステについて幾らか述べてきました。しかし昇天については、しばしば言及することはあるものの、ほとんど注意を払わずに、たいてい通り過ぎてしまいます。しかし、昇天には計り知れない意義があります。実際、昇天は贖いの御業の階調の中で最も大きな特徴の一つです。昇天を取り去るなら、この階調は完全なものではなくなってしまいます。


  私たちはこれまで上り調子の八階調について述べてきました。ご存じのように、音は空気の振動によって生じます。しかし、音を聞き分けるのは耳の中の素晴らしい仕組みによります。人の耳の中には小さな構造体があり、それは少なくとも一万本以上の弦を持つ小さなハープのようです。音がこの器官に到達すると、その音に対応する弦が振動し、その振動は脳に到達して、脳によって解釈されます。これにより、私たちは異なる音を聞き分け、その源を認識できるのです。さて、この音階では、階調が高くなればなるほど、音の周波数は高くなります。低い音では振動数は比較的低くなります。しかし、音が高くなるほど振動数は高くなり、ますます耳を澄まさなければなりません。人の耳では聞こえない高い音もあります。


  私が言いたいのは次のとおりです。すなわち、私たちの得るものが霊的に高くなればなるほど、私たちはそれを見分けるためにますます敏感にならなければならないのです。「耳のある者は聞きなさい」（マタイ十一・十五他）と主が言われた時、おそらく主はこう考えておられたのでしょう。語られた言葉に応答する必要があるのです。私たちが昇天に来る時、私たちはこの音階をかなり上っています。ここには贖いの階調全体の中でも何かとても重大なものがあります。昇天は重大な転換点であり、ここですべてが転回します。私たちは今、「なぜ昇天と栄化なのか？」という問いに少しは答えるよう努めなければなりません。


  



  弟子たちの喜び


  



  弟子たちと、主の地上生涯のあいだ主と共にいた人たちは、主が去って行かれることを最終的には大いに喜びましたが、これは確かに主イエスの復活を証明する最も強力な根拠の一つです。前に指摘したように、主が来たるべき別れについて言及される時はいつでも、彼らの心は恐れと驚きで打ちのめされました。実に、ヨハネ十四章の冒頭に記されている「あなたたちは心を騒がせてはいけません」という御言葉を主が語られたのは、まさにこのためでした。主はご自身が去って行くことについて話されたので、彼らは困惑と落胆で満たされました。もし主が去って行かれるなら、希望も未来もなくなることが彼らにはわかっていました。すべてが瓦解してしまうでしょう。彼らは主が去って行かれることに耐えられませんでした。主が彼らと共に過ごした最後の日々、主はどれだけの時間をこの問題に、また彼らの恐れを和らげて彼らを安心させるための努力に費やされたことでしょう！彼らはそれを受け入れられませんでした。彼らの行く手には暗雲が立ちこめていました。


  しかし、この実際の別れの場面では、何という変わりようでしょう！暗さは微塵もありません。主は両手を上げて彼らを祝福し、そうしている間に天に上げられて見えなくなりました。彼らが恐れや喪失感を抱いたようには少しも感じられません。その様子を的確に見定められたなら、その瞬間は決して悲しいものではありませんでした。何かが彼らに起きたので、「主が話されたことは真実である」と彼らは悟ったのです。事態は悪化したのではなく、限りなく良くなったのです。彼らは「大いに喜んでエルサレムに戻った」（ルカ二四・五二）。何かが起きました。繰り返しますが、彼らにこのような変化が生じたことは復活を証明する最も強力な証拠の一つだと思います。あなたや私、それに今日の主の民はみな、彼らの心の中にあったこの何かを得る必要がある、と私は感じます。主は「上って行かれました」！（詩篇四七・五）――私たちはこの喜ばしい出来事から何かを得る必要があります。私たちは主を失ったわけではありません。むしろ主が御父のもとに上って行かれたことにより、多くのものを得たのです！主が上って行かれることによって私たちは何を得たのか、よく考える必要があります。


  



  新しい始まり


  



  再び、「なぜ昇天と栄化なのか？」という問いに戻りましょう。まず初めに、これは経綸の転換点であり、新しい始まりを意味しました。詩篇のいくつかの篇から何が起きていたのかを垣間見ることができます。詩篇二二篇「わが神、わが神、なぜわたしを見捨てられたのですか？」。詩篇二四篇（これは確かに預言的な詩篇です）「門よ、こうべを上げよ。とこしえの戸よ、上がれ。栄光の王が入られる」（七節、アメリカ標準訳）。これは断片にすぎません。詩篇二四篇は「地は主のものである…」から始まり、「主の山に登る者は誰か」（三節）と続きますが、この答えを求めて私たちは詩篇二三篇に来ます。この方は羊飼いであり、「とこしえに主の家に住む」（六節）羊飼いです。この方が主の山に登る方であり、この方は「清い手と清い心を持ち、その魂を虚しいものに向けません」（二四・四）。この方は主です。今や、「とこしえの戸」が主を待っています。


  こうして私たちはこの絵図を得ます。まるで天は宙ぶらりんで、地は黙しているかのようです。場面は一時停止状態です。詩篇二二篇――恐るべき十字架、悲惨な遺棄と荒廃――はすべて成就されました。主は墓の中に横たえられました。そして今、神は主を死者の中から復活させられました。しかし、天は何かを待っています。次に「主が来られる！」という叫びが上がります。御使いたちと天の軍勢は、「門よ、こうべを上げよ。とこしえの戸よ、上がれ。栄光の王が入られる」と叫びます。「主は道の途上にあり、やって来られます。主のために門を上げよ！」。これは主の昇天、主の高揚、主の天への帰還の絵図です。その焦点は、万物がそれを待っていたということです。これが起きない限り、それ以上何も起きえません。そうです、その準備はこの地上でなされました。その働きはすべて十字架によってなされ、準備万端整っています。しかし天は、「私たちは待っています――主が戻って来て、正当な座に着かれない限り、私たちは先に進めません」という気配で満ちています。みながそれを待っています。これが起きない限り、すべてが宙に浮いた状態です。この昇天、この高揚、この主イエスの栄化は何か重大なものです。ですから、これには私たちにとって何か重大な意味があるにちがいありません。


  



  今や万物の中心は天である


  



  「これは新しい始まりであり、その準備はすべて十字架によってなされた」と私は述べてきました。新しい始まりとは何でしょう？経綸の性格、性質に一大変化があったのです。旧契約の下の旧経綸では、万物の中心はこの地上の一つの場所、国々の間の一つの国にありました。ユダヤ人を国民とするパレスチナ国家のエルサレムが中心でした。万物の中心はエルサレムであり、何か地的なもの、時間の中にある何か束の間のものを中心としていました――何か完全に破壊されかねないものを中心としており、事実破壊されたのです。今や、この中心は全く地から取り去られ、万物の中心は天にあります。神のすべての権益の中心、神のあらゆる活動の源と、そのための能力は天にあります。今や天が中心です――なぜなら主ご自身がそこにおられるからです！新経綸はこの特徴を帯びています。しかし、ああ、教会はこれを忘れているか、あるいはこれを見ていないのです！中心、本部、統治の座は今や天にあり、時間や空間を越えた領域にあって、移り変わることも破壊されるおそれもありません！私たちはこの教えに慣れ親しみすぎて、教会は今や天的な民であって地的ではないこと、また私たちの霊的祝福はすべてキリスト・イエスにあって天にあること（エペソ一・三）を思い出せなくなっているのでしょうか？しかし、これにはとても貴重な実際的意義があるのです。


  例えば、主イエスについて次のことを考えてみてください。主が地上におられた時、ある意味において、主は人々や環境のなすがままでした。主はかなりの部分、地的条件によって支配されていました。人々は主を自分たちのしたいようにあしらうことができ――実際そうしました。人々が受肉した神をあのようにあしらったとは、実に驚くべきことではないでしょうか？そしてついに人々は主を死に渡しました。人々はこのように主をあしらい、このように主を取り扱いました――この世や人々の観点から言うとそうです。しかし今や、だれもそうすることはできません。今やだれも主に触れられず、今やだれも決して主をあしらえません。主はまさにそのような条件や可能性を超越しておられます。これを知るとき、私たちの心に大いなる安息、満足、慰めがあるのではないでしょうか？主はこれら主に敵対する一切のものの手の届かない所におられます。主は、主を滅ぼそうとしているあらゆる敵対勢力の手の届かない所におられます。主はそれらすべてを超越しておられ、すべての支配、権威、権力、権勢（エペソ一・二一）の上にあって、絶対的に安全です。私たちは一瞬たりとも主のために恐れる必要はありませんし、一瞬たりとも安息を破られることもありません。


  



  真の教会は今やキリストと共に天にある


  



  なぜ私はこれを言うのでしょう？これは実行上大いに有用で価値があるからです。なぜなら、教会（Church）は天的な団体であり、主と共に座しているからです（エペソ二・六）。ですから、私たちはこの真の教会（Church）について一瞬たりとも心配する必要はありません。地上に降りて来て、人々がいかに自分たちの「教会（church）」、諸教会（churches）、「状況」について心配しているのかをご覧なさい。人々は「状況」を見守り、世話し、守らなければなりません。彼らはこの守護者であり、妬みと熱心さをもってこれを見張ります。なんと多くの心配事、なんと多くの問題を彼らは抱えていることか――これは世話すべき地上の事柄のためにほかなりません。ですから、天的教会の領域内にあることは何と素晴らしいことでしょう！そこでは何かを保存して前進させ、なくならないように見守ろうと努めて心配する必要はありません。天のキリストと結ばれている天的な働きには、このような心配は全くありません。あなたが天の立場に立つ時、状況は一変します。あなたは物事を先に進ませて前進させ続けさせるために、心配したり、いらついたりする必要はありません。「自分の手がけてきたものが駄目になって、自分は『成果』のないまま取り残されるのではないか。自分の時間と力をすべて注ぎ込んだものがなくなってしまうのではないか」と心配する必要はありません。天的な事柄は――神に感謝します――これらすべてのものの上におられる方が守っておられ、安泰なのです。


  主はこう言われました、「わたしの父の家には多くの休み場があります…。わたしはあなたたちのために場所を用意しに行きます」（ヨハネ十四・二）。あなたが天的な立場に到達する時、あなたは主が安息に入られたように安息に入ります。あなたは心配する必要はありません――ただこの立場に立ち続けるだけです。仮に心配する必要があるとしたら――仮に心配しなければならないとしたら――地的立場に下らないよう心配しなさい。なぜなら、そこは心配の領域だからです。上に居続けなさい。天的なものは安全に守られています――「万物を遙かに超えた」方が守っていてくださるのです。


  しかし、これはそれ以上のことを意味します。私たちは「キリストにあって天上のあらゆる霊的祝福」をもって祝福されており、そこにキリストと共に座しています。このキリストとの天的合一は大いなる豊かさ、大いなる満たしを意味するので、私たちは霊的供給のことで決して心配する必要はありません。私たちが正しい立場に立ち、正しい地位につきさえするなら、何という富、何という供給があることでしょう。これはまさに驚異的です。もしあなたが霊的にこの地上に降下するなら（矛盾した言い方です！）、あなたは自分の供給について心配しなければなりません。もしあなたが天然的な務めの水準に落ちるなら、物事を進めるためにどれほど辛い働きをしなければならないかご覧なさい。しかし、開かれた天の中に上って、天的立場とあらゆる霊的祝福に至るなら、豊かさと満たしが続きます。それらは抽象的なものではなく現実です。それは天的養いの奇跡の一つであり――全行程にわたって決して尽きることのない供給です。「自分はもう終わりだ。もう何もない」とあなたは感じるかもしれませんが、それに続いて新たな満たしが訪れます。再びあなたは「自分はすべてを使い尽くしてしまった。自分にはパンのひとかけらもない」と思いますが――それでも別の豊かさが訪れつつあります。主がそれを欲し、その必要があるときはいつも、このようです。こうしてあなたは何年も進み続けます。


  これはすべて、主が天におられ、教会は主に結合されて天にあることの一部です。これが「なぜ昇天と栄化なのか？」という問いに対する答えの一部です。


  



  天的勝利に対する神の証し


  



  しかしさらに、主の昇天と栄化は主のパースンと働きに関する神ご自身の証しでもありました。これは聖書が言っていることです。これが、「天から下って来た者、すなわち天にいる人の子の他には、だれも天に上った者はいません」（ヨハネ三・十三）等の節の意味です。これは主のパースンについての証しです。私たちは詩篇二二篇に続く詩篇二四篇に注意を払いました。詩篇二四篇は詩篇二二篇で「わが神、わが神、なぜわたしを見捨てられたのですか？」と叫ばれた方の正しさを証明します。天が介入して、この方とその十字架の御業を証しします。この章の初めで私たちはピリピ二・九を読みました。「それゆえに」――「死に至るまで、十字架の死に至るまでも従順であった」がゆえに――「神は彼を高く上げられました」。これは主と主の御業を証明します。これと同じことがヘブル二・九で読んだ節にも言えます。「死の苦しみのゆえに、栄光と誉れを冠として受けたのを、私たちは見ています」。主の高揚と栄化は主の勝利を宣言します。「栄光の王は誰か？」。「戦いに力強い主である」（詩篇二四・十、八）。主が入って来て、勝利を宣言されます。


  さて、真の戦いと真の勝利は天においてでした。私たちはこれをよく知っており、これは私たちにとって何ら目新しいことではないかもしれませんが、これを常に心に留めておくことが大いに必要です。この戦いは肉や血に対するもの、ユダヤ人の統治者たちや指導者たちに対するもの、ローマの役人たちに対するもの、ローマ帝国自身に対するものではありませんでした。これらすべてのものの背後に、別の霊的な帝国、目には見えないけれど、とてもとても現実的なものがあったのです。私たちはこれを知っています。この領域で真の戦いがなされました。二つの霊的王国、帝国が衝突し、そこで真の勝利が勝ち取られました。その勝利は「主権者たち、権力者たち、この暗闇の世の支配者たち、悪の霊の軍勢」に対する勝利でした。主はこの外側の世の体系の裏側に行き、この世の背後にあるすべてのものを対処されました。この領域で主はご自身の勝利を確立されたのです。


  状況が悪化するのを見る時、私たちの思いの中に問題が生じるのは事実です――ヤコブは殺され、ステパノは殉教し、数千の人々がローマの競技場に投げ込まれて虐殺されました。今日、無数の家庭や家族が破壊され、神の僕や民が投獄されているのを私たちは見ています。「主は御座に着いておられるのだろうか？主は万物の上におられるというのは本当なのだろうか？」と疑問に思うのは難しいことではありません。しかし、もしこう言ってもかまわなければ、この主の王国は「長期的」なものなのです。おそらくあなたは走者の競技を見たことがあるでしょう。その競技には一人の卓越した有名な陸上選手が参加しています。選手たちは競技で走り出しますが、その選手は他の選手たちには全く興味がありません。他の選手たちを先に行かせ、追い越されても不安な表情は少しも見せません。他の選手の行くがままにします。「他の選手たちが優勢で、この選手は劣勢だ」とだれもが思います。しかし――最後まで待ちなさい。彼は力を蓄えていて、最後の瞬間、他の選手たちがみな消耗しきった頃に、蓄えてあった力を用いていとも容易に試合に勝ちます。これは実力と持久力の素晴らしい勝利です。


  主イエスはこのようです。これが今日まさに起きていることです。主の敵が道を制して先頭に立っているかのように見えます。そして、主はあまり心配しているようには見えません。主に不安、苛立ち、深刻な懸念の様子は全く見あたりません。これは主が無関心だからではなく、主はご自身の余力をご存じだからです――主は何ができるのかをご存じなのです。何度も何度もそうであることが証明されてきました。最後に主は先頭に立って――試合に勝利されます。主は最初ローマ帝国に対してそうされ、それ以降くりかえしそうしてこられました。主は敵を先に行かせ、敵が道を制しているかのようです。しかし最後には、主の無限の蓄えと能力により、主は勝利を手中に収めて――賞を総なめにされます。


  



  最終的勝利の確かさ


  



  教会にとっても事情は同じです。「今日、敵がかなり機先を制している」と私たちは感じるかもしれません。時として、主は敵よりかなり後れを取っているように思われます。しかし待ちなさい！主は弟子たちに最後の言葉を語って言われました、「わたしはこの時代の終わりまで、あなたたちと共にいます」（マタイ二八・二〇）。「わたしは最後までとどまります」。最後の時、主イエスは場外にはおらず、とどまっておられます。場外にいるのは敵の方です。


  今日のような時代、この事実から力と慰めと助けを得る必要があると思います。私たちは容易に圧迫されてしまいます。数年前、私は極東からの知らせを耳にしました。数千人の兄弟姉妹や指導的な働き人たちが国中で逮捕され、投獄されたのです。彼らは長年忠実に力を尽くして主に仕えてきた人たちでした。私たちはこれと同じ肉体的苦難や投獄という目に実際には遭っていないかもしれませんが、同じ戦いの中にあり、この霊的圧迫は恐るべきものです。大気に敵意が満ちています。私たちには助けと励ましが必要です。主は高き所に昇って行かれ、そこで御座に着いておられるというこの事実以上に、私たちにとって助けになるものが他にあるでしょうか？


  これはこの偉大な真理に関する最初の点にすぎませんが、強力です。この事実はこの記録に記されている人々の上に顕著な影響を及ぼしましたが、その影響の中からこれが私たちに対して記録として与えられています。ルカはとても注意深い歴史家だったことを私たちは覚えておかなければなりません。彼は資料を正確かつ精密に調べてまとめるのに労苦した、と私たちに告げています。彼がもしこれに関して疑問や疑いを抱いていたなら、彼は決してこれを記録していなかったでしょう。彼は使徒行伝に記したすべての事柄に関して多くの証拠を持っていました。この書に記されている人々は様々な環境や状況の中にありましたが、勝ち誇っていました。大いに勝ち誇っていたのです！これは普通なら正反対の結果になっていたはずです。彼らの主は彼らから去って行かれ、雲に包まれて見えなくなりました。主は去って行かれました。彼らはどう感じてしかるべきでしょう？しかし、彼らは悲しみません。彼らは勝ち誇りつつ前進し、勝利を得ます。なぜなら、主は昇って行かれたからです！


  主イエスの高揚は贖いの八階調の大いなる音符の一つであり、私たちはこれを信じるべきです。主が天におられることを知るなら、私たちは恐れや不安から贖われ、災いの時、圧倒せんばかりの圧迫や抑圧から贖われます。まるで聖霊はこのように苦しんでいる人たちの内で、言葉では語っておられなくても、こう言わんとしておられるかのようです、「大丈夫です――主が御座に着いておられ、イエスが治めておられます――主が御座に着いておられます――主は高い所に昇って行かれたのです」。この真理のゆえに人々は最後まで持ちこたえると私は信じます。これは贖いの中の一つの偉大な要素です。


  



  代表者たる人が目的を達成されたこと


  



  しかし、「これはこの偉大な真理の一部にすぎない」と私は言いました。他に大きな部分があるのですが、今は示唆することしかできません。「人の子が元いた所に昇るのをあなたたちが見たら、どうなるのでしょう？」（ヨハネ六・六二）。「人の子が昇る…」。「人の子」というこの称号はある偉大な素晴らしい真理を示唆します。この称号は私たちを直ちにヘブル人への手紙に導きます。「人の子は何者なので、あなたはこれを御心にとめられるのですか？人の子は何者なので、あなたはこれを顧みられるのですか？あなたは彼を御手の業の上に置かれました。あなたは万物を彼の足の下に服従させられました。しかし、今もなお万物が彼に服従している事実を、私たちは見ていません」（ヘブル二・六～八）。人はまだそのために自分が造られた地位についていません。これはまだ完全には成就されていません。「御使いたちよりも少し低い者とされたイエスが、死の苦しみのゆえに、栄光と誉れを冠として受けたのを、私たちは見ています」（九節）。これは一体何を意味するのでしょう？


  ここに人の子なる方がおられます。この方は第一の者であり、被造物である人に関する神の御旨はすべてこの方によって実現されます。ここでヘブル人への手紙、特にその第一章について詳しく学ぶことは有益でしょう。「神は、私たちがここで語っている来るべき世界を、御使いたちに服従させることはなさいませんでした。しかし、ある人がある箇所で証しして言っています、『人は何者なので…』」（二・五～六）。神は未来の地球を人に服従させられます。これがここで見せていることです。私たちはまだ万物が人に服している事実を見ていません。しかし、人の代表者たる方が天におられ、人のために万物をご自身に服従させておられるのを私たちは見ています。天におられる代表者たる人により、これは人のために確保されているのです。


  著者は続けます、「ですから、聖なる兄弟たち、天の召しにあずかっている者たちよ…」（三・一）。ご覧のように、これは一つながりです。この「天の召し」とは何でしょう？主との交わりの中にあること、主との協力関係の中にあることです――「なぜなら、聖別する方と聖別される者たちとは、みなひとりの方から出ているからです。このゆえに彼は彼らを兄弟たちと呼ぶことを恥とせずに言われます、『わたしはあなたの御名をわたしの兄弟たちに告げ知らせます』」（二・十一～十二）。「ですから、聖なる兄弟たち、彼の協力者であり、互いに天の召しにあずかっている者たちよ…」。これはどういうことでしょう？来るべき地球を治める支配権を持つことです。主は天におられ、ご自身のパースンによりこの神の御旨を確保されました。主のパースンは人々を代表しており、主が「栄光にもたらしつつある」「多くの子たち」（二・十）を代表しています。これが主が「高き所に昇られた」（詩篇六八・十八、エペソ四・八）理由です。これは人なる方が就任して、人に関する神の永遠の御旨を完全に執行されることを意味します。人なる方が、栄光へ導かれつつある多くの子たちの中の第一の者として、天で就任されたのです。


  おそらくあなたは尋ねるでしょう、「天的支配と統治は、今日と旧経綸ではどう違うのでしょう？旧経綸でも天が支配していたからです。ダニエルの時代、天が支配していました」（ダニエル四・二六：参照十七、二五、三二節）。確かに旧経綸でも天が支配していました。しかし違いは何でしょう？この問いは巨大な扉を開放します。そして、このヘブル人への手紙全体がこの問いに対する答えです。純粋に地的で一時的な経綸と、永遠で天的で霊的な経綸との間には、大きな違いがあります。この違いはこの手紙――「さらにまさった」事柄に関する手紙――で述べられているすべての違いを含んでいます。人の子なる方の天的統治では、あなたは旧経綸における神の一般的主権よりも遙かにまさったものの中に入ります。これはあまりにも重大な問題なので、ここで考察することはできません。しかし、これはすべて「なぜ主は天で栄光の中におられるのだろう？――なぜ主は上って行かれたのだろう？なぜ主は昇天して栄化されたのだろう？」という問いに集約されます。イエスが天におられることは、何かとても偉大な課題を意味するのです。


  



  実際的な試金石


  



  さて、次のことを述べて終わることにします。教会は天的団体、天的民です。また御言葉が告げているように、私たちは「彼と共に天上に座して」おり、「天上のあらゆる霊的祝福をもって祝福」されています。おそらく、これについて聖書講解をすることもできるでしょう。しかし、これらの真理を知ることと、その恩恵に浴することとは、全く別問題です！あなたは自分が取った一つ一つの立場について、常に徹底的にきわみまで試されるでしょう。これは聖書を貫く法則であることを覚えておいてください。あなたが受ける試みは、あなたが取って宣言した立場に相応します。ですから、「私は天的立場を取ります」とあなたが言う時、あなたはあなたの天的立場に関して徹底的に試されるでしょう。あなたはあなたの助けになるものをこの地上では得ません。あなたはすべての助けを天から受けなければなりません。あなたはあなたを守るものをこの地上では得ません。あなたはすべての守りを天から受けなければなりません。あなたはあなたを擁護するものをこの地上では得ません。あなたはあなたを擁護するものをすべて天から受けなければなりません。あなたは自分の地位について試されるでしょう。しかし、神を賛美します。この地位は永遠であり堅固です。それは試みに耐えうる地位です。


  これはとても深く私たちを探ります。最初、弟子たちは大いにこれを喜びました。そして、その喜びの大部分は最後まで残りました。しかし、彼らは時としてこの問いに関して実際的戦いを経験したことは明らかです。彼らはこの立場――イエスはキリストであるという立場――を維持するために戦わなければなりませんでした。状況的に、この立場を非常に強く確証することが必要でしたし、状況がどうであれ、一歩も譲らずに「彼は主です！」と言わなければなりませんでした。これは決してロマンチックなことではなく――死に物狂いのことです。ですから使徒は言います、「立ちなさい（中略）抵抗しなさい（中略）すべてをなし終えて立ちなさい！」。どこでそうするのでしょう？「私たちの格闘」は「天上において」です。そこに主と共に立ちなさい！


  



  第６章 聖霊降臨


  



  贖いの八階調の六番目の音符である聖霊降臨を見るにあたり、前と同じように、「なぜ聖霊なのか？」という問いをもってこの問題に迫ることにします。もちろん、聖霊の降臨によりこの地上で新しい経綸が始まったことを私たちは知っています。ですから、この時代に生きるクリスチャンである私たちは、これは何を意味したのか、また私たちが生きるこの時代特有の特別な特徴は何かを知らなければなりません。


  もちろん、私たちがこの「経綸（dispensation）」という言葉を用いる時、この言葉は通常一般的には「時代」を意味しますが、それ以上の意味を込めて用いています。「経綸はある出来事や日付によって区切られており、一方の特定の時点から他方の時点まで継続するものである」と考えられています。しかし、この言葉にはそういう意味もあるのですが、それ以上の意味があります。この言葉自体は字義的には「一家の経営」、「執事の仕事」を意味し、したがって「執事職」を意味します。このことから、ある一定の期間に生じる出来事の順序や性質を意味するようになりました――「経済、エコノミー（economy）」という言葉が意味するとおりです。この「経綸」という言葉は、事実、「経済」と元々は同じ言葉です。つまり、ある時点で何が行われているのか、どのように行われているのか、その支配的原則は何かを意味する言葉なのです。


  ですから、繰り返し言います。世界史における今の時代の特徴が何かを知ることは、クリスチャンにとってきわめて重要です。何が行われているのか、どのように行われているのか、その支配的原則は何かを知ることが重要なのです。なぜならあなたや私は――この問題を自分自身にあてはめてみましょう――この特別なエコノミーの中にある民だからです。これを認識しそこなったせいで多くの混乱や弱さが生じてきましたし、これからもそうでしょう。いわゆるペンテコステの日に始まったこの神の経綸、エコノミーの特徴は何か、私たちは知らなければなりません。もちろん、ペンテコステとは「五十番目の日」を意味するにすぎません――この祭りでは、初穂の祭りの五十日後に、二つのパンが揺祭としてささげられました。この「ペンテコステの日」はこのようなとても多くの「五十番目の日」の一つであり、その中で最も際だった、最も素晴らしいものでした。これは際だっており、唯一のペンテコステと思われています。しかし、その時なにかが起こり、この世界を統治する神のエコノミーは全く変わってしまいました。この変化とは何だったのでしょう？あなたや私はこれを理解しなければなりません。明確に理解しなければなりません。


  「この日、聖霊が統治を引き継がれた」ということだけではありませんでした。そうではありませんでした。聖霊は常に責任を担っておられました。聖霊は創造の時、責任を担っておられました。「神の霊が水の面を覆っていた」（創世記一・二）。また、旧経綸の間ずっと、聖霊は活動しておられました。聖霊は臨在しておられました。型や象徴や絵図として臨在しておられただけでなく、時には実際の力と知恵を人々に賦与することもありました。聖霊はこれまでずっと臨在して監督してこられました。私たちが理解すべきは、聖霊はペンテコステの日に統治を引き継がれたということだけでなく、聖霊は全く新しい原則に基づいて統治を引き継がれたということです。その日、聖霊の働きの行動原理に一大変化があったのです。


  おそらく、この事実を提示する最も助けになる方法は、まず第一に、この贖いの八階調の時系列に注意を引くことでしょう。聖霊降臨は全体の一部、贖いの一部にすぎません。しかし、それはこの八階調の中でとても重要な音符です。この八階調のこれらの段階、局面を追う時、その全体の流れを認識することができれば、この階調の一つ一つの連続的律動を理解する助けになるでしょう。


  



  （１）受肉


  



  贖いの八階調の時系列を見ることにしましょう。この八階調の最初の音符、局面は神の御子の受肉でした。神の御子が人の姿でこの世界に来臨されました。この受肉には三つの目的があることを説明しようとしたことを、あなたは覚えておられるでしょう――受肉には三つのきわめて明白な意味がありました。一つ目は、人を贖うことです。人の性質について、また人は何から贖われなければならないのか、私たちは見ました。二番目は、神の当初の原型にしたがって人を再構成することです。三番目に、人を完成することです。神の御子は「人の子」という称号を帯びてこの三つの目的に取り組まれました。そして、彼ご自身において、この三つの目的は個人的に実現されました。彼は贖い主であっただけでなく、彼ご自身が贖いだったのです。贖いは人格的なものになりました。贖いとは彼が行われたことだけでなく、彼ご自身でした。彼は贖われた人の原型なのです。いま述べていることを補う必要があるでしょうか？繰り返すと、イエスは贖い主であっただけではありませんし、贖いとは彼が行われたことだけでもありません。イエスは贖いの個人的化身であり、代表者なのです。彼は贖われた人の代表者であり、贖われる時に出現する人類の代表者です。


  次に、彼は神の御心にしたがって再構成された人でした。再構成されて別人になった人を代表する人でした。彼ご自身、「苦しみを通して完成されました」（ヘブル二・十）。彼は苦しみと試みを通して完成された人を代表しておられます。もちろん、善良で罪のない者にされたという意味ではなく、完成に導かれたという意味です。聖書の中の「完全」という言葉は、ある状態を意味するだけではありません。私たちはこれを常に覚えておかなければなりません。この言葉は度量、成熟、欠け目のないこと、「あらゆる点で十分なこと」、「仕上がり」、決定的成就を意味します。彼の場合、完成されることはさらに良い者になることではありませんでした――何ものもそうすることはできません――しかし、彼は人として成長しえたのです。事実、彼は成長されました。すでに見たように、公生涯以前の彼の生涯は十二歳以前と以後の二つの期間に分かれますが、この期間について、「（彼は）知恵においても身の丈においても成長した」、「神の恵みが彼の上にあった」、「（彼は）神と人から好意を得た」（ルカ二・四〇、五二）と述べられています。彼は成長されました。そして公生涯の三年半の間、忍耐、信仰、愛がどれほど成長したことでしょう。彼は完成された人であり、苦しみを通して完成されました。つまり、彼は欠け目のない者にされたのです。これが受肉です。


  



  （２）地上生活


  



  次に、私たちは彼の地上生活について考えました。私たちは彼の三十年間と三年半に注目し、それを要約してこう言いました、「ここに神が求めておられる種類の人がいます。あらゆる試みや試練、どんな逆境の時でも、彼は私たちの模範です。神はこのような種類の人――真の人性――を得ることを求めておられます」。すでに述べたように、この方は「顕現」、すなわち、神が人の姿で一時的に訪れたものではなく、人として赤ん坊から成年に達するまで生活し、神の承認を受けた者として地上に立たれました。この方について、神は「わたしは彼を喜ぶ」（マタイ三・十七、十七・五）と言うことができました。この方は人として神を満足させました。この地上生活は、神が得ようとしておられる人、神が求めておられる人を、私たちに提示し、私たちの前に置きます。


  彼ご自身が一体どのような御方だったのか、また彼がそれによって支配されていた数々の法則や原則――これらのことを見るための目と、把握するための理解力を私たちが持ってさえいれば！彼は他の人と何と異なっていたことか――全く異なっておられ、すべての人が不思議に思いました。「あなたたちの間に、あなたたちの知らない方が立っておられます」（ヨハネ一・二六、アメリカ標準訳）。これは、彼は肉において現れた神聖な神の御子だったということだけではありません。繰り返し明らかになったように、人々は人としての彼すら理解できませんでした。最も親しい友人たちですら彼を誤解し、理解できませんでした。人としての彼には何か他の人と異なる、説明できないものがありました。しかし、彼こそ神が得ようとしておられる種類の人なのです。


  ちなみに、おそらくここで次のことを述べる必要があるでしょう。これはある程度――その程度は小さなものかもしれませんが、とても現実的です――すべてのクリスチャンもそうでなければならないのです。この世は彼を知らなかったので、私たちをも知りません（ヨハネ一・十、十六・三、一ヨハネ三・一ｂ）。真のクリスチャンは、世には理解不能な何らかの特徴を帯びているべきです。世に理解させようとしてもできない何らかの特徴を帯びているべきです。何かが異なっているのです。私たちは人々と異なる独特で奇妙な存在になろうと努める必要はありません。なぜなら、主と共に進み続けるなら、私たちは確かにそのような者になるからです！


  



  （３）十字架


  



  次は十字架でした。十字架には三つの要点があることを私たちは見ました。第一に、一人の人、一つの種類の人が暴露されたのを見ました。主イエスの十字架は恐るべき方法で天然の人を暴露し、あらわにしました。十字架ほど人が自分の本性を暴露し、人はどのような者で何をなしうるのかを示したものはありません。人は実は悪魔自身によって動かされ、駆り立てられているのです。悪魔は人の内に足がかりを持っているのですが、きっかけさえあればこれは明らかになります。十字架はまさにこのきっかけでした。「ああ、彼らは酷い人たちです。私たちはこのような人々とは全然違います。私たちなら決してこんなことはしません」と思わないようにしましょう。自分が試みにさらされるまで待ちなさい。私たちの性質中にある罪の深みを暴露して、私たちを誘い出す環境が私たちの上に臨む時、私たちにできないことは何もないのです。そうです、人は十字架で暴露されました。


  第二に、人が分類されるのを見ました。人は自分が何者でどこに属するのかを示し、しかるべき区分の中に入れられました。これはクリスチャンである私たちの場合もそうではないでしょうか？私たちが聖霊の光の下で、自分自身の心についていくらか真に理解する時、ある程度自分自身について知る時――私たちは自分がどこに属しているのかを知るのではないでしょうか？しかし神の憐れみと恵みのゆえに、私たちは最後に自分がどこにいることになるのかを知るようになります――私たちは「自分の居場所」に行くでしょう。そこに私たちは属しています。十字架は人を分類し、人がどこに属すのかを示しました。


  



  （４）復活


  



  復活とは、別の人が迎え入れられて立証されたことを意味します。使徒パウロは言いました、「聖なる霊によれば、死者からの復活により、御力をもって神の御子と宣言されました（あるいは、選定されました）。この方はイエス・キリストです」（ローマ一・一、四）。これがすべてを要約しています。復活はこの人なる方に対する神の証しです。この方は拒絶された人の代わりに――取り除かれるどころか――迎え入れられたのです。


  



  （５）昇天


  



  昇天と栄化は次のようにまとめられます。すなわち、昇天と栄化は新しい人の就任です。この方は栄光に導かれつつある子らの中の第一の者であり、その代表者です。新しい人が天で就任されました。


  



  御霊が来臨されたのはこれらの事柄を信者の内で実際化するためである


  



  この八階調の最初の五段階に関する短い備忘録を念頭に置きつつ、聖霊降臨に来ることにします。各段階は先立つ段階に続くものでなければならないこと、各段階は先立つ段階の一部であることがわかります。聖霊降臨はこうした先立つすべての段階を引き継いで、それらを天で栄光を受けた主から地上にもたらし、あなたや私の内で有効化されました。聖霊はこの贖いをあなたや私の内で発効するために来られたのです。この贖いのためにキリストは来られました――「キリスト・イエスにある贖い」（ローマ三・二四）――人のこの再構成はキリストにあって示されました。聖霊が来臨されたのは、キリストにあって完成されたこの働きを引き継いで、それを私たちの中で完成させるためです――私たちをも完成させて、キリストの完全さをもって私たちを完全にするためです。


  ですから、聖霊の働きの原則は、このような点で、受肉の完全な意義以外のものではありません。


  この地上生活について述べると、ここに人なる方、神が求めておられる種類の人がいます。そして、聖霊は私たちをこの種類の人に、神の御子のかたちに同形化するために来臨されました。一言で言うと、私たちをキリストに似た者とするためです。これが聖霊の働きです。このために聖霊は来臨されました。これは私たちにとって栄光の望みです。


  十字架について述べると――そうです、次のことが同様に言えます。すなわち、聖霊の働きは常に、排除された古い人に反対して証しすることなのです。もしあなたや私が真に聖霊によって内住されており、治められているなら、この古い人に触れる時それがわかるでしょう。この古い人は立ち入り禁止区域であることがわかるでしょう。「立ち入り禁止――近づくな！」という標識が掲示されていることに気づくでしょう。この古い人に触れる時に受ける痛みや反動に気づかないクリスチャンはみな、聖霊に対する感受性に欠けています。しかし、これには他の面もあります。聖霊は私たちを積極面に保って言われます、「さあ、これが道です。命の道です。その古い立場から離れなさい――この命の立場にとどまりなさい！」。親愛なるクリスチャンよ、これを心にとめなさい。その古い人と手を切りなさい！古い人を掘り返して、それを見つめてばかりいてはいけません。古い人の所に行ってその周囲を巡り、その中に――すなわち自分の中に――何か良いものを探そうとしてはいけません。なぜなら、そうしようとしてもできないからです！神の判決は「古い人の中には『良いものがなにもない』」（ローマ七・十八）です。ですから、この古い人の立場を離れて、この新しい人の立場にとどまりなさい。この古い人は暴露されました。きっとあなたはすでに、この古い人がどれほど悪いかをご存じでしょう。どうしてこの古い人に関わる必要があるのでしょう？


  聖霊が来臨されたのは、私たちがそれに基づいて生活するべき別の立場があることを私たちに知らせるためです。聖霊が来臨されたのは、十字架の働きを有効化するためです。十字架は古い人を取り除き、新しい人をもたらします。言い換えると、十字架は復活のために道を拓くためです。あなたや私は今、彼の復活の立場に基づいて復活の命によって生きるよう、聖霊によって召されています。復活はこの経綸の偉大な特徴です。古い人を取り除いて新しい人のために道を拓くこと――これは二つの対をなす真理です。聖霊はこの立場に基づいて働くために来臨されたのです。


  最後に、これはみな栄光のうちにある人なる方に集約されます。彼はこうしたあらゆる神聖な事柄の化身です。彼は天で就任しておられ、地上のあらゆる危険を超越していて、地上から介入されるおそれはありません。この世は状況を変えようとしていますが、彼はこの世の手の届かない所におられます。彼はこの世を全く超越しておられます。そして聖霊が来臨されたのは、彼の中に化身されているこれらすべてのものを引き継いで、それを私たちや教会の中で成就するためです。


  ですから、「なぜ聖霊なのか？」という問いに対する答えは次のとおりです。すなわち、人類に関する主の受肉の意義をすべて有効化するためであり、主の地上生活の意義を有効化し、主の十字架の意義を有効化し、主の復活の意義を有効化し、主イエスの昇天と栄化の意義を有効化するためです。聖霊はこれをすべて引き継がれます。その目的は、それをすべて信者の内に実現させることです。


  



  聖霊は主イエスに専念される


  



  このように聖霊は主イエスに専念しておられます。聖霊はすべてを含み、すべてを包含する一つの関心を持っておられます。聖霊は主イエスに集中しておられ、主イエスだけを見、主イエスにすべての力を注いでおられます。それは主の栄光を表すためであり、信者の内におられる主の栄光を表すためです。ご存じのように、主イエスは「聖霊はわたしの栄光を表します」（ヨハネ十六・十四）と言われました。これが聖霊の働きです。おそらく、これはあまりにも馴染み深いことなので、何の感興も湧かないかもしれません。しかし、次の事実を新たに黙想するたびに、私の心は大いに慰められます。すなわち、聖霊の偉大な降臨はこの一つのこと――あなたや私の内で、すなわち教会の内で、人の子としての主イエスの臨在と御業を実際化すること――を焦点としており、これに集約されるのです。この事実は祈りの確信の根拠と希望の保証の根拠を与えます。このように聖霊はこの経綸において働かれるのです。


  これがまさに、弟子たちと過ごした最後の日々における、私たちの主の負担でした。主は公の務めをやめ、群衆から身を引き、最後の多くの時間を費やして弟子たちに専念されました。この最後の日々を見る時、主は指示や教えを弟子たちに与えて心中の負担を下ろされたわけですが、当時主の心中の負担はすべて、来るべき日と関係していたことがわかります。「その日には…」、「その日には…」と主は言われました。そして、「その」日とは聖霊の日でした。「聖霊が来られる時…」。「聖霊が来られるその日には…」。主は聖霊降臨の重要性と意義をきわめて重んじられました。なぜなら、主の来臨の目的、受肉・人間生活・十字架の目的は、聖霊がそれを他の人々の内に有機的に生き生きと複製しない限り、全く価値がないことを主はご存じだったからです。


  主はこれを次の有名な御言葉に要約されました、「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです。しかし、死ぬなら多くの実を結びます」（ヨハネ十二・二四）。さて、主がこれを語られたのは、「イエスにお会いしたいのですが」（二一節）という願いを表明したある人々に応じてでした。これは奇妙で不思議な返答でした。「人の子が栄光を受ける時が来ました（中略）一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです…」。主の御言葉の意味は確かに次のようなものでした、「あなたたちはこんなにも熱心に尋ね求めていますが、あなたたちが栄光を受けた人の子を見ることができるのは、人の子が他の人々の内に複製される時だけなのです。これは自分自身を複製するトウモロコシの場合と同じです。そこにあなたたちはわたしを見、わたしの栄光を見るでしょう」。


  人の子、栄光の人の子を見ることができる所は、教会、信者たちをおいて他にない、という意味がここに示されています。ああ！私たちは何と少ししか栄光の人の子を表していないのでしょう！しかし、これが主の道です。私は言いますが、主はこれに専念して多くの時間と日々を費やされたのです。「わたしが来て生活行動したことがすべて有効化されるには、聖霊来臨の必要があります。わたしがとどまることよりも聖霊来臨の方が遙かに重要です。もしわたしがとどまるなら、わたしは一粒の麦のようです。もしわたしが去るなら、わたしは聖霊による複製のための余地を設けることになります」。こうして、主を知る唯一の道、主を見る唯一の道はこの道である、と主は教えられたのです。


  



  神の御旨を妨げる障害物である死は取り除かれた


  



  これは私たちの上にいかなる影響を及ぼすべきでしょうか？確かに言えるのは、まず第一に、聖霊が私たちの内で正当な地位について、何の妨げもなく自由に御業を行えるよう、これは私たちの上に実際的に働かなければなりません。神はあらゆる障害物の中で最大の障害物を神の側から取り除いてくださったことを思い出しましょう。ヘブル人への手紙は主イエスを天で就任した人なる方として示しています――「栄光と誉れの冠を受けたイエスを私たちは見ています」（二・九）――これが意味するのは、今や神は人類に関する御業に取りかかれるということです。神の御思いは常に人と関係しています。「人は何者なので、これを御心にとめられるのですか？人の子は何者なので、これを顧みられるのですか？」（二・六）。ここに人なる方がおられ、この方に人々は同形化されなければなりません。しかし、これを妨げるものがありました。これを不可能にする大きな妨げがあったのです。その妨げとは死でした。死が道を邪魔していました。万物の上に死の判決がとどまっている限り、人は決してこれに到達できません。人の始祖が罪を犯した時、神のあらゆる御旨の大敵である死が、判決としてすべての人の上に下されました。ですから、死がこの途上に立ちはだかっています。この人、この種族は決してそこに到達できませんし、決してそうなることもできません。


  しかし、「死の苦しみのゆえに、栄光と誉れの冠を受けたイエスを、私たちは見ています」。主はこの障害物、この妨げを取り除き、それを滅ぼされました。「死を通して、彼は死の力を持つ者を無に帰されました」（ヘブル二・十四）。彼は「すべての人のために死を味わわれました」（九節）。主はこの大きな妨げを取り上げて、道から除いてくださいました。今や、私たちはこの方に似た者になれます！神の側から、この神の御旨を妨げる最大の障害物は取り除かれました――最大の障害物が取り除かれたからには、すべての障害物が取り除かれたのです――こうして道が開かれました。


  ですから、これは私たちの上に、この死――古い人の上にとどまっている死――の立場を離れて近づかないよう注意する、という影響を及ぼしてしかるべきです。これは神秘的に、難解に聞こえるかもしれませんが、事実、これはとても現実的であり、とても実際的です。もしあなたや私が自分自身と少しでも取り引きを始めて、自分自身の中に落ち込むなら、死が働き始めるのがわかります。常にそうです。敵もこれを知っています。この「天然の車輪」（ヤコブ三・六）を動かし、これを掻き立て、これに私たちを巻き込めさえすれば、再び私たちを死の力の下に捕らえられることを、敵は知っています。聖霊は命の霊であり、命の立場に基づいて働かれます。ただ命の立場に基づいてのみ働かれるのです。ですから、常に命の立場にとどまることを、あなたや私は実行しなければなりません。私たちに対する神の御思いは命であって死ではないことを、私たちは覚えておく必要があります。もし私たちが命を握るなら、神は行動され、聖霊は動かれます。私たちはあまりにもたやすく死を受け入れてしまいます。敵は常に何らかの形で死を私たちに差し出して、それを私たちに取らせようとしています。もし私たちが何らかの方法で死をもてあそび始めるなら、それはまさに悪魔に働く機会を与えることであり、悪魔がすべてをだめにするでしょう。死は聖霊の正反対です。これが何を意味するのか、どうか主が私たちに教えてくださいますように。


  このように、聖霊は復活したキリストに専念しておられ、キリストの復活の命の意味を私たちの内で実際化することに専念しておられます。その目的は栄化です。


  



  今日の懲らしめは将来の統治と関係している


  



  キリストの中に人に関する完全な御旨があります。これは実に完全な御旨です。前の章でこれについてヘブル人への手紙からいくらか述べました。「あなたは彼に御手の業を治めさせられました」（詩篇八・六）。「あなたは万物を彼の足の下に服従させられました」（ヘブル二・八）。「神は、私たちが今語っているこの地を、御使いたちにではなく、人に服従させられました」（ヘブル二・五）。これは素晴らしい召しであり、素晴らしい使命です。この使命は、キリストとの合一により、来るべき代々にわたって、この世界を統治すること以外の何ものでもありません。「これは素晴らしい思想、麗しい概念です――しかし、この麗しい概念や思想は遠い未来の来るべき代々のことですから、一体どのような実際的価値があるのでしょう？」とあなたは仰るのでしょうか？これまでキリストについて、人のキリストとの関係について、来たるべき時代キリストと人が共に協力して地を治めることについて見てきました。この素晴らしい描写のあと、このヘブル人への手紙から明らかになる二つのことがあります。


  一つは、この御旨に関して、今、神は信者の内で何かを行っておられるということです。ヘブル人への手紙十二章を覚えておられるでしょうか？「肉の父は、しばらくの間、自分の考えにしたがって私たちを懲らしめますが、なお彼を敬うとすれば、なおさら私たちは霊の父に服するべきではないでしょうか？」（九～十節）。この手紙はすべてこの点に全く帰着します。十二章で著者は彼のメッセージの目的に迫って、まとめています。その目的とは一体何でしょう？「聖なる兄弟たち、天の召しにあずかっている者たちよ…」（三・一）。キリストとの合一により来たるべき地を支配すること――これが私たちの召しです。しかし、そのために私たちは訓練されなければなりません。今、私たちの霊的生活の中で私たちに起きていることはそのための訓練であり、とても実際的なことなのです。


  もしあなたや私に学ぶべきことが一つあるとするなら、それはまさに霊的に優位に立つ方法です。どうして主はこれらの境遇――逆境や試み――を許されるのでしょう？どうして主はそれらの境遇を阻止されないのでしょう？霊において優位に立つことを私たちが学ぶためです。なぜなら、この統治は事務的なものではなく――霊的統治だからです。この世界を現実に統治することは霊的に統治することです。人々やあらゆる出来事の背後で、ある霊的体系が働いています。しかし、その体系は邪悪なものです。神はご自身の宇宙の中からそれを一掃して、その代わりに良い体系を設置されます。その体系は霊的な体系ですが、天的な体系でもあります。この世界に天的な背景が設置される時、世界はどれほど様変わりすることでしょう。神はこの世界を健全な世界にされます。それは、その上に霊的で健全な統治を打ち立てることによってです。そして、この支配権は聖徒たちの手に渡されます。


  しかしこの目的のために、私たちは私たちの霊の父の御手により、恐ろしい罰や恐ろしい教育を通ることになります。これはみな霊的に優位に立つためのものです。毎日、私たちには霊的に克服すべきことがあります。毎日、私たちの足の下に服従させなければならないことがあります。しかし、逆に私たちが克服され、あしげにされることがあまりにも多いのです。克服するには主と協力しなければなりません。私たちが受ける訓練は、物事を私たちの足の下に服従させる術を学ぶためです。聖霊がここにおられるのはそのためです。「御霊を通して力をもって内なる人の中で強められますように」（エペソ三・十六）、「主の御力によって強められなさい」（参照 エペソ六・十、一ペテロ四・十一）という御言葉はみな――こうした御言葉はみな、霊的に優位に立つこと、頂点に立つことと関係しています。


  



  励ましと警告の必要性


  



  このヘブル人への手紙から明らかになるもう一つのことは、常に激励と励ましの音色が鳴り響いていることです。「前進しようではありませんか…」。多くの警告と懇願があります。なぜでしょう？それはこの高い召しのため、この偉大な使命のためであり、私たちが新創造とされて神の御子に結合されるというこの御旨のためです。来るべき地と、それを治める支配権――これが私たちの嗣業です。私たちには多くの励ましが必要であり、多くの激励が必要であり、常に警告が必要です。これはあまりにも重大な事柄です。「こんなにも偉大な救いをなおざりにするなら、どうして逃れることができるでしょう？」（二・三）と手紙の著者が述べた時、彼はこれを言っていたのだと私は信じます。「こんなにも偉大な救い」とは、たんに地獄を逃れて何とか天に滑り込むことだけではありません――この手紙に記されていることはみな次のことです。すなわち、「天の召しにあずかっている者たち」ということなのです。


  聖霊が来臨されたのはまさに、これを有効化する目的のためです。おそらく、主イエスが聖霊を呼ぶ時に使われた数々の名に、あなたはあまり強い印象を受けてこなかったでしょう。例えば、主は聖霊のことを私たちの言葉で「慰め主」と呼ばれました。もちろん、これはとても良い名です。私たちには慰めが必要です。しかし、これは聖霊の御名の意義の一部にすぎません。この御名のさらに十分な意味は「傍らに呼ばれた者」であり、聖霊は私たちと共に働いてくださいます。また、「促す者」「弁護者」という意味もあります。聖霊は傍らに寄りそうために来臨されました――聖霊は私たちの助け手になってくださいます。また、聖霊は促す者になってくださいます。聖霊はこの偉大な働き――私たちを神の御子に同形化して、来るべき代々の時代に永遠の使命を成就する働き――を促してくださるのです。


  



  第７章 教会：その誕生、使命、完成


  



  なぜ教会なのでしょう？


  神の最大の関心・興味は御子です。この宇宙における神の二番目に大きな関心・目的は教会（the Church）です。聖書ではこの二つは一緒にされています。その御言葉は次のとおりです。


  「神はキリストを万物の上にかしらとして教会にお与えになりました。この教会はキリストのからだであって、すべてのすべてである方の豊満です。」（エペソ一・二三）


  教会はキリストの「豊満」です。教会はキリストを必要とし、キリストは教会を必要とされます。


  



  教会とは何か？


  



  「なぜ教会なのか？」という問いに対する答えを二、三の短い文章で答えようと思います。


  第一に、教会はこの世が造られる前にキリストにあって選ばれていた民からなる特別な団体です。これはエペソ一・四に明確に述べられています。この御言葉は、この教会、人々からなる特別な団体は「彼にあって選ばれた」と述べています。キリストが選ばれ（ルカ九・三五、詩篇八九・十九参照、イザヤ四二・一）、任命された（ヘブル一・二、三・二）のと全く同じように、教会もそうだったのです。


  第二に、教会は天的な民に今なるよう諸国民の中から召された民の団体です。今後、来るべき時代になるのではなく、今なるのです。これは使徒行伝十五・十四で明らかに示唆されています、「神は訪れて（中略）御名のために一つの民を選び出されました」。主はこれを指して、「わたしはわたしの教会を建てます」（マタイ十六・十八）と言われました。


  第三に、教会は個人的に召された人々からなる団体ですが、たんなる大勢の個人ではありません。彼らは決して個人的に選ばれたわけではありませんし、別々に選ばれたわけでもありません。一つのまとまりとして選ばれたのです。これを覚えておくことがとても重要です。聖霊の働きは常に、神によって永遠の過去から決定され、定められていたことを実現することです。ですから、聖霊の働きは後で考えたものではなく、計画にしたがったものであり、永遠の一つ（oneness）――この一つはキリストの中に、キリストと共にあります――を実現し、遂行することです。なぜなら、これが神の御旨だからです。


  



  神の御思いの壮大さ


  



  ここで、数年前に出版された本の中から引用したいと思います。この本はこの問題を私がなしうる以上にうまく述べています。これは私の文章ではないので、そのまま再掲します。


  「この問題（すなわち教会、the Church）について適切に考慮するには、新約聖書における教会という概念の壮大さについて理解する必要があります。エペソ人への手紙とコロサイ人への手紙では、教会はキリストのからだであるという見解が示されています。この二つの手紙から、教会は今の時代に贖われた民からなる、理想的な、目に見えない、不可分で、不可侵の団体であることがわかります。真に再生された人しかその中に加われません。選ばれた人しかその祝福にあずかれません。教会は失敗や欠点とは無縁です。教会の中に偽物や偽善者は入れません。教会に不調和や分裂はありえません。教会の合一を破ることはできません。教会の召しと栄光は天的です。キリストに対する教会の関係は聖なるものであり、親密です。教会の運命は主にあって想像もできないほど素晴らしいものになるよう定められています。今日の諸世紀を通して、世代毎に続々とこれに貢献してきました。歴史的に見ると、教会の構成員たちは一人一人召され、教会の中に組み込まれてきたわけですが、神は常に教会の完成した姿や栄光を目指してこられました。実に、永遠の過去からずっと、神の御心の中には教会があったのです。さまざまな位を持つ天使たちは天的な高い所から教会を観察し、神聖な建設者の多種多様な知恵に感嘆し、驚いています。この時代の過ぎゆく年月の間、キリストご自身が教会を建設し、卓越した壮大さを持つこの宮に石を一つ一つ加えておられます。そしてついに教会が完成してきよめられ、しみのない天の栄光で光輝くものとなる時、教会は主ご自身にささげられ、永遠の祝福の満ち満ちた享受の中に入ります。この祝福がどのようなものか、今はまだ明らかにされていません」。


  一面において、これは決して誇張ではありません。他方、これは神にとって、キリストにとって、そして私たちにとって、何か途方もない価値を持つ事柄について示しています。きっとあなたはこれに同意されるでしょう。


  もしこの主張に問題を感じるなら、前述の発言はみな神の観点から、天の観点からなされたものであり、私たちの観点からではないことを思い出さなければなりません。神は教会を永遠にこのようにご覧になります。地上にある教会の今日の状態について神はどのようにご覧になっているのかは別問題です。しかし、これが神の永遠の御思いであり、これが永遠の未来に神が獲得される教会の姿です。教会は将来そうなるでしょう。そして最終的に、教会はそのようなものであったことがわかるでしょう。私たちがこれを見るのは難しいかもしれません。しかし、神の観点から見れさえすれば、前述の文章はすべて真実であることがわかるでしょう。


  



  敵からの証言


  



  少しの間、私たちが抱えている問題を保留して先に進むことにしましょう。教会は確かなもの、実体です。教会はたんなる抽象的概念ではなく――想像の産物でもありません。教会は現実のものです――教会を人間的構成にしたがってではなく真の構成にしたがって見るなら、教会は神の御心において現実のものであるだけでなく、その実際的存在も現実のものです。教会は神とキリストにとって途方もない価値を持つ重要なものです。御言葉から読んだように、教会はキリストの「豊満」であると宣言されています。キリストが持つすべての価値――キリストの豊満――は教会のためであり、教会の中にあり、教会を通してです。これを証明する神の御言葉や教会史を私たちは手にしています。教会はこれまで続いてきましたし、粘り強く生きながらえてきました。教会の重要性や意義を証明するさらに多くの証拠が必要なら、いつでもそれを神の権益に対してはなはだ敵対的なある特定の方面から得ることができます。サタンはキリストを憎んでいるように、教会をも憎んでいます。彼は他のなにものにもまして教会に対して多くの問題事をもたらします。


  この本からもう一つ引用したいと思います。この引用が最初の引用ではないことを、私は大いに喜んでいます。


  「キリスト教の時代の間ずっと、少数の信者たちが団体生活の中でこれらの聖書的原則を実行しようとしてきました。きわめて厳しい無慈悲な反対が彼らに臨みました。この世からではなく、教会と称されていた組織化されたキリスト教世界から臨んだのです。この強力な組織によって、彼らは抑圧され、誤解され、迫害され、罵られ、嘲られ、無視されました。しかし、彼らは何世紀にもわたって生きながらえてきました。これはこれらの原則や神の御旨であるこのような教会の実行可能性を示す十分な証拠です」。


  それから、別の本から短い抜粋を紹介します。この抜粋は教会に関してです。


  「この卓越した真理は、神の栄光とキリストのパースンに影響するものです。ですから、大敵であるサタンがこのような真理に反対するのも不思議ではありません。サタンは力を尽くし、執拗な巧妙きわまりない手段を用いて、この真理に反対したり、この真理の偽物を造り出したりします…」。


  そうです、主イエスご自身の次に憎んでいるものがサタンにあるとするなら、それは教会とその真の表現です。私は教会の表現というこの問題――教会の表現の必要性、その可能性、その性質――にしばし時間を費やしたいと思います。その後で締めくくりの言葉を述べることにします。


  



  教会の名称・絵図


  



  「なぜ教会なのか？」と私たちは尋ねています。この問いに答える最善の方法は、神の御言葉から教会の様々な表現や絵図、教会に付けられている様々な名称について考えることだと思います。おそらく、御言葉の中には教会を表す九つの主要な名称や絵図があります。他の副次的な名称や絵図もあるかもしれませんが、主要なものは九つです。それらの絵図や名称を注意深く検討するなら、問いに対する答えに大いに迫ることができるでしょう。この九つを通しで見て、一つ一つ注釈を加えていくことにしましょう。


  



  （１）神の家


  



  教会に付けられている最初の名称は神の家です。しかし、ここで私たちは語句についてはっきりとしている必要があります。私たちは家について話す時、すぐに構造物や建造物を思い浮かべてしまいます。私たちは道を歩きながら、「あの家は素敵な家ですね」とか「酷い家ですね」と言います。家という言葉を私たちはこのように用いています。しかし、家という言葉が「神の家」という文脈の中で用いられているとき、これはこの言葉の十分な意味ではないことを私たちは理解する必要があります。この言葉を一家（household）という言葉に変更するなら、私たちは真実により迫れるでしょう。なぜなら、これこそ真の意味を伝える言葉であり、三つの概念を含んでいるからです。一つ目は構造物――神の建造物――であり、二つ目は家の中身――家の中にあるもの――であり、三つ目は家の決まりや秩序――家の中身を並べて配置する方法、その場所や地位など――です。もちろん、これには行政という概念が密接に関係しています。家の構造、中身、配列、秩序、行政、これがみな「神の家」という表現の中に含まれているのです。


  まず第一に、神の家は神の建造物であり、神の構造物です。「わたしはわたしの教会を建てます」。教会は神のものです。人は教会を造れません。教会を握ってそれを人のものにするのは無礼なことです。この建造物の所有権はただ神ご自身にのみあります。


  次に、この家の中にあるものは、神がそれをそこに置かれたから、そこにあるのです。神が置かれない限り、何ものも神の家の中に「生ける石」として存在できません。あなたは自分自身の選択で神の家に「加わる」ことはできません。あなたは「教会に加わること」について話すかもしれませんが、それは全く別の領域に属することです。新約聖書には、「主は救われる者を教会に加えられた」（使徒二・四七）と記されています。主が加えられたのです。主が中に入れた者たちだけが神の家の中にいます。


  第三に、神の家の中の秩序は神の秩序です。神は秩序の神（God）です。サタンは無秩序と無法の神（god）です。神はご自身の家のために秩序を定めておられ、それに関してとても厳格です。これはコリント人への第一の手紙から十分に明らかです。もしこの秩序を無視したり、見過ごしたり、脇にやったりするなら、私たちは損失や不利益を被るでしょう。私たちは自分の生活の中で挫折や制限を経験するでしょう。神は私たちの上に証印を押してくださらないでしょう。聖霊は神の秩序の守護者です。ですから私たちが聖霊の行政の下に来るなら、私たちはこの秩序の中に入るでしょう。


  私たちを神の家の中に置くのは神の権限であり、聖霊によります。私たちの占める場所、私たちが執行する機能は、神によって定められなければなりません。神がそうするよう私たちを決して召しておられないことを私たちがしようとするなら、私たちは神の家に合わない者になってしまいます。しかし聖霊の行政の下にあるなら、私たちは主がそのために私たちを神の家の中に置かれた目的に満足し、安息するでしょう。安息して、摩擦はないでしょう。神がご自身の家を監督されます。これは神の行政です。なぜなら、それは神の家だからです。そして他の文脈で述べたように、神の家の中に入り込んでその秩序を覆そうとすること、あるいは私たち自身の秩序を押しつけようとすることは、無礼以外の何ものでもありません。私たちは神の家の中で常に聖霊とその秩序に服従するよう努めなければなりません。


  



  （２）幕屋と宮


  



  この家の二番目の表現は幕屋と宮のうちに見いだされます。幕屋も宮も目的は同じです。おもに、この二つの名称に関係する二つの概念があります。


  第一に、幕屋と宮は神の臨在の場所であり、そこに臨在することを神が選ばれた場所です。そこに臨在することを神が選ばれた一つの場所、そこで神を見いだせる一つの場所があります。通常、その場所は幕屋の中であり、宮の中です――教会の中です。教会はあなたが神を見いだせる場所、神の臨在の場所であるべきものであり、また神はそうなるよう意図しておられます。教会は建物ではなく神の民です。神はご自身のために一つの場所を選ばれます。これを描写している箇所が旧約聖書の中にいくつあることか（詩篇一三二・十三～十四参照）。しかし、神ご自身の御子が「二人または三人がわたしの名の中へと集められている所には、そこにわたしもいます」（マタイ十八・二〇）と言われましたが、この御言葉はある永遠の原則を述べたものにほかなりません。神は定住すること、ご自身を局在化することを選ばれたのです。神はある特定の場所に臨在することを選ばれました。そして、そこであなたは神を見いだします。私はこれを詳しく語りたい誘惑にどれほど駆られていることでしょう！しかし、もし信者でありクリスチャンであるあなたが自分自身を主の民から切り離し、自分自身の独立した道を行くなら、間もなくあなたはトマスのように自分が主のおられない所にいることを見いだすでしょう。そしてトマスのように、あなたは戻って来て他の弟子たちと一緒になるまで、主を見いださないでしょう。神はご自身の宮、ご自身の霊の宮を選ばれました。そこで神は私たちと会われ、私たちは神を見いだすことができます。


  また、教会がなるべきものになる時、教会が神の御心にしたがったものになる時、教会はまた神が語られる場所になります。私はあえてさらに一歩踏み込んで言います、「ある群れの状態が神の御旨、教会に対する神の御思いに近づけば近づくほど、あなたはますます豊かに神がそこで語られるのを聞くようになるでしょう」。このような状態の下では、宮という主の概念にさほど近づいていない所と比べて、あなたはより多く主から聞くでしょう。


  幕屋や宮と関係している二番目の概念は、そこは神が礼拝される場所であるということです。それは「主に対して聖なる」ものです。しかし、神の霊の家は今やもはや構造物ではなく民です。ですから、宮という言葉は礼拝する人々という思想を伝えます。では礼拝とは何でしょう？私たちはしばしば、「礼拝とはすべてを神の方に引きつけて、すべてを主の方に向けることである」と定義してきました。これが「主に対して聖なる（あるいは、健全な）」ものです。すべては主のためです。教会はそうならなければなりません。これが神の御思いです。


  



  （３）聖なる国


  



  ペテロから、私たちは教会が国――「聖なる国」（一ペテロ二・九、出エジプト記十九・六の引用）――であることを学びます。ご存じのとおり、旧約聖書はこれについて多くの光を投じています。最初に述べたように、教会は御名のために諸国民の中から選び出された民です。教会は今ここで、天的な国、異なる秩序を持つ国とされます――もちろん、「天的」という言葉自体がこの思想を伝えています――教会は諸国民の間から選ばれた天的な国であり、にもかかわらず諸国民のただ中にあります。しかし、この国としての教会という概念に関して、注意すべき三つの点があります。


  第一の点は、分離の原則あるいは法則です。この原則はイスラエルにおいて明確に示されており、その中に働いています。イスラエルはこの教会の地的な型であり、国々から分離されていました。イスラエルが他の国々とは異なる特色を失った時、自分と国々とを結ぶ架け橋を造ることを許した時、そして諸国の神々を拝みだした時、その統一性、その使命、その力、その栄光――すべて――を失いました。イスラエルが捕囚にされたのは、国家としての特色を失ったからです。旧約聖書は数々の霊的原則に関するとても強力な実物教材です。もし一時的な地的領域がそうだったとするなら、霊的で天的な永遠の領域はいかばかりでしょう！何世紀にもわたって教会は栄光、力、影響力、神の臨在を失ってきましたが、その原因はおそらく、他の何ものにもまして、この世が教会の中に侵入し、教会がこの世の中に入り込んだことでしょう――教会は特色を失い、分離されたものではなくなったのです。


  さらに、この国は分離された民であるだけでなく、構成された民でもあります。イスラエルは確かに分離されました――イスラエルがエジプトから分離されたことに疑問の余地はありません！パロはこの問題について交渉しようとしました。彼は「イスラエルは僅かなものを、心残りとなる僅かなものを後ろに残していくべきです」と提案しました。しかし、「否」と主はモーセを通して言われました。「ひずめ一つも残しません！」（出エジプト十・二四～二六）。神が設けられたこの断絶、神がイスラエルとエジプトの間に置かれたこの隔てをご覧なさい。これは全く鮮やかな絵図です。しかし次に、神がイスラエルを脱出させた時、神はイスラエルを国家に構成されました。彼らは脱出した群衆でした――彼らは寄せ集めだったと言ってもいいでしょう。そこで次に、神は彼らを御手の中に取り、彼らを形造り、構成して、一つの団体とされました。神はこれを、彼らの生活を隅々まで支配する数々の霊的な法則や原則を与えることによって行われました。彼らは天の直接支配の下に置かれました。そこでは、この世のものは何も彼らの必要を満たせませんでした。彼らの助けはすべて上から来ました。彼らは天的な諸々の原則に基づいて構成された民であり、天的統治の下にありました。これが教会です！


  第三に、ペテロがこの包括的文章の中で私たちに告げていますが、私たちが召された目的は「私たちを召された方の卓越性を示すため」です――この方は「私たちを暗闇の中から驚くべき御光の中に召してくださいました」。この国の使命は神の「卓越性」を示すことです。別の言い方をすると、神がいかに卓越しておられるのか、神がいかに超越しておられるのかを示すためです。これがイスラエルの召しでした。もしこれが制限された地的方法でそうだったとするなら、教会は天的な宇宙的方法でなおさらそうです。神の卓越性を示すこと、神がいかに卓越しておられるのかを示すこと、これが常に神がなそうとしておられることです。たびたび述べてきたように、神は敵が長い道のりを行くこと、敵が大いに手綱を握ることを許されます。しかしついには、神はご自身がどれほど遠くまで行けるのかを示されます。神は敵が大いに働くのを許されますが、ついにはご自身がどれほど多くのものを獲得してそれを自分の栄光に転じられるのかを示されます。


  この「神の卓越性」は教会の中で、教会によって示されます。これはよく考えるべきことです。ただこの観点から、使徒行伝を見てください。そして、パウロの述べたことが多くの年月の後どうなったかを見てください。「兄弟たちよ、私に起きた出来事が、かえって福音を前進させることになったのを、あなたたちに知らせましょう」（ピリピ一・十二）。彼にふりかかった出来事を考えてご覧なさい――それがみな福音を前進させることになったのです！これは神の卓越性が示される一つの方法です。もしもいま天使が見ているなら、彼らは苦しみを受けている多くの神の僕や子供たちに注がれる神の恵み――神の恵みの卓越性――を見て、きっと自分たちの顔と足を覆って礼拝しているでしょう。


  



  （４）教会


  



  四番目の名称として、「教会」という言葉そのものにやって来ます。ご存じのように、この言葉はギリシャ語のエクレシア（ekklesia）を表しています。この言葉はとても豊かで十分な言葉であり、キリストや使徒たちはこの言葉を用いて、この永遠の選民である教会に適用しました。この言葉に相当する今日の言葉は「会衆（assembly）」です。この「会衆」という言葉は、ギリシャ語原文が持つ意味のすべての要素を伝えます。ギリシャ世界では、特定の人々が市政や州政や国政を司るために選出されて立てられました。そして定められた時が来て、国家行事に出席したり、議会を招集する時になると、使者たちが出かけて行ってこの人々を招集し、この会衆を一堂に召還します。それはこの人々が国や市の行政を執行するためです。人々のこのような団体がエクレシアと呼ばれたのです。


  いま考えているこの「会衆」は教会のことでも、「聖職者」のことでもありませんでした。これは市政、州政、国政といった、純粋に政治的な事柄でした。この会衆という言葉は、国政を執行するために集められた、一つの選出された団体という観念を具体化したものです。この言葉が取り上げられて、教会に適用されました。この言葉は何と豊かでしょう！王国の働きを遂行する目的のために共に召された、一つの選ばれた団体！この選ばれた団体は――「世の基が据えられる前から彼にあって選ばれ」（エペソ一・四）、「御子の交わりの中に召され」（一コリント一・九）、「彼の永遠の御旨にしたがって」（エペソ三・十一）召されました。この団体は共に召され、彼と共に彼の行政上の事柄を任されています。どうか私たちが教会として、これにさらに近く、さらに十分に迫ることができますように！


  



  （５）キリストのからだ


  



  次に、「キリストのからだである教会」に来ます。これはエペソ一・二二～二三に記されています。もちろん、この名称や称号で教会に言及している箇所が他にもたくさんあります。肉体という観念、あるいはその機能は何でしょう？まず第一に、人の体はその人の人格を表すための媒体です。顔立ちや体から常に人柄を読み取れるわけではありませんが、たいていの人はある程度自分の体で自分を表現します。たとえ内側で何が起きているのか読み取ることが難しい場合でも――そのような場合もあります――読み取るのが難しいというこの事実は、その人々があなたに知られたくないと思っていることをあなたに告げているのです――こうしてあなたは読み取りに成功しました！私たちはこの事実から容易には逃れられません。仕草、外見、表情、他の多くの形で、私たちは自分の体を通して自分を表してしまいます。いずれにせよ、人の内面を表現すること、人に自分自身を表現する手段を与えることが、体の一つの目的です。


  同様に、「キリストのからだである教会」は霊なる主の器であり、「化身」です。教会において、また教会によって、キリストはご自身を表現されます。もし教会が神の御思いにしたがったものだったなら、私たちが教会に出会い、その構成員たちの間を行き巡る時、私たちは主がどのような方かを知ることができたはずです。これを心にとめましょう。私たちが教会として存在しているのは、キリストがどのような方かを人々が知ることができるためです。ああ、私たちはこの点で主の期待を大いに裏切っています。あまりにも多くの時、主の民の間に主イエスの真の御性格を見つけるのがとても難しいのです。しかし、これがキリストのからだのまさに第一の意味です。


  しかしさらに――これは私たちにとって馴染み深いことです――肉体はひとまとまりの有機体です。肉体は外側から一緒にしたものではありません。肉体は一体性の印を帯びています。これは内なる命によります。肉体の各部分は関係しており、相互に関係しあっています。どの部分も依存しており、相互に依存しあっています。どれほど離れていたとしても、他の部分で起きることに影響されます。これをもっと詳しく述べることもできるでしょう。しかし、キリストのからだである教会に関するこの現実を実際に霊的に適用することについて、私たちはなおもさらに多く学ばなければなりません。私たちはこのからだの偉大な「交感組織」の中に直ちにもたらされる必要があります。そしてそれには、恵みが私たちの内で現実に働く必要があります。これを御言葉が述べる言い方にはたくさんあります。私たちは「つながれている人たちを、自分も一緒につながれている気持ちで思いやり、また、自分も同じ肉体にある者なので、苦しめられている人たちのことを心にとめる」（ヘブル十三・三）べきです。つまり、私たちは彼らの状況の中に御霊によって入り込まなければならないのです。からだは有機的なまとまりです。「一つの肢体が苦しむなら、すべての肢体が共に苦しみます」（一コリント十二・二六）。自分が何も知らないことで大いに苦しむこともありえます。苦難が進行しており、私たちはそれに巻き込まれます。主は私たちを他の人々の必要に巻き込もうと、私たちを彼らの戦いの中に巻き込もうとしておられます。


  しかし、私たちがこの真理を理解しているかどうかとは関係なく、また私たちがこの真理に気づいてそれを把握しているかどうかとは関係なく、これは神の事実であり、現にそうなのです。ある場所にいる信者たちは別の場所にいる信者たちに依存しており、その影響を受けます。教会はこのようにひとまとまりです。体全体に一つの交感神経組織が張り巡らされています。もしあなたや私が本当にもっと霊的に活発だったなら、このからだの表現はさらに完全なものになっていたでしょう。私たちが死んでいて、鈍感で、真の霊的活力に欠けているせいで、必要以上に多くの苦難や損失が生じているのです。


  神の民が普遍的に共鳴し合い、共に働けるようになりさえすれば！ただしそれは機械的なものや知識によるものであってはならず、からだの原則に基づいていなければなりません。私たちはあまりにも機械的に動くことが多いのです。手紙を読んだり聞いたりして、どうにか情報を得ない限り、祈る気になりません。しかし、こうした手段が全くなくても、私たちが真に御霊の中にあるなら、御霊は人々のための負担を私たちの心に与えてくださると私は信じます。「これは私たちが常に主の御前に持ち出すべき問題である」とあなたは思わないでしょうか？「主よ、今日だれかが何かのために祈っています。私がその祈りに答えることは可能でしょうか？もし可能なら、私に示し、私を導き、私の上にそれを置いてください」。これが霊的相互関係であり、霊的感受性です。このからだの一つは大いなる召命です。


  



  （６）王なる祭司の体系


  



  六番目の名称は再びペテロの手紙の中にあります。「王なる祭司の体系」（一ペテロ二・九）。彼は再び出エジプト記十九・六――「祭司たちの王国」――から引用しています。二つの概念が組み合わされていることに気をつけてください――王と祭司、王国と祭司の体系――です。また二つの機能――王座と祭壇――が一緒にされています。これは何を意味するのでしょう？確かに次のことを意味します。すなわち、明け渡すこと、手放すこと、去らせること、自分を空しくすること、そして苦しむことにより、王座は機能するのであり、神の力がこの宇宙に行使されるのです。これは苦難と栄光であり、弱さと力です――矛盾する表現に思われます。しかし、御言葉にそう記されています、「御座の中央に（中略）小羊」（黙示録五・六）。ここに徹底的明け渡しの象徴が記されています。これは良い意味で無抵抗の象徴であり、悪に対しても無抵抗なことです（私は罪に対する無抵抗について述べているのではありません。そうではなく、虐待、不正、不義に対する無抵抗のことを言っているのです）。小羊は屠る者の所に導かれ、そして屠る者を経て王座に導かれました（イザヤ五三・七、五二・十三）。


  数々の素晴らしい霊的原則があります。「わたしのくびきを負って、わたしに学びなさい。わたしは柔和で心のへりくだった者だからです」（マタイ十一・二九）。これは王の語りかけです。この方の御手に「天と地のあらゆる権威」（マタイ二八・十八）が委ねられました。彼がどのように権威を授けられたのか、どのように王座に達したのかをご覧なさい！教会はそうなるよう定められています。王なる祭司は、一方において祭司のように犠牲や苦難と関係していますが、それと同時に王として王座に着いて支配統治するのです。


  



  （７）ひとりの新しい人


  



  七番目の絵図は「ひとりの新しい人」（エペソ二・十四～十六、ガラテヤ三・二八）です。イエスはご自身のことを「人の子」と呼ばれました。これが彼のお気に入りの称号でした。もちろん、パウロが述べているこの「ひとりの」は、別の種類の人々が消え去った結果でした。もはやユダヤ人も異邦人もありません。ユダヤ人と異邦人は二つの別の種類の人々、二つの民族的位を表していましたが、それらは消え去り、過ぎ去りました。ユダヤ人も異邦人も消滅して、その代わりに「ひとりの新しい人」が生じました。受肉の意義に関して冒頭で述べたことをすべて引き継ぐことにすると、「教会は別の種類の実体であり、別の種類の人間、民族、人類を表しています。教会はキリストが異なっておられたように別の世界に属しています」と私たちは言わなければなりません。


  キリストの場合、この違いは内面的なものでした。人々はキリストを外側から見たので、この大きな違いに気づきませんでした。他の人々と異なる特徴がいくつかあったかもしれませんが、たとえそうだとしても、人々はそれに印象づけられませんでした。人々はキリストと他の人々との違いがわかりませんでした。「これは大工ではないか？」（マルコ六・三）。人々はキリストを外側から見て、他の人々について話すのと同じように彼について語りました。しかし、キリストは人として異なっておられたのです。この人の体の内側は異なる人であり、他の人々を支配しているのとは異なる法則、全く異なる概念によって支配されていました。この人は異なる領域から支配されており、それゆえ――この意味において――常に不可解だったのです。


  多くの年月の後、ヨハネは手紙を書いて言いました、「こういうわけでこの世は私たちを知りません。彼を知らなかったからです」（一ヨハネ三・一ｂ）。私たちもまた異なる種類の存在です。こういう言い方をしてもいいなら、それがごく自然でなければならないのです。この真の秘訣、真の意義は内面的なものではないでしょうか？外面的にはおそらく他の人々と何の違いもありません――といっても外側にも何らかの痕跡があってしかるべきです。自分を意識したり、別の種類の人になろうと努力したり、ふりをする必要はありません。これは事実です――この事実に私たちは少しも気づいていません――この旧創造には属さない何か、別の世界について告げる何か、別の秩序、別の命、別の性質があるのです。特定の環境下では、私たちは他の人々が振る舞うようには振る舞いません。そして、多くの個人からなる教会はそうなるように――「ひとりの新しい人」になるように――定められているのです。


  



  （８）花嫁


  



  教会の八番目の称号は「花嫁、小羊の妻」です。ここで私たちはとても多くの御言葉を創世記、マタイとマルコ、エペソ書、黙示録から引用しなければなりません。使徒ヨハネに対する御使いの最後の方の言葉は、「こちらに来なさい。あなたに花嫁、小羊の妻を見せましょう」（黙示録二一・九ｂ）でした。花嫁と妻はほとんど同義語ですが、それでも全く同じ意味ではありません。まず初めに、この関係の始まりについて思い起こしましょう。これに関する最初の御言葉は神ご自身が語られたものでした、「人が一人でいるのはよくありません」（創世記二・十八）。ですから、この関係に関する概念は、当初、交わりと親交を意味するものだったのです。これはキリストとその教会の間の関係を表す崇高な概念です。「キリストは教会を愛して、教会のためにご自身をささげられました」（エペソ五・二五、アメリカ標準訳）。神はいわば御子をご覧になって、「御子がひとりでいるのはよくありません」と言われたのです。教会――奥義中の奥義です！――はキリストに対してこのような関係にあるべきものです。教会はキリストの連れ合いになるべきものであり、キリストと交わりを持ち、思いと心を通わせて、一緒に行動するべきものなのです。


  次に神は言われました、「わたしは人のためにふさわしい助け手を造ろう」（創世記二・一八）。「わたしは人を助けるのに間に合う者、人を助けるのにふさわしい者――ふさわしい助け手――を造ろう」。とても単純な概念ですが、この概念は教会に当てはまります。教会はキリストに仕えるため、キリストの必要とキリストの願いを顧みるため、彼の指示に全く従うためのものです。「私はどうすればキリストとその願いや必要を知ることができるのでしょう？どうすればキリストの権益のために最善を尽くして仕えることができるのでしょう？」。もちろん、これは妻に関する聖書の観念です。しかし、聖書の意図は少なくとも、この地的観念を天的観念――「キリストと教会」（エペソ五・二五、二九、三二）――を反映するものにすることです。要点はこうです。すなわち、あなたや私は、もし教会に属する者なら、すべてを傾けて主に向かわなければならないのです。どうすれば私たちは最善を尽くしてキリストに仕えることができるのでしょう？どうすれば私たちはすべてを傾けてキリストに向かうことができるのでしょう？どうすれば私たちはキリストの必要や願いを知ることができるのでしょう？どうすれば私たちはキリストを喜ばせることができるのでしょう？これが花嫁、小羊の妻の第一の意味です。


  もちろん、これと同行するのが一体化の概念です。「二人は一体となります」（創世記二・二四、マタイ十九・五、一コリント六・十六）。彼らは一人です。今や二人ではなく、一人です――一体なのです。これに関してエペソ五章を思い出してください。さらに、この関係が意味する観念は主の増し加わりです。「生めよ、増えよ…」（創世記一・二八）。「彼は自分の子孫を見る（中略）彼は自分の魂の苦しみを見る…」（イザヤ五三・十～十一）。どのようにしてでしょう？教会による以外に方法はありません。次のことに注意しましょう。キリストがご自身の魂の苦しみを見て満足されるのは、教会が新しい赤ん坊たちを生み出すことによるのです。これは福音伝道を新たな光の下に置くものではないでしょうか？福音伝道はキリストのためです。福音伝道は、魂を救うことに関心を寄せることだけでなく、キリストがご自身の魂の苦しみを見て満足されることなのです。教会は器であり、それによって、またそれを通して、キリストが複製されます――教会を通してキリストが増殖する、と言えます。いかなる自称「教会」も、もしキリストを複製しておらず、その中に主が人を加えておられないなら、またその中に霊的誕生が全くないなら、キリストに対する関係というこの点で失敗しているのです。


  



  （９）都


  



  最後の絵図は都の絵図です。黙示録の最後で、御使いは「こちらに来なさい。あなたに花嫁、小羊の妻を見せましょう」（二一・九）と言った後、使徒を「霊の中で大きな高い山に」連れて行き、彼に「聖なる都を示し」ました（十節）。「花嫁、小羊の妻」と「都」は二つの別々の実体ではありません。この二つの称号はどれも一つの実体を指しています。ただ、同じ実体を異なる観点から見たものなのです。これについて学ぶなら、この「都」という称号は他のすべての称号をその中に集約したものであることがわかると思います。他の称号はみなこの名称の中に含まれるのです。


  この都のいくつかの特徴に注目してください。まず第一に、その大きさです。これは何と大きな都なのでしょう！これはキリストと結合している教会の霊的大きさを示しています。また、その力強さ――その「大きな高い壁」（十二節）――を見てください。この都の中には何という力があるのでしょう！これはキリストと結合している教会の霊的力強さです。「ハデスの門もそれに打ち勝つことはない」（マタイ十六・十八）が真実であることを教会は証明しました。地獄は根底から揺り動かされ、教会に敵対してありったけの力を使い尽くしましたが、教会は進み続けます――これは力強い教会です。教会の力は人の力ではありません。また、この都の純粋さを見てください。「その光は碧玉のようであり、水晶のように透明であった」（十一節）。すべてが透明です――その通りは透明な金であり（十八節）、その川の水は水晶のように透明です（二二・一）――教会はついにはこのように純粋になります。また、その美しさを見てください。「さまざまな宝石」（十九節）。これは美しい都です。都の真珠の門は苦難と、主と共に主の苦しみにあずかる犠牲を意味します。都の生き生きとした様子を見、また都の明るさを見てください（二一・十一、二三～二四、二二・五）――都の命と光を見てください。都の豊かな供給を見てください。木々は一年中実を結びます（二二・二）。妨げられずに絶えず繁殖します――これは何か全く驚くべき尋常ならざることです。そして最後に、いたる所で十二という数が大書されています。十二の土台、十二の門、十二の御使い、一万二千スタディヤというように。これはみな霊的統治を物語っています。


  このような描写が教会に関して私たちに与えられています。その働きが完了する時、教会は最後にはこうなります。この描写は事実として私たちに示されていることに注意しましょう。今日、「これは決して実現されないのではないだろうか」と私たちはひどく落胆するかもしれません。しかし、最後に教会がどうなるのかについてのこの預言的啓示が私たちに与えられています。今の状況はもちろん大事です――しかしある意味において、状況がどうであれ、大事なのは将来どうなるかです。前に挙げたたとえに戻ると、主は「栄光の教会をご自身にささげられます」――この教会は聖なる教会、純粋な教会、聖別された教会であり、「しみや、しわや、その類のものは何もありません」（エペソ五・二七、アメリカ標準訳）。


  



  第８章 主イエスの再来


  



  贖いの八階調の最後の音符、「主イエスの再来」に来ます。これまで私たちは、贖いのこれらの面のどれについても、その包括的描像を示そうとはしませんでした。ただ、それぞれの面に関する「これはなぜだろう…？これはなぜだろう…？」という問いに対して、可能なら簡潔な答えを与えようとしてきたにすぎません。これは特にこの最後の面にも言えます。さしあたって、私は主の再来に関してすべての面を網羅しようとは試みません。


  では、なぜ主イエスの再来なのでしょう？主の再来はたいていの場合、一つの出来事と考えられています。計画の中の一つの項目として決められた時に起きる何らかの出来事であり、ある日起きる出来事にすぎないと考えられています。もちろん、通常はそのとおりです。しかし、なぜそれが起きなければならないのか――なぜ主は再び来なければならないのか――を知ることはきわめて重要です。神はキリストの再臨に関するほとんどあらゆる事を、何もキリストが実際に再臨するまでもなく、達成できたはずです。これについてはっきりさせておきましょう。たとえば、クリスチャンを天に携え挙げることについては、神はキリストが再臨しなくても私たちを引き上げることができました。神が直接単独で行えたことが、他にもたくさんあります。しかし、それらはみなキリストご自身の来臨と関係しており、またそれに焦点づけられていることを、聖書は私たちに示しています。そしてこの事実こそ、「なぜそうなっているのでしょう？なぜこれはキリストの再来に関する問題なのでしょう？」という問いに対する核心なのです。


  



  贖いの成就


  



  この答えは実は、これまでの学びで述べてきたことの中に見つかります。主イエスの再来は、主ご自身がまさにそれらすべてを成就されることなのです。使徒たちに、主は彼らから去られる時、言われました、「わたしはこの時代の満了まであなたたちと共にいます」（マタイ二八・二〇）。「わたしはこの時代を総括する時まであなたたちと共にいます」というのが、この御言葉の意味です。では、この時代に関して、最後に総括されるものとは何でしょう？それはこの本でこれまで主に関して述べてきたすべてのことです。主の再臨によるこの総括について見るために、それらを急いでざっと眺めることにしましょう。


  主の初臨と最後の来臨の目的及び成就は、明らかにひとまとめにされています。私たちが見た贖いの最初の段階は神の御子の受肉でした――主が人の姿でこの世に来られることでした。そして、この受肉には三つの目的があることを指摘しました。一つ目は、人なる方による人の贖いです。人によって罪が来ました。人なる方によって罪は去らなければなりません。人によって数々の結果が生じました。人なる方によって、それらの結果は滅ぼされて取り除かれなければなりません。これが主が人になられた理由です。二つ目は人の贖いであり、人を再構成して、神が意図されたとおりの種類の人にすることです。悲しむべきことに、人は神が意図されたとおりの人になるのをやめてしまいました。三つ目は、人を完成して栄化することです。この三つのことが、主が人の姿で最初に来られたことと関係していました。


  二番目の段階は主の地上生活でした。私たちはこの段階を要約して次のように述べました。主はこの地上に生まれ、幼年期を過ごし、成年に達しました。その間、主はあらゆる試み、試験、火のような試練を通り、十字架上で最後の時を迎えられました。十字架で火は七倍にも燃え上がりました。主は罪や失敗や問題事を起こさずに、体を神にささげられました。「あなたはわたしのために体を備えてくださいました」と主は言われました（ヘブル十・五）。そして、主はあらゆる種類の試練をくぐり抜けて、神に体を返されました。その体は弱々しいものでも、霊的性格を失ったものでもありませんでした。主は体を全焼のささげ物として（ヘブル九・十四）、神に受け入れられる喜ばしいささげ物として神に返されました。主は最初から最後まで、人類が遭遇するあらゆるものに対する絶対的勝利の生活を送ることにより、神が求めておられる種類の人を表現されました。こうして主は神の御心にしたがった人の模範となられました。このような人を神は求めておられ、神は獲得されるのです。


  



  「地は主のものである」


  



  神の御子が人の子としてこの地上をご自身の足で歩まれたことには、何かとても重要な意義がありました。前の学びで詩篇二四編を引用しました。この詩篇は「地とそれに満ちるものは主のものである」という言葉で始まっていることがわかります。これが最初の区分の始まりです。第二区分（三節）は「主の山に登る者は誰か？」で始まり、その答えが続きます。「手が清く、心の純粋な者、その魂を空しいものに向けない者、偽って誓わない者こそ、その者である」。キリスト――この方こそ、その者です！次に第三区分です（七節）。「門よ、こうべを上げよ。とこしえの戸よ、上がれ。栄光の王が入られる」（アメリカ標準訳）。この流れをご覧になったでしょうか？地は主のものです。主はご自身の足で地上を歩み、実際にこの地上に立たれました。主は手や心を汚すことなく、この地上で生活されました。それゆえ、主、ただ主だけが、主の山に登るのにふさわしい方です。主が地上に来て、このような生活を送り、このように勝利されたがゆえに、とこしえの戸が開きました。主は入ることができます。


  さて、要点はこうです。地は主のものであり、主はこの地上を歩んで言われました、「この地はこのような種類の人のものであり、天はこれを証しします！」。これが詩篇二四篇の意味です。これが、主がこの生涯を送り、勝利を収め、勝利のうちに復活された時、弟子たちに「全世界に出て行きなさい。全地に行って、あなたたちの足で歩み、『地は主のものです。主は創造者であり、贖い主だからです』と宣言しなさい。あなたたちは出て行って、地上を自分の足で歩みなさい。地はわたしのものです。これはみな贖いの行程の一部なのです」と言われた理由です。


  十字架は、この受肉の目的であるこの贖いを有効化することでした――主はご自身の足でこの地上を歩み、そこで勝利の生活を送られましたが、十字架はこの地の贖いを有効化することだったのです。十字架により、主は地をこの世の君の手から取り上げて、ご自身の合法的所有として取り戻されました。主は言われました、「今、この世の君は追い出されます」（ヨハネ十二・三一）。


  復活した主は地を所有しておられます。そして四十日のあいだ、主はご自身が生きているというこの偉大な事実を確かなものにされます。主は生きておられます！主は「死にました」が、「永遠に生きて」おられます。主は「死とハデスの鍵」（黙示録一・十八）を持っておられます。そして主はこの事実を彼の教会の数々の核により、まさにそれらの核の存在そのものにより、常に確かなものにされます。


  次に、主は弟子たちの前で栄光に入られました。そしてこれらすべてのこと――意義深い受肉、輝かしい勝利を収めた地上生活、悪魔の働きを滅ぼした素晴らしい十字架――これらはみな地上から取られて、人であれ悪魔であれ、この地上の何ものの手も届かない所に、何ものも触れたり変更したりできない所に置かれました。すなわち、天に置かれたのです。主ご自身が天について私たちに告げておられることは覚えておられるでしょう、「そこでは虫も食わず、さびもつかず、盗人らが押し入って盗み出すこともありません」（マタイ六・二〇）。それは彼方にあります。「あなたたちの命はキリストと共に神の中に隠されています」（コロサイ三・三）。それは上なる天にあります。地上の何ものもそれを妨げられません。これが昇天です。


  御霊は天で栄光を受けたキリストの霊として降臨しました。御霊が遣わされたのは、これらの真価をすべて――潜在的に――天から地にもたらすためであり、それらをこの経綸のあいだ弟子たちの内で有効化する働きを引き受けるためでした。


  教会は「ひとりの新しい人」である器として誕生しました。これについて、「教会はキリストが再び受肉したものである」とは述べていないことに注意しましょう。御霊が来臨したのは、教会に内住するためであり、教会をキリストのからだとしてキリストの伴侶にするためでした。それは、主ご自身が成し遂げて栄光にもたらされたすべての御業を、表現するためでした。


  



  再来


  



  最後に主は来られます！なぜでしょう？これをすべて成就するためです！人の贖いを完成させるためです！主が最初に来られたとき行われたことをすべて、あらゆる領域で完成させるためです！ローマ人への手紙第八章は、この贖いの究極的完成の二つの面について取り扱っています。


  第一に、神の子らの出現、現れです（ローマ八・十九）。彼らは秘密にされ、隠されてきました。神格の三位の間でのみ、誰がキリストのものか知られています。しかし、彼らは公表され、明らかにされます。これが贖いの究極的完成です。それは神の子らを公にして明らかにすること、彼らを公に知らせて、栄光のうちに示すことです。私は常々思うのですが、この点に関して使徒パウロがテサロニケ人に述べた言葉はとても素晴らしい言葉です。「主が来られる時、主は聖徒たちの中で栄光を受け、信じるすべての者たちの中で驚嘆されます」（二テサロニケ一・十）。その時、受肉の目的が完成されます。贖い、再構成、成就、栄化、これはみな主の再来のとき満ち満ちたものとされます。「信じるすべての者たちの中で驚嘆されます」。この句はいつも私をうっとりさせます。この句は何を意味するのでしょう？すべての観衆、見ているすべての知的存在は、聖徒たちを見る時、きっと言うでしょう、「彼らをご覧なさい！主は驚くべき御方ではないでしょうか？」。「主が来られる時」「信じるすべての者たちの中で驚嘆されます」。これは受肉の働きと目的の究極的完成であり、主の地上生活の意義が信者たちの内ですべて究極的に完成されることです。


  しかし次に、ローマ八章は贖いの他の面にも触れています。「全被造物は神の子らの出現を待ち望んで」おり、「共にうめき、苦しんでいます」（十九、二二節）。現にそうなのです。「被造物自身も解放されます」（二一節）と使徒は言います。主は御足を地上に置いて、「地はわたしのものです」と仰せられました。主はこの地上に来て、そこで生活し、そこで勝利を収め、地のために全地にわたる勝利を獲得されました。そして今、主が再臨される時、贖いの究極的完成として地が贖われます。「被造物自身も腐敗の縄目から解放されます」。しかし、解放されるのは被造物だけではありません。私たちの体もまた、この贖いの究極的完成の恩恵を受けます。「私たちもまた内側でうめきつつ、私たちの体の贖いを待ち望んでいます」（二三節）。信者の肉体も「腐敗の縄目から解放されます」。


  これはみな、主が来て行われたことです。主がご自身で行われたこと、主ご自身に言えることを、主はいま信者たちの内ですべて実際化しておられます。次の御言葉はもっぱら主の神性に関するものであることを私は知っていますが、それでもこの御言葉には二次的な意味があります。「彼が死に支配されていることは、ありえないからです」（使徒二・二四）。「あなたはあなたの聖者が朽ち果てるのを、お許しになりません」（二七節）。主は聖者だったので、死に支配されていることはありえませんでした。なぜなら、死は罪の刑罰だからです。前に述べたように、この御言葉はもっぱら神の神聖な御子に関するものです。御子は朽ちることのない、罪のない御方です。しかし今、主は信者たちを罪と腐敗から解放し、それゆえ罪から解放されます。また、主ご自身に言えることを信者たちの内で実際化されます。主は信者たちを神にするわけではありませんが、恵みを通してご自身の勝利のすべての恩恵を信者たちに与えてくださいます。そして、これには体の贖いも含まれます。


  なぜ再来が必要か、おわかりになったでしょうか？主がそのために来られたこと、初臨のときに主が行われたことを、すべて実際化するためです。そして、これがすべてではありません。十字架において、主は罪の問題全般を対処されました――主はご自身でそれを対処されました。その間、主はそれ以上に、サタンの問題全般を対処されました。十字架の真の戦いが行われたのは、主権者たちや権力者たちというあの宇宙的領域においてであるという事実を、私たちは強調しようとしてきました。その領域で真の戦いが繰り広げられました。それはあらゆる悪、邪悪、サタンの王国の暗い事柄に対する、恐ろしい戦いでした。そしてそこにおいて、主イエスは完全な勝利を勝ち取られました。主の再来はこの勝利を絶対的な最終のものとするためであり、教会をこの勝利の恩恵にあずからせるためです。


  私たちは戦いの中にあります。そして、私たちがカルバリの立場、十字架の立場に立てば立つほど、この戦いはますます激しくなります。これはまぎれもない事実です。サタンは十字架を憎んでいます。もしあなたが真に霊の中で十字架の立場に立つなら、あなたは戦いの中に入ります。サタンはあなたをこの立場から引き離すためにあらゆることをするでしょう。主イエスが戻って来られるのはまさに、ご自身の内でこの戦いを完全に終わらせたように、教会のためにこの戦いを完全に終わらせるためです――あるいはおそらく、主が教会のためにこの戦いを終わらせたように、教会の内でこの戦いを終わらせるためである、と言うべきかもしれません。主が来られる時、サタンの統治と暗闇の王国は、一度限り完全に終わります。これが主が来られる理由です。


  



  人の子の来臨


  



  再び一点だけ強調させてください。これは「人の子の来臨」です（マタイ二四・二七、三七、三九）。主は「人の子の来臨」と述べておられます。残念なことに、サンキーは私たちがしばしば歌う彼の詩歌でこの御言葉を変えてしまいました。


  
    「ああ、素晴らしい日！ああ、輝かしい朝よ！

    神の御子がやってこられるその時は。」

  


  主が語っておられること、そして聖書が述べていることは、人の子の来臨であって神の御子の来臨ではありません。来臨するのが神の御子であることは事実です。しかし、ここで大いに実際的な事実を理解しなければなりません。初臨の時、彼は最初から最後まで人として人に仕えました。最後の時も、やはりそうでしょう。もし彼が人として人に仕えたのでないなら、その受肉には何の意味もなくなってしまいます。もし彼が人として人に仕えたのでないなら、その地上生活には何の意味もなくなってしまいます。もし彼が人として人に仕えたのでないなら、その十字架には何の意味もなくなってしまいます。復活についても同じであり、昇天と即位についても同じです。彼は栄光の中におられる人です。「栄光と誉れの冠を受けたイエスを私たちは見ています」（ヘブル二・九）――イエスは彼の人としての名前です。天におられるのは、人に仕えてくださる人なる御方です。教会は「天から遣わされた聖霊」（一ペテロ一・十二ｂ）によって生まれた「ひとりの新しい人」です。そして再来されるのは、人に仕えてくださる人なる御方です。人に関するこのすべてを究極的に完成してくださるのは人なる御方であり、人はキリストにあって自分の嗣業の中に入ります。この驚くべき事実はみな人のためです――あなたや私のためです！彼は人の子として来臨されます。


  この「人の子」という称号には途方もない事実が関係しています。この称号は人類との関係を表しています。彼の御業はすべて人類のためです。また、この称号は彼が天で人類を代表しておられることを表しています。人々に対する今日の懇願は、このような事実全体に基づいています。ああ、「クリスマス」によってこうしたことがみな何と戯画化されてしまったことか！受肉、贖い、人の再構成と栄化について私たちがこれまで述べてきたことの光の中で、クリスマスについて考えてご覧なさい。今日の一般的なクリスマスのどこに、それらの入り込む余地があるでしょうか？悪魔がすべてを逆転させてしまい、クリスマスをその真の意味に反するものにしてしまったのです。悪魔はクリスマスを、あの別の人、古い人を発達させて、自分の満足のために大食いさせる手段として用いてきました。他のすべてのことでもそうです――逆転してしまっているのです。主イエスが来られる時、これはみな正されるでしょう。


  しかし、他方、私たちに対する――人に対する――彼の懇願は、彼は私たちを贖うために来られたというこの事実に基づいています。彼が来られたのは私たちを別の者にするため、私たちを再構成するためです。彼が来られたのは彼ご自身の形にしたがって私たちを完成するためです。彼が来られたのは私たちを栄化するためです。彼はご自身の地上生活により、これが可能であることを示されました。これは人なる方においてなされました。これは可能です。なぜなら、彼がこれをなさったからです。「神の御子が現れたのは悪魔の働きを滅ぼすというこの目的のためです」（一ヨハネ三・八ｂ）。彼は悪魔の働きを滅ぼすために来られ、それを十字架で行われました。彼はとてもとても大きな根拠に基づいて、私たちに懇願しておられます。これはみな贖いであり、贖いは途方もないことです。私たちには偉大な贖いがあります。なぜなら、私たちには偉大な贖い主がおられるからです。私たちは彼が来られる時のことを考えてきました。その時、彼は来て、最後の大いなる接触をもってすべてに触れてくださいます。この素晴らしい贖い――人の贖い、地の贖い、全被造物の贖い――すべてに最後の接触を加えてくださいます。「彼は来て、聖徒たちの中で栄光をお受けになります」（二テサロニケ一・十）。


  「主の再臨が近いことを告げる何かが空中に漂っているようだ」と私が言う時、こう感じているのは私だけではないと信じます。主の再臨はそう遠いものではありえない、という感覚があるようです。主の子供たちとして、私たちはかつてないほど「内側でうめいて」います。全被造物のうめき声が大きくなりつつあります。この被造物の産みの苦しみは、ほとんど耐えきれないものになりつつあります。この地球は贖いを必要としています。贖われないなら何が起きるのか、知っているのは神だけです。しかしどうであれ、神の真の子供の霊の中には、主の再臨が近づきつつあることを告げる何かがあります。主の再臨が唯一の希望です――他の方面には一切希望はありません。救われている人も、救われていない人も、全員これがわかっています。全能の神が介入されない限り、この世界には何の希望もありません。


  ああ、しかし、神は介入してくださいます！神は御子によって介入してくださいます。ここに希望があります。ですから、使徒はこの「祝福された望み」――「私たちの救い主であるイエス・キリストの栄光の現れ」（テトス二・十三）――について語ります。主は、開始したことをすべて完成させるために、まもなく来られます。私たちがこれを黙想する時、どうか主が新たな喜びで私たちを満たしてくださいますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。

OEBPS/Images/cover.jpg
i

D\ BT

T, A—=RAF>-AN—F R






